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第１章 川崎市学習状況調査の概要 

Ⅰ 調査の概要 

１ 調 査 の目 的  

〇児童生徒、保護者は、学習の取組を振り返り、課題を的確に把握し、学習改善に生かす。 

〇学校は、学校教育目標等で示した資質・能力の育成に向けて、調査結果を分析し、個に応じた指導や学校（学年）での授業改善、教育課 

程編成等に生かす。 

〇校長会、各研究（部）会は、教育委員会と連携して全市的な結果の分析と授業改善の具体的な手立て、個に応じた指導の手立て等を 

研究し、説明会や各研究（部）会の事業等で教員に伝達する。 

〇教育委員会は、全市的な児童生徒の学習状況を経年調査することにより、学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、 

その改善を図る。 

 

２ 調 査 の内 容  

〇教 科 調 査      小 学 校  国 語 ・算 数      中 学 校  国 語 ・社 会 ・数 学 ・理 科 ・英 語  

調 査 の目 的 に基 づき、学 習 指 導 要 領 に定 める内 容 のうち、ペーパーテストで調 査 を行 うことが適 当 な項 目 について

調 査 を実 施 しました（前 年 度 までの学 習 範 囲 ）。 

〇学 習 意 識 調 査  

児 童 生 徒 の学 習 や生 活 に対 する意 識 等 について明 らかにするために、児 童 生 徒 を対 象 とする調 査 を実 施 しました。 

〇調 査 の対 象 及 び人 数  

市 内 全 市 立 小 学 校 の第 ４学 年  11,903 名 、第 ５学 年  11,616 名 、第 ６学 年  11,810 名  

市 内 全 市 立 中 学 校 の第 １学 年   9,419 名 、第２学年   9,189 名 、第 ３学年   9,130 名  

〇調 査 実 施 期 間    令 和 ６年 ４月 ９日 （火 ）～１９日 （金 ）  
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３ 調 査 の特 色  

〇IRT に基 づく出 題  

川 崎 市 学 習 状 況 調 査 では、小 ４から中 ３までの

６学 年 に対 象 を拡 充 し、児 童 生 徒 一 人 ひとりや学

年 、学 校 の実 態 について経 年 で比 較 することが可

能 となります。これは、IRT（項 目 反 応 理 論 ）に基

づく調 査 問 題 で、毎 年 同 学 年 で同 程 度 の難 易 度

となる新 しい問 題 を作 成 するため、参 加 自 治 体 全

体 と比 較 することで児 童 生 徒 一 人 ひとり、学 年 の

過 年 度 と比 較 しやすくなるからです。 

例 えば、令 和 ５年 度 の小 ４の結 果 から授 業 改 善

や学 習 改 善 を図 り、次 年 度 に同 一 母 集 団 である令

和 ６年 度 の小 ５の結 果 を４年 次 と比 較 し、これまで

の取 組 を振 り返 り、成 果 や課 題 を明 確 にして、更 な

る手 立 てを考 えるなど、児 童 生 徒 一 人 ひとりや学

年 、学 校 の実 態 に応 じた指 導 が行 いやすくなりま

す。また、令 和 ５、６年 度 の小 ４のように同 一 学 年 の比 較 も可 能 です。調 査 結 果 については、各 教 科 の結 果 と学 習 意 識

調 査 の結 果 について、経 年 的 に学 習 状 況 が「見 える化 」されるので、学 校 や学 年 、児 童 生 徒 の実 態 に応 じた手 立 てが、

より行 いやすくなります。 

経年の取組のイメージ図 

同一母集団 

同一学年 

毎年異なる問題ではあるが、同一学年の平均正答率が毎年同等となる

ように設計したもの。例に挙げた小４は、ここ３年間の平均正答率が７割

程度 

 例 

R4 参加自治体全体 

平均正答率 

R5 参加自治体全体 

平均正答率 

R6 参加自治体全体 

平均正答率 

小４ 70.0 71.6 68.9 
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〇Weｂシステム(SYEN)について 

Weｂ分 析 システム「SYEN」からは、多 様 なデータを読 み取 ることができます。 

示 されるデータ例  

・調 査 結 果 を出 題 形 式 や「知 識 ・技 能 」「思 考 ・判 断 ・表 現 」の観 点 別 に集 計 したデータ 

・設 問 ごとの各 正 答 率 のデータ 

・各 設 問 において全 市 の受 検 者 の上 位 から２５％ずつをＡ～Ｄ層 の４層 に分 けたＡ～Ｄ層 の正 答 率   など 

                                                                 

〇ＧＩＧＡ端 末 との連 携  

調 査 結 果 のデータはＧＩＧＡ端 末 内 の学 習 ソフトと連 携 します。児 童 生 徒 一 人 ひとりの調 査 結 果 に応 じて、学 習 ソフトから

児 童 生 徒 に適 した問 題 が自 動 生 成 され、学 習 改 善 に生 かすことができるようになりました。 

調査対象 ○小 学 校 第 ４学 年 ～中 学 校 第 ３学 年  

調査教科 ○小 学 校  国 語 ・算 数  学 習 意 識 調 査    中 学 校  国 語 ・社 会 ・数 学 ・理 科 ・英 語  学 習 意 識 調 査  

実施時期 
○小 中 ともに４月 始 業 式 翌 週 の４月 ９日 （火 ）～１９日 （金 ）のうち各 学 校 が設 定 する。 学 校 の実 態 に応 じて複 数

日 での実 施 や学 年 ごとの実 施 なども考 えられる。 

作問・採点 
○業者が IRT（項目反応理論）に基づく問題を作成し採点する。 
 →問題の難易度などについて事前調査を行い、検証を経て出題する。毎年新しい問題でありながら同学年で同程度の難易度

となり、経年で比較・分析が可能になる。 

学習意識調査 ○業 者 が提 供 する、学 習 と相 関 の高 い項 目 と、川 崎 市 独 自 の項 目 として、自 己 肯 定 感 や地 域 への愛 情 等 の項 目  

配布資料等 
○児 童 生 徒 に個 人 票 、学 校 に学 年 票 （ともに紙 帳 票 ）配 布  
○個 人 の結 果 とＧＩＧＡ端 末 の学 習 ソフトが連 携  

学校報告書 
○これまでの学 校 報 告 書 の取 組 を受 け継 ぎつつ、川 崎 市 学 習 状 況 調 査 を中 心 に作 成 する。６学 年 （小 学 校 は４・

5・６年 、中 学 校 は１・２・３年 ）の結 果 を掲 載 し、それぞれの学 年 での取 組 、「（教 科 が）分 かる」の数 値 を掲 載 す
る。併 せて、全 国 学 力 ・学 習 状 況 調 査 の結 果 （小 ６・中 ３）も該 当 学 年 で掲 載 する。 

川崎市学習状況調査の概要 
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教 科 に関 する調 査 （教 科 調 査 ）と学 習 意 識 等 に関 する調 査 （学 習 意 識 調 査 ） 共 通  

・４層 分 析 について ※令和５年度から導入 

 

 

 
各層の学習等に関するデータや各層間の差、同一母集団の経年変化などに着目することで、取組の成果や課題を捉える 

ことができます。 

 

・表の見方について 

教科調査（４層分析における C-D 層間の差の比較） 

 

 

 

 

 

 

   学習意識調査（４層分析とＤ層の経年変化の比較） 

 

 

 

 

 

 

教科調査は、川崎市内の受検者を、教科ごとに調査結果の高い者から並べ、意識調査は、小学校は２教科、中学校は５教

科の合計点で並べ、上位からおおむね 25％ずつをＡ～Ｄ層の４層に分けたものです。教科調査の数値はＡ～Ｄ層のそれ

ぞれの平均正答率を示している。意識調査の数値は肯定的な回答割合（「わかる」「まあわかる」等）を示しています。 

○分析方法について 

令和６年度のＤ層の数値から令和５年のＤ層

の数値を引いた値 

例 中２の場合  39.7－50.2＝－10.5 

Ｃ層の数値からＤ層の数値を引いた値 

 例 小６の場合  54.7－31.7＝23．0 

※背景色が薄い黄の行は令和６年度、 

背景色が白の行は令和５年度の調査結果 

 

 -10.5 
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教 科 調 査  

       ・データの見 方  

例 １  川 崎 の平 均 正 答 率 と調 査 に参 加 した自 治 体 全 体 （以 降 、全 体 と表 記 ）の平 均 正 答 率 を比 較 し、差 を算 出 する。 

例 ２  例 １で算 出 した差 を同 一 母 集 団 で経 年 比 較 する。 

これらを通 して、これまでの取 組 に対 する分 析 を行 います。  
 
         例  １ （全 体 との比 較 ） 

 

 

 

 

 
 
         例  ２ （同 一 母 集 団 の経 年 比 較 ） 

          

 

 

 

 

 

教 科 調 査 の分 析 の視 点 について  

・全体との比較    ・同一母集団の経年比較    ・４層分析におけるＣ-Ｄ層間の差の比較    

 

学 習 意 識 調 査 の分 析 の視 点 について  

・４層分析とＤ層の経年変化の比較    

 

R６ 
平均正答率 

川崎 全体 差 

小４ 69.3 68.9 ＋0.4 

小５ 62.7 62.0 ＋0.7 

小６ 60.4 60.6 －0.2 

R５ 
川崎と全体の 

平均正答率の差 

小４ －0.6 

小５ ＋0.4 

R６ 
川崎と全体の 

平均正答率の差 

小５ ＋0.7 

小６ ＋0.9 

令和５年度の小４は、川崎と全体の平均正答

率を比較すると全体より本市の方が 0.6 ポイ

ント下回っているが、同一母集団である令和６

年度小５は０.7 ポイント上回っています。 

小４の川崎と全体の平均正答率を比

較すると、全体より本市の方が０．４ポイ

ント上回っています。 

…比較すると値が上回っている（上昇している） 

…比較すると値が下回っている（低下している） 

※P７、８は見方が異なる 
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Ⅱ 育成を目指す資質・能力 

１ かわさき教 育 プランから 

   本 市 ではかわさき教 育 プランの基 本 政 策 Ⅱの「施 策 １」に学 習 状 況 に係 る目 標 等 が示 されています。川 崎 市 学 習 状 況

調 査 の結 果 を基 に、プランで示 されている資 質 ・能 力 の育 成 に向 け、授 業 改 善 や各 種 事 業 の改 善 に取 り組 んでいきま

す。カリキュラムセンターでは、各 教 科 の分 析 を基 に、複 数 の教 科 に関 わる資 質 ・能 力 の視 点 での授 業 改 善 の視 点 等 を

お示 しします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇かわさき教育プラン 

 

基本理念 「夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎を築く」 

 

基本目標 「自主・自立」 変化の激しい社会の中で、誰もが多様な個性、能力を伸ばし、充実した人生を主体的に切り拓いていくこ

とができるよう、将来に向けた社会的自立に必要な能力・態度を培うこと「共生・協働」  

個人や社会の多様性を尊重し、それぞれの強みを生かし、ともに支え、高め合える社会をめざし、共生・協働の精神を育

むこと 

 

基本政策Ⅱ 学ぶ意欲を育て、「生きる力」を伸ばす 

 

政策目標 子どもたちの学ぶ意欲を高め、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな心身」をバランスよく育み、将来の予測が難しい 

社会を生き抜くために必要な「生きる力」を確実に身につけることをめざします。 

 

施策１．確かな学力の育成 

        「確かな学力」を育成するには、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」をバランスよく育み、主体的に学習に取り

組む意欲を養うことが必要となります。 
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２ 育 成 を目 指 す資 質 ・能 力  

     教 育 委 員 会  

       資 質 ・能 力 の３つの柱 に基 づき、学 習 状 況 について次 のような点 をバランスよく育 成 することを目 指 して、川 崎 市 学

習 状 況 調 査 の調 査 結 果 を活 用 してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 に、川 崎 市 学 習 状 況 調 査 では、学 習 状 況 の観 点 である「知 識 ・技 能 」、「思 考 ・判 断 ・表 現 」に係 る調 査 結 果 も示 さ

れますので、この２つの点 を中 心 に、学 習 意 識 調 査 の結 果 も踏 まえながら分 析 しました。 

 

学ぶ意欲を育て「生きる力」を伸ばすために、「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」をバランスよく育み、主体的に学習に取

り組む意欲を養う。 

 

「知識及び技能」 

個別の知識および技能を取得するとともに、既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で概念等として理解したり、

技能を習得したりして、生きて働く知識・技能を習得する。 

 

「思考力，判断力，表現力等」 

知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力，判断力，表現力等を身に付ける。 

 

「学びに向かう力，人間性等」 

知識及び技能、思考力，判断力，表現力等を身に付けることに向けた粘り強い取組の中で、自らの学習を調整しようとする意欲を

高める。 
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第２章 カリキュラムセンター、分析委員会による分析 

Ⅰ 小学校の全市結果と分析、手立て 

    １ 各 教 科 の結 果 概 要  国 語 ・算 数   ※値 は平 均 正 答 率 （％） 

 
○全 体 との比 較 （令 和 ６年 度 の結 果 ） 
 

 

 

 

 

 

 

 
    ○同 一 母 集 団 の経 年 比 較 （令 和 ５年 度 と令 和 ６年 度 ）   

小 学 校   （２教 科 平 均 正 答 率 ） 

 

 

          

 

 

 

 

 

学年 
２教科平均正答率 

川崎 全体 差 

小４ 69.3 68.9 ＋0.4 

小５ 62.7 62.0 ＋0.7 

小６ 61.5 60.6 ＋0.9 

学年 
国語 算数 

川崎 全体 差 川崎 全体 差 

小４ 67.1 66.5 +0.6 71.5 71.3 +0.2 

小５ 63.0 62.1 +0.9 62.4 61.8 +0.6 

小６ 64.9 64.2 +0.7 58.1 56.9 +1.2 

R５ 
川崎と全体の 

平均正答率の差 

小４ －0.６ 

小５ ＋0.4 

R６ 
川崎と全体の 

平均正答率の差 

小５ ＋0.7 

小６ ＋0.9 

小学校の各教科、各学年は、川崎

と全体の平均正答率を比較すると、

全体より本市の方がすべての項目

において０．２～１．２ポイント上回っ

ています。 

令和５年度の小４は、川崎と全体の平均正答率を比較す

ると全体より本市の方が０．６ポイント下回っていますが、

令和６年度小５は０．７ポイント上回っています。 

令和５年度の小５は、川崎と全体の平均正答率を比較す

ると全体より本市の方が０．４ポイント上回っていますが、

令和６年度小６は０．９ポイント上回っています。 
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   ○４層 分 析 における C-D 層 間 の比 較  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.3 16.5 

※ 令和６年度の小６は、A-B 層間が 17.3 ポイント、

B-C 層間が 16.5 ポイントで、C-Ｄ層間の 23 ポイ

ントが一番大きく開いている 

23.0 

【小学校の調査結果全体について】 

川崎と全体の各教科、各学年の平均正答率の差に着目すると、半数

以上が全体を上回る結果となりました。また、同一母集団における経

年比較では、２教科平均の令和５年度小４は、全体と比較して「０．１下

回る」結果でしたが、令和６年度小５は、全体と比較して「０．７上回る」

結果となりました。また、令和６年度小６も令和５年度小５と比較する

と、上回る結果となり、日々の取組の成果が表れています。 

４層分析の各層間の差に着目すると、実施した学年全てで C-Ｄ層

間が他の層間より大きく開いている（※）ことがわかります。このこと

は、令和５年度の調査結果も同様の傾向にあり、引き続き、Ｄ層に注

視していく必要があります。 

※「Ａ、B、C、Ｄ層 」の欄 は平 均 正 答 率 (％)を、「Ｃ-Ｄ層 の差 」の欄 はＣ層
とＤ層 の差 （ポイント）を表 しています。  
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２ 小 学 校 国 語  

【第 ４学 年 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 67.1 90.0 76.5 63.2 38.3 51.7 Ⅲ
知識・技能 77.3 96.1 89.5 77.8 45.5 50.6 Ⅲ
思考・判断・表現 61.1 86.4 68.8 54.6 34.2 52.2 Ⅲ

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

観点１ 観点２

大問

知
識
・
技

能

思
考
・
判

断
・
表
現

A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D
層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 1 放送された内容のテーマを選ぶ 基礎 選択式 ● 95.8 99.8 99.2 98.3 85.8 14.0
1 2 山川さんがたくさん持っている石を選ぶ 基礎 選択式 ● 82.1 94.7 87.9 79.7 65.7 29.0
1 3 山川さんが三角の石を大切にしている理由を選ぶ 基礎 選択式 ● 87.8 97.0 93.7 88.1 72.3 24.7
1 4 山川さんの発表に対する質問の意図を選ぶ 応用 選択式 ● 80.0 97.8 92.8 81.2 48.2 49.6
2 1 ア 漢字を読む(クラスの委員になる。) 基礎 短答式 ● 79.8 99.2 95.1 84.8 39.9 59.3 Ⅲ
2 1 イ 漢字を読む(勉強を始める。) 基礎 短答式 ● 91.9 99.8 98.9 97.7 71.3 28.5
2 2 ア 漢字の書き（こうえんで遊ぶ。） 基礎 短答式 ● 68.5 90.1 80.1 68.0 35.5 54.6 Ⅲ
2 2 イ 漢字の書き（ほそい道。） 基礎 短答式 ● 78.7 97.0 90.4 79.6 47.6 49.4
2 3 文意に沿って正しい指示語を選ぶ 基礎 選択式 ● 88.1 99.0 96.5 90.7 66.1 32.9
2 4 正しいローマ字の表記を選ぶ 基礎 選択式 ● 64.0 89.9 77.6 58.5 29.5 60.4 Ⅲ
3 1 詳しく説明している一続きの段落を書く 基礎 短答式 ● 32.1 67.0 36.3 18.5 5.7 61.3 Ⅰ
3 2 文章の内容に合う説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 41.5 78.1 45.1 27.7 14.0 64.1 Ⅰ
3 3 文章の内容をまとめた文の空欄に入る言葉を書く 応用 記述式 ● 18.5 48.4 15.9 6.9 1.9 46.5
4 1 登場人物の言動の理由を選ぶ 基礎 選択式 ● 77.9 97.9 93.0 80.3 40.4 57.5 Ⅲ
4 2 登場人物の心情を選ぶ 基礎 選択式 ● 70.5 96.3 86.6 68.5 30.2 66.1 Ⅲ
4 3 登場人物の心情をまとめた文の空欄に入る言葉を書く 応用 記述式 ● 41.9 82.6 51.7 25.1 7.1 75.5 Ⅰ
5 1 招待状の下書きに見られる工夫を選ぶ 基礎 選択式 ● 72.6 95.4 88.2 70.0 36.6 58.8 Ⅲ
5 2 漢字の部首の意味を選ぶ 基礎 選択式 ● 69.8 97.4 88.0 65.3 28.3 69.1 Ⅲ
5 3 話し合いを参考に文章を具体的に書き足す 応用 記述式 ● 33.1 82.0 35.7 11.4 2.1 79.9 Ⅰ

川
崎
市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式
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 【観点別分析】 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

大問２（１）の漢字の読みを問う問題では、A、B、Ｃ層の正

答率が高い状況にあります。一方で「委員（いいん）」の漢字

の読みについて、Ｄ層では 39.9％と課題が見られます。

（２）の漢字の書きを問う問題では、昨年度と同様、漢字の

読みを問う問題に比べて、正答率は低い状況にあります。さ

らに、A、B、C、Ｄと層が下がるにつれて、正答率が大きく下

がっています。学習指導要領に示されているように、国語科

の時間だけでなく、各教科、領域等において当該学年の前

の学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で

使う学習場面や活動を設定し、日常的に指導を継続するこ

とが大切になってきます。また、漢字辞典を使って漢字の読

みや意味などを自分で調べることを積極的に取り入れ、調

べる習慣や学習した漢字を使う習慣が身に付くようにする

ことも大切です。 

大問２（３）文意に沿って正しい指示語を問う問題では、正

答率は 88.1％と高い状況にあります。多くの児童が場面

の状況を読み取り、正しい指示語を選ぶことができていま

す。指示する語句を適切に使うことで、文や文章をより簡

潔に表現したり、文と文の内容のつながりを明瞭に表した

りすることができるよう、「読むこと」や「書くこと」の学習

を通して指導してくことが必要です。 

思考・判断・表現について 

大問１「話すこと・聞くこと」では、内容のテーマを聞き

取り、話し手が伝えたいことの中心を捉えることに関し

て、正答率が高い状況にあります。国語科や他教科等にお

いて、質問するなどして情報を集めたり、説明や報告など

を聞いたりする活動を通して、「話し手が伝えたいことや

自分が聞きたいことの中心を捉え、自分の考えをもつこ

と」の力が身に付いていると考えられます。 

 記述式の問題は、いずれも無解答率が高く、Ｄ層は 

５０％を超えています。大問４（３）「登場人物の心情をまと

めた文の空欄に入る言葉を書く」問題では、正答率が A

層は 82.６％に対して、Ｂ層は５１.7％、Ｃ層は２５.１%、D

層は７.１％と、Ａ層とＢ、Ｃ、Ｄ層に差が見られます。登場人

物の気持ちを、行動や会話、地の文などの叙述を基に捉

えることが課題です。登場人物が何をしたのか、どのよう

な表情・口調・様子だったのかを具体的にイメージしたり、

行動の理由を想像したりするなど、既習を想起しながら

読み、自分の考えを記述することの積み重ねが大切です。 
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 【授業づくりのアイデア例】 

設問内容：話し合いを参考に文章を具体的に書き足す(思考・判断・表現)       ＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

＜実際の設問＞大問５（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜分析結果＞ 

＜正答率と 4 層分析データ＞ 

年度・学年 川崎市 

川崎市学力層別 

A 層 B 層 C 層 D 層 
AーD 層

の差 

パターン

判定 

令和６年度・小４ 33.1 82.0 35.7 11.4 2.1 79.9 Ⅰ 

令和５年度・小４ 17.7 60.7 7.7 1.7 0.5 60.2 Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

相手や目的を意識して、伝えるために必要な事柄を明確にし

て書き表す力が身に付く授業づくりが必要だと考えます。Ａ層

に比べ、B、C、Ｄ層の無解答率が高い(A:3.1%、B:22.3%、

C:49.6%、D:76.8%)という結果から、普段の指導の中で、

書く内容を考える際に、２人から数名程度のグループを作って

話し合ったりするなどの多様な形態の話合いを設定すること

が必要です。指導の工夫として、「話すこと・聞くこと」と「書くこ

と」の関連を図り、話合いで考えを付箋に書き出して思考ツー

ルを用いるなど、話合いで出た考えを整理する経験を重ねるこ

とで、集めた材料を比較したり分類したりして、伝えたいことを

明確にすることができます。 

例えば、３学年「こんな係がほしい」の学習で付箋を用いて整

理する活動を経験させます。その上で、３学年「気持ちをこめ

て、『来てください』」、４学年「お礼の気持ちを伝えよう」の学習

で、伝える内容を考える際には、ペアやグループでの話合いの

場を設定することで考えが広がり、相手や目的を意識して、伝

えたいことを明確にすることにつながります。また、自分の考

えとそれを支える理由や事例といった関係性が明確になるよ

うな書く力が身に付くようにします。 

国語科の学習だけではなく、各教科等の学習や学校の教育

活動全体との関連を図り、行事の案内やお礼の文章を書くな

ど、伝えたいことを手紙に書いたり、反応を受け取ったりする

ことができるよう工夫することが有効です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４層分析データからＡ－Ｂ層の差が４６.3 ポイントと、昨年度と同様、離れて

いることが分かります（A－Ｄ層の差は 79.9 ポイント）。B、C、Ｄ層の児童

は、話し合ったことから必要なことを選び、伝えたいことを明確にすることが

できていないと考えられます。 

また、正答した児童が 33.1％と高くはない上、全ての条件を満たして書け

ていた児童は 23.1％でした。情報を整理しながら、理由の根拠となる具体的

な事例を挙げて書く力を身に付けていく必要があります。 

〈じょうけん 1〉「～からです。それに…」から、２つのことを並列で表すとい

う点に気付き、はんでの話し合いの中から、書き足すことを２つ選ぶ力が求め

られます。「話すこと・聞くこと」と「書くこと」の関連を図った指導が必要です。 
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【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

 

 

 

 

質問

番

号 

質問内容 
母
集
団 

年度・学年 

肯定群 

回答

割合 

（％） 

選択肢別回答割合（%） 学力層別 肯定群回答割合（％） 

よくあ

ては

まる 

ややあ

ては

まる 

あまり

あて

はま

らな

い 

まったく

あて

はま

らな

い 

その他 

無回

答 

A 層 B 層 C 層 D 層 
Ａ-Ｄ層 

の差 

1 

友だちが書いた文章や話したこ

とを参考にして、自分にはな

い新しい考えや自分とは違う

考えを持とうとしている。 

川
崎
市 

令和６年度・小４ 85.9 33.4 47.8 11.6 1.8 5.3 92.0 89.0 85.1 76.0 16.0 

令和５年度・小４ 87.8 35.9 47.9 10.0 1.6 4.6 93.1 90.6 87.4 79.3 13.８ 

2 

自分の考えをはっきりと正確に

伝えるために、より良い言葉

を探したりあてはめたりして

工夫している。 

川
崎
市 

令和６年度・小４ 84.9 39.5 40.6 12.5 1.8 5.6 93.0 89.3 83.6 71.8 21.2 

令和５年度・小４ 86.1 41.3 40.7 11.7 1.6 4.7 92.6 89.7 85.1 76.0 １６．６ 

3 

自分で目標を決めて、こつこつ

読書をしている。 
川
崎
市 

令和６年度・小４ 59.1 23.8 31.9 29.2 9.4 5.8 73.6 62.3 52.1 46.1 27.5 

令和５年度・小４ 61.2 25.6 32.6 28.2 8.7 5.0 73.7 64.4 56.6 48.5 25.2 

4 

短歌や俳句、文章を詳しく読ん

で、どのような心や思いが込

められているかを考えてい

る。 

川
崎
市 

令和６年度・小４ 70.0 26.3 39.5 22.6 5.6 6.0 76.5 72.9 68.5 60.7 15.8 

令和５年度・小４ 73.1 30.3 39.0 20.0 5.2 5.2 79.3 76.8 71.5 63.9 15.4 

5 

はっきりと正確に伝わるよう

に、違う言葉を使ったり文章

を書き直したりしている。 

川
崎
市 

令和６年度・小４ 83.3 39.7 38.0 12.7 3.0 6.6 90.6 87.7 82.4 70.2 20.4 

令和５年度・小４ 84.3 42.2 37.3 12.0 2.7 5.7 91.6 88.1 83.6 72.6 19.0 

質問１では、85.９％の児童が、肯定的な回答をしています。友だちが書いた文章や話したことを参考にして、新たな視点での見方

や考え方をもとうとしているといえます。授業の中に交流する場が設定され、互いのよさを認め合い、受け入れていく話し方や聞き方

が各学校で取り組まれている成果と考えます。 

質問３では、Ａ層は 73.6％が肯定的な回答をしているのに対し、Ｄ層は 46.１％という状況となっています。昨年度の結果もほぼ

同様の数値であることから、読書習慣の有無が関わっているのではないかと考えられます。日常の読書活動や読み聞かせ等、本と触

れ合う時間の確保に取り組み、「読むこと」の学習が読書へとつながる授業展開の工夫が必要です。 
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【第 ５学 年 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点１ 観点２

大問

知
識
・
技

能

思
考
・
判

断
・
表
現

A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D
層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 1 放送された内容のテーマを選ぶ 基礎 選択式 ● 78.4 95.8 87.4 76.4 54.2 41.6
1 2 川上さんが上級生に教えてもらって感じたことを選ぶ 基礎 選択式 ● 67.5 90.6 75.9 62.4 41.0 49.6
1 3 川上さんが四年生のときの自分をふり返った内容を選ぶ 基礎 選択式 ● 87.8 99.3 96.1 90.9 64.7 34.6
1 4 川上さんの発表の工夫を選ぶ 基礎 選択式 ● 82.6 98.9 94.1 84.5 53.1 45.8
1 5 川上さんの発表に対する質問の意図を選ぶ 応用 選択式 ● 72.2 95.7 85.2 69.3 38.5 57.2 Ⅲ
2 1 ア 漢字を読む(消灯時間になった。) 基礎 短答式 ● 80.4 99.2 95.3 83.2 43.7 55.5 Ⅲ
2 1 イ 漢字を読む(教えを説く。) 基礎 短答式 ● 74.9 94.5 84.0 73.0 48.1 46.4
2 1 ウ 漢字を読む(倉庫に物をしまう。) 基礎 短答式 ● 95.5 99.8 99.8 99.2 83.0 16.8
2 2 ア 漢字の書き（おじいさんはしょうわ三十年生まれだ。） 基礎 短答式 ● 50.7 82.5 61.7 40.1 18.6 63.9 Ⅱ
2 2 イ 漢字の書き（れつを作って順番を待つ。） 基礎 短答式 ● 64.3 92.4 76.7 58.3 29.7 62.7 Ⅲ
2 2 ウ 漢字の書き（今年の夏はあつい。） 基礎 短答式 ● 59.9 87.1 68.7 53.9 29.8 57.3 Ⅲ
2 3 文意に沿って正しい接続語を選ぶ 基礎 選択式 ● 88.8 99.3 97.1 91.5 67.4 31.9
2 4 反対の意味の漢字を組み合わせた熟語を選ぶ 基礎 選択式 ● 74.3 95.9 89.2 73.6 38.5 57.4 Ⅲ
2 5 「手を焼く」を正しく使っている文を選ぶ 基礎 選択式 ● 79.6 95.1 87.0 79.4 56.7 38.4
2 6 漢字辞典の索引の使い方を選ぶ 基礎 選択式 ● 41.1 49.5 42.5 40.2 32.0 17.5
3 1 文章の後半部分が始まる段落を選ぶ 基礎 選択式 ● 36.8 52.9 37.2 31.1 25.8 27.1
3 2 文章の内容と合う文を選ぶ 基礎 選択式 ● 42.9 59.0 45.1 36.8 30.8 28.2
3 3 カワイルカの特徴をまとめた文の空欄に入る言葉を書く 応用 記述式 ● 29.8 70.5 33.5 12.9 2.3 68.2 Ⅰ
4 1 登場人物の心情として正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 68.1 92.3 80.5 64.0 35.7 56.6 Ⅲ
4 2 登場人物の様子として正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 66.3 94.9 82.3 59.3 28.5 66.4 Ⅲ
4 3 気持ちの変化をまとめた文の空欄に入る言葉を書く 応用 記述式 ● 39.1 87.1 47.4 18.7 3.1 84.0 Ⅰ
5 1 報告文の下書きの工夫を選ぶ 基礎 選択式 ● 51.5 81.6 58.2 41.6 24.8 56.8 Ⅰ
5 2 漢字の使い方が誤っている文を選ぶ 基礎 選択式 ● 51.1 85 61.1 37.9 20.4 64.6 Ⅰ
5 3 報告文をより伝わる内容に書き直す 応用 記述式 ● 29.5 75.5 30.4 10 2.1 73.4 Ⅰ

川
崎
市

川崎市学力層別設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式

小問

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 67.1 86.4 71.5 57.9 36.4 50.0 Ⅲ
知識・技能 69.1 89.1 78.5 66.4 42.5 46.6
思考・判断・表現 57.9 84.2 65.7 50.6 31.1 53.1 Ⅲ

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別



１７ 

 

  【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知識・技能について 

大問２の漢字の読みを問う問題では、昨年度と同様 A、

B、Ｃ層の正答率が９２％を超え、とても良い傾向にありま

す。一方、漢字の書きを問う問題では、読みよりも平均正

答率は大きく下がって 58.3％であり、A－Ｄ層の差が５

７.2 ポイントと大きくなっています。Ｄ層の無回答率も平

均約 28％と高くなっていて漢字の書きには課題がある

といえます。日常的に文や文章を書く際には、学習した漢

字を使う習慣が身に付くように指導を積み重ねていくこ

とが必要であると考えます。 

大問２（６）は、漢字辞典の使い方に関する問題となって

います。学習指導要領「情報の扱い方に関する事項」で、辞

書や事典の使い方を理解し使うことは、必要な情報を収

集したり、語彙を豊かにしたりするために必要な「知識及

び技能」であると示されています。国語科に限らず、他教

科や日常生活の中でも、国語辞典や漢字辞典が手元にあ

り、必要な時にはいつでもすぐに利用できるような環境

づくりや日々の指導が大切です。 

 

 

思考・判断・表現について 

大問１「話すこと・聞くこと」では、話の中心を捉えて聞く

ことに関して高い正答率が出ています。様々な場面で話し

手が伝えたいことの中心を捉え、自分が聞きたいことの

中心を明確にして聞く力が定着してきていると考えられ

ます。一方、（５）質問の意図を問う問題では A－Ｄ層の差

が５７.2 ポイントと大きくなっています。話を聞くだけで

はなく、聞いた事柄を基に分からない点や確かめたい点

を質問したり、自分であるいは友達と話の内容を振り返

ったりすることが重要です。 

大問４ 文学的な文章の問題では、（１）登場人物の心情

や（２）様子、（３）気持ちの変化を読み取ることができるか

を問う問題です。（１）（２）は A－Ｄ層の差が大きく、それぞ

れ 56.6 ポイント、66.4 ポイントの差が開いています。ま

た、（３）では B 層でも正答率が 47.4％と低く、課題があ

る状況です。学習指導要領の「C 読むこと」では、「イ 登場

人物の行動や気持ちなどについて，叙述を基にとらえるこ

と」が求められています。その際、物語全体を見通して、複

数の叙述を基に行動や気持ちなどを捉えていく力をつけ

ていくことが大切です。 



１８ 

 

【授業づくりのアイデア例】 

設問内容：報告文をより伝わる内容に書き直す(思考・判断・表現)             

＜実際の設問＞大問５（３） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

<分析結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 

 

 

 

 

 

 

昨年度よりも正答率が高くなっています。特に B、Ｃ層の正答率が伸びま

した。一方で、A－Ｂ層の差が４５．１ポイントあり、昨年同様、Ａ層と B、C、D

層に開きがあることが分かります。また、無解答率が３８．６％と高くなって

います。全体的に、情報を整理しながら、理由の根拠となる具体的な事例を

挙げて書く力を身に付けさせていく必要があります。自分の考えとそれを支

える理由や事例を書き出し、関係性を明確にしながら記述したり、読み返し

たりする力を育てていくことが大切です。 

 

 

 

色短冊や付箋等を活用して、自分の考えを赤色、自分の

考えを支える理由や事例を青色と、分けて書き出し、可視

化しながら整理することで、それらの関係性を明確にして

記述することができます。思考ツールを活用するのもよい

でしょう。低学年から「自分の考え」と「わけ」を書く経験を

積むなど、系統的に身に付けていくことも重要です。 

推敲する際には、自分の考えを赤色、理由や事例を青色

で線を引きながら読み返し、関係性が明確になっているか

を確かめることも効果的です。 

 

 

 

自分の考えとそれを支える理由や事例の関係性を明確に

しながら表現する力は、「話すこと・聞くこと」においても中

学年で重点化されています。そこで、学習したことを繰り返

し使っていくことが大切です。 

国語科に限らず、ノートに自分の考えをまとめていくとき

や学習の振り返りをするとき、授業の中で発言をするとき

にも活用できるよう、「どうして」「理由は」「例えば」など教

師が意図的に問いかける工夫が考えられます。 

また、「なぜなら～」「その理由は～」「～ためです」などの

理由を表す言葉や「例えば～」「事例を挙げると～」「～など

がそれに当たります」などの事例を表す言葉を活用してい

る児童を価値付けながら、関係性を明確にする語句を増や

していくことも大切です。 

 

自分の考えとそれを支える理由や事例を整理し、 

書いたり、推敲したりする 

習得した力を他領域・他教科で活用する 

 

＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 



１９ 

 

【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

 

※空欄の箇所は前回調査で実施していない質問項目 

 

 

 

 

よくあて

はまる

ややあて

はまる

あまりあ

てはまら

ない

まったく

あてはま

らない

その他

無回答
A層 B層 C層 D層

Ａ-Ｄ層

の差

令和６年度・小5 65.2 17.5 45.8 29.0 4.7 3.0 74.8 66.9 61.3 57.2 17.6

令和５年度・小4

令和６年度・小5 85.0 34.4 48.0 12.8 1.7 3.1 91.7 87.1 84.4 76.3 15.4

令和５年度・小4 87.8 35.9 47.9 10.0 1.6 4.6 93.1 90.6 87.4 79.3 13.8

令和６年度・小5 73.7 28.9 42.4 21.7 3.7 3.3 84.9 77.0 70.8 61.3 23.6

令和５年度・小4

令和６年度・小5 83.6 41.5 39.3 13.7 2.1 3.4 92.7 87.5 81.4 72.1 20.6

令和５年度・小4 86.1 41.3 40.7 11.7 1.6 4.7 92.6 89.7 85.1 76.0 16.6

令和６年度・小5 70.9 34.1 34.3 22.0 6.1 3.6 82.6 74.0 65.2 61.0 21.6

令和５年度・小4 61.2 25.6 32.6 28.2 8.7 5.0 73.7 64.4 56.6 48.5 25.2

令和６年度・小5 79.7 32.8 43.8 16.7 2.8 3.9 87.5 81.9 78.1 70.5 17.0

令和５年度・小4

令和６年度・小5 84.9 40.5 41.0 12.2 2.3 4.0 92.3 88.2 83.5 74.9 17.4

令和５年度・小4 84.3 42.2 37.3 12.0 2.7 5.7 91.6 88.1 83.6 72.6 19.0

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

母

集

団

肯定群

回答割合

（％）

年度・学年

2

友だちが書いた文章や話したことを参

考にして、自分にはない新しい考えや自

分とは違う考えを持とうとしている。

1

質問したりアドバイスし合ったりして思

いや考えを伝え、先生や友だち、地域の

人と進んで交流しようとしている。

川

崎

市

3

文章を読むとき、別々の段落で書かれ

ていることを、考えとその事例、結論と

その理由といった関係を考えながら読

むようにしている

7

はっきりと正確に伝わるように、違う言

葉を使ったり文章を書き直したりして

いる。

4

自分の考えをはっきりと正確に伝える

ために、より良い言葉を探したりあて

はめたりして工夫している。

5

本で読んだことを参考にして、学校や家

庭の学習や生活の場面で、より良くな

るよう工夫している。

6

同じような言葉でも細かな意味の違い

があることを、例文を作ったり文章を

書き直したりして確かめている。

質問

番号
質問内容

質問２では、85.0％の児童が、肯定的な回答をしています。互いのよさを認め合い、受け入れていく聴き方や話し方が各学校、各クラ

スで大切にされ、自分にはない新しい考えや自分とは違う考えをもつことのよさを多くの児童が実感していると考えられます。日々授業

改善を図り、対話的な学びを授業の中にしっかりと位置付けられている成果が表われています。 

質問４では、Ａ層が 92.7％の児童が肯定的な回答をしているのに対し、Ｄ層が 72.1％と２０ポイント以上の差があります。知識及び

技能における「言葉の特徴や使い方に関する事項」でも示されているように、語句の量を増し、使い方の範囲を広げ、読むことや書くこと

と関連させながら語彙を豊かにすることが大切です。 



２０ 

 

【第 ６学 年 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 64.9 88.3 73.6 59.5 38.2 50.1 Ⅲ
知識・技能 64.9 87.1 72.5 60.1 39.9 47.2
思考・判断・表現 64.9 89.2 74.4 59.0 37.0 52.2 Ⅲ

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

大問
A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D
層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 1 放送された内容のテーマを選ぶ 基礎 選択式 ● 70.9 89.9 77.8 65.3 50.5 39.4
1 2 中川さんが説明時に見せた図を選ぶ 基礎 選択式 ● 94.1 99.0 97.6 95.2 84.6 14.4
1 3 中川さんが机について調べて知ったことを選ぶ 基礎 選択式 ● 72.8 91.1 80.9 69.7 49.7 41.4
1 4 中川さんの発表の工夫を選ぶ 基礎 選択式 ● 53.0 71.0 59.6 48.5 32.8 38.2
1 5 中川さんのスピーチを聞いて伝えた考えを選ぶ 応用 選択式 ● 83.8 97.8 92.6 85.0 59.8 38.0
2 1 ア 漢字を読む(日本の領土。) 基礎 短答式 ● 81.2 99.8 96.6 84.4 43.9 55.9 Ⅲ
2 1 イ 漢字を読む(答えは一つに限らない。) 基礎 短答式 ● 96.2 99.9 99.3 98.6 87.1 12.8
2 1 ウ 漢字を読む(家を清潔にたもつ。) 基礎 短答式 ● 93.1 99.9 99.4 98.1 75.1 24.8
2 2 ア 漢字の書き（がっしょうの練習をする。） 基礎 短答式 ● 39.1 80.6 44.6 23.8 7.4 73.2 Ⅰ
2 2 イ 漢字の書き（せっきょく的に取り組む。） 基礎 短答式 ● 35.8 72.7 41.4 20.9 8.0 64.7 Ⅰ
2 2 ウ 漢字の書き（たんじょう日をいわう。） 基礎 短答式 ● 47.0 71.4 50.1 40.7 25.7 45.7
2 3 漢語と和語の組み合わせを選ぶ 基礎 選択式 ● 72.1 93.8 81.7 69.3 43.7 50.1 Ⅲ
2 4 正しい敬語を選ぶ 基礎 選択式 ● 80.9 97.7 90.9 79.9 55.0 42.7
2 5 他と異なる同訓異字を選ぶ 基礎 選択式 ● 52.0 60.3 55.1 50.6 42.2 18.1
2 6 結果に対応する正しい理由を選ぶ 基礎 選択式 ● 73.6 96.9 88.1 71.2 38.1 58.8 Ⅲ
3 1 人間と人間の関係に例えて説明する段落番号を書く 基礎 短答式 ● 52.5 86.7 64.0 43.8 15.5 71.2 Ⅲ
3 2 文章の段落の説明として正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 73.9 98.1 90.6 73.6 33.3 64.8 Ⅲ
3 3 文章中の空欄に入る言葉を選ぶ 基礎 選択式 ● 87.3 99.4 94.9 89.5 65.2 34.2
3 4 文章の内容をまとめた表の空欄に入る言葉を書く 応用 記述式 ● 52.9 91.3 65.6 39.8 15.0 76.3 Ⅱ
4 1 場面の状況に合う説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 57.1 85.4 66.1 47.9 28.9 56.5 Ⅰ
4 2 文章中の空欄に入る言葉を選ぶ 基礎 選択式 ● 84.9 98.8 94.9 87.6 58.1 40.7
4 3 文章についての説明として正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 46.8 82.6 55.5 32.9 16.4 66.2 Ⅰ
4 4 人物像についての会話の空欄に入る言葉を書く 応用 記述式 ● 62.1 98.8 85.2 51.0 13.3 85.5 Ⅲ
5 1 同じ組み立ての熟語を選ぶ（電力） 基礎 選択式 ● 43.0 85.3 50.3 24.1 12.6 72.7 Ⅰ
5 2 提案文の書き方の工夫を選ぶ 基礎 選択式 ● 55.6 85.8 64.9 43.3 28.3 57.5 Ⅱ
5 3 話し合いを参考にして、空欄に入る言葉を書く 応用 記述式 ● 26.0 63.0 25.5 11.8 3.4 59.6 Ⅰ

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式

川
崎
市

思
考
・
判
断
・

表
現

知
識
・
技
能
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【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

大問２（１）漢字の読みを問う問題では、Ａ、B、Ｃ層の正答

率が９０％を超え、Ｄ層も正答率が約７０％と高く、昨年度と

同様、漢字の読みが定着していることが分かります。一方、

（２）漢字の書きを問う問題では、A 層の正答率は 74.3％で

すが、B、C、Ｄ層の正答率は全て５０％以下になっています。

また、（５）の同訓異字の漢字の使い分けを問う問題でも、Ａ

層の正答率が 60.3％、Ｄ層が 42.2％と全体的に低く、漢

字の定着に課題があるといえます。 

GIGA 端末で文章を書いた時、誤変換された漢字をその

まま使う児童の姿がよく見られます。普段から、分からない

字を調べたり、習った漢字を積極的に使ったりする習慣をつ

け、漢字の定着を図る必要があります。 

大問２（６）結果に対する正しい理由を選ぶ問題では、A、

B、Ｃ層は正答率が高く、Ｄ層のみ正答率が 40％以下という

結果でした。学習指導要領の１［知識及び技能］（２）アにある

ように、考えとそれを支える理由（中学年）や原因と結果（高

学年）などの「情報と情報の関係」は、「書くこと」や「読むこ

と」と関連させて指導し、理解を図っていくことが大切です。 

思考・判断・表現について 

大問１「話すこと・聞くこと」では、全ての層で正答率が高く、

80％以上の設問もありました。話し手の目的や自分が聞こうと

する意図に応じて聞く意識が身に付いています。 

大問３説明的な文章の問題では、A、B、Ｃ層とＤ層の差が大

きくなっています。中でも（１）の「構造と内容の把握」を問う問

題と（４）の「精査・解釈」を問う問題では、A－Ｄ層の差が 70 ポ

イント以上あります。さらに、（４）ではＤ層の無解答率が

30.1％と、説明的な文章を読むことが課題となっています。学

習指導要領「C 読むこと」の言語活動例にあるように、説明や解

説などの文章を比較するなどして読むことが、それぞれの文章

を理解することにつながります。また、取り上げる文章も教科

書だけにこだわらず、児童の興味関心につながる教材を扱うこ

とも考えられます。 

大問 5（２）書くことの「構成の検討」を問う問題では、C、D

層の正答率が低く、課題となっています。「読むこと」の学習で

も、構成や展開の仕方など「書くこと」を念頭に置きながら学習

していくことも大切です。 



２２ 

 

 【授業づくりのアイデア例】 

＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜分析結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

全体的な叙述を基に人物像を捉える力が身に付くように

するためには、読む視点をもたせることと、読んで考えたこ

とを交流する場を設けることが必要です。 

 

 

 

＜主人公＞ 

行動・会話・様子が分かるところに線を引きながら読み、

そこから想像できる人物の性格や考え方を書き出します。 

＜周りの人物＞ 

周りの人物の行動・会話・様子が分かるところに線を引い

たり、ノートに書き出したりしながら読み、そこから想像で

きる人物の性格や考え方を書き出します。 

＜相互関係＞ 

主人公と周りの人物との関わりを整理して、心情の変化

を想像します。 

 

 

捉えた登場人物の性格や考え方の交流をします。自分の

考えを伝え合うことで、友達の考えや着目した叙述を知る

ことができます。このような交流を通して、人物の行動や会

話、様子などを表す複数の叙述を結び付けて読むことが、

人物像を具体的に想像することにつながります。 

＜正答率と 4 層分析データの経年変化＞ 

 

 

 

 

 

 

全体の正答率は昨年度と比べて２４．３ポイント上がっており、４層全

ての正答率も上がっています。ただ昨年度と同様 A－Ｄ層の差が大き

く今年度は８５．５ポイント離れています。Ｄ層の無解答率は６１．６％で

す。A、B、Ｃ層の児童に比べ、主にＤ層の児童が文章全体から読み取る

ことができていないと考えられます。そこでＤ層の児童には、全体的な

叙述を基に人物像を捉えるための視点を身に付けることが必要となり

ます。 

 

設問内容：人物像についての会話の空欄に合う言葉を書く 

（思考・判断・表現） 

＜実際の設問＞ 

大問４（４） 

 

A層 B層 C層 D層
AーD層

の差
パターン

判定

令和6年度・小6 62.1 98.8 85.2 51.0 13.3 85.5 Ⅲ

令和5年度・小5 37.8 90.6 47.6 11.4 1.2 89.4 Ⅰ

川崎市
川崎市学力層別

年度・学年

人物の考え方や生き方などが表れている表現に着目する 

友達と話し合い、考えを広げる 



２３ 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問２において、肯定的に回答した児童の割合は、Ａ層で 91.1％、Ａ層でも 74.8％と高い割合でした。考えを共有することが様々な

学習場面で設定されていることの成果です。一方、質問５において、肯定的に回答した児童の割合は、Ａ層で 85.3％、Ｄ層では 55.9％

と、A－Ｄ層の差は 29.4 ポイントでした。学習指導要領１知識・技能（３）における「日常的に読書に親しみ、読書が自分の考えを広げるこ

とに役立つことに気付くこと」に課題があります。さらに、意識調査の質問３「本や新聞を読んでいる」では、A－Ｄ層の差が 38.7 ポイント

と大きな差がありました。教師による読み聞かせや、関連図書の紹介などを通して、読書習慣をつけさせることが大切です。 
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【学習意識調査から】                                      ＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

 

 

 

 

＜肯定的な回答割合・４層分析＞ 

 
＜分析結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度・学年 川崎市 A層 B層 C層 D層
A-D
の差

令和６年度・小４ 69.5 79.4 72.1 66.5 59.9 19.5

令和６年度・小５ 67 79.7 69.7 63.5 55.2 24.5

令和５年度・小４ 71.6 79.7 73.5 69.1 64.1 15.6

令和６年度・小６ 64.6 78.8 67.6 60.7 51 27.8

令和５年度・小５ 68.7 80 72.6 65.6 56.8 23.2

「自分の意見や考えをわかりやすく伝えること」ができる

ようにするためには、相手意識・目的意識をもつことが大切

です。 

相手意識をもつには、題材をより身近なものとしたり、学

習に必要感をもたせたりする工夫が求められます。目的意

識は、何のために伝えるのか、何のための活動なのかとい

う目的を明確にすることが必要です。児童が身に付けた力

を自覚するには、単元を通してどのような力が付くのかと

いう学習のねらいをはっきりさせなくてはなりません。 

わかりやすく伝えるためには、小４では自分の考えとそれ

を支える理由や事例などを挙げながら構成を考えたり、小

５、小 6 では接続語や文末表現などにも注意しながら、事

実と感想、意見とを区別して自分の考えが伝わるように表

現したりするようにします。また、相手を意識して資料を用

意し、引用したり図や表を活用したりして、自分の考えがよ

り伝わるように表現の工夫をすることも大切です。  

これらの学習を積み重ね、国語科の学習だけでなく、他

教科等でも相手にわかりやすく伝えるためには何が必要か

を常に考える習慣が大切です。 

質問番号：【４５】 

質問内容：自分の意見や考えを相手にわかりやすく伝えること

ができる。 

国語科の目標の（２）に「日常生活における人との関わりの中で伝え合う

力を高め，思考力や想像力を養う」とされています。「自分の意見や考えを

相手にわかりやすく伝えることができる」ことは、国語科の学習においても

大切です。調査結果から経年変化分析をすると、A－Ｄ層の差が、どの学年

も広がっています。教科に関する調査・質問番号４の「自分の考えをはっき

りと正確に伝えるために、より良い言葉を探したりあてはめたりして工夫し

ている。」も、A－Ｄ層の差が２０ポイント以上広がっています。このことから

D 層は「自分の意見や考えを相手にわかりやすく伝えること」に課題がある

ことがわかります。 

「話すこと・聞くこと」の結果では、A－Ｄ層の差が少なく良好ですが、「書

くこと」では A－Ｄ層の差が大きいので、中学年までの「書くこと」の学習の

中で、相手意識をもって伝える場面を意図的に設定していくことが大切で

す。 

 R5 R6 R7 

小４ ７１．６ ６９．５  

小５ ６８．７ ６７  

小６ ６６．６ ６４．６  
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３ 小 学 校 算 数  

【第 ４学 年 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 58.3 93.3 82.3 69.4 40.9 52.4 Ⅲ
知識・技能 74.2 94.2 84.8 73.1 44.9 49.3
思考・判断・表現 59.4 89.4 71.4 53.1 23.6 65.8 Ⅲ

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

観点１ 観点２

大問

知
識
・
技

能

思
考
・
判

断
・
表
現

A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D
層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 1 ア 3位数＋3位数の加法の計算をする（繰り上がりあり） 基礎 短答式 ● 85.7 95.7 91.8 84.1 71.2 24.5
1 1 イ 3位数－3位数の減法の計算をする（繰り下がりあり） 基礎 短答式 ● 83.8 96.2 91.4 84.1 63.6 32.6
1 1 ウ 3位数×2位数＝4位数の計算をする 基礎 短答式 ● 57.6 85.8 69.2 50.3 25.2 60.6 Ⅲ
1 1 エ 2位数÷1位数＝1位数（あまりあり）の計算をする 基礎 短答式 ● 72.9 94.8 84.7 71.8 40.2 54.6 Ⅲ
1 1 オ 真分数＋真分数＝真分数の計算をする 基礎 短答式 ● 91.4 99.1 97.7 93.3 75.5 23.6
1 1 カ 小数－小数＝小数を計算をする 基礎 短答式 ● 76.7 93.9 87.0 76.1 49.9 44.0
1 2 ア 大きな数の表し方で正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 81.1 95.9 90.5 81.5 56.5 39.4
1 2 イ かけ算の性質で正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 83.6 99.5 97.2 86.9 50.7 48.8
1 3 分数で表される長さを選ぶ 基礎 選択式 ● 60.1 87.8 70.2 52.8 29.7 58.1 Ⅲ
2 1 同じ大きさの円が並ぶときの直線アイの長さを選ぶ 基礎 選択式 ● 54.9 88.1 66.4 39.9 25.1 63.0 Ⅱ
2 2 紙を切って正三角形をつくるときの長さを求める 応用 短答式 ● 66.6 92.4 78.5 64.0 31.6 60.8 Ⅲ
2 3 角の大きさを大きい順に並べたものを選ぶ 基礎 選択式 ● 79.1 97.5 89.5 77.3 52.1 45.4
2 4 二等辺三角形の作図をする 基礎 短答式 ● 35.7 74.0 40.8 21.1 6.9 67.1 Ⅰ
3 1 家を出た時刻で正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 81.3 96.5 90.7 83.2 54.8 41.7
3 2 家から駅までの道のりを求める 基礎 短答式 ● 76.1 98.1 91.9 80.1 34.2 63.9 Ⅲ
3 3 はかりの針が指している重さを読み取る 基礎 短答式 ● 61.0 89.4 73.2 56.6 24.6 64.8 Ⅲ
3 4 適する単位を選ぶ 基礎 選択式 ● 63.6 89.0 72.3 57.8 35.2 53.8 Ⅲ
4 1 ア 棒グラフを読み取り、一番多いものを選ぶ 基礎 選択式 ● 95.0 99.9 99.9 99.6 80.5 19.4
4 1 イ 棒グラフから2つの項目の人数の差で正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 87.2 98.6 96.5 93.5 60.1 38.5
4 2 ア 棒グラフで1目盛りが表しているページ数を答える 基礎 短答式 ● 82.2 99.8 97.4 91.9 39.7 60.1 Ⅲ
4 2 イ 棒グラフを読み取り、一番少ないものを選ぶ 基礎 選択式 ● 88.5 98.9 96.3 94.0 64.6 34.3
4 2 ウ 棒グラフから2つの項目のページ数の正しい差を選ぶ 基礎 選択式 ● 75.6 96.1 89.6 80.7 36.1 60.0 Ⅲ
5 1 数量の関係を式に表し答えを求める（加法の式） 応用 記述式 ● 78.2 97.3 93.0 81.4 41.0 56.3 Ⅲ
5 2 数量の関係を式に表し、答えを求める（乗法の式） 応用 記述式 ● 50.6 86.7 67.4 39.5 8.7 78.0 Ⅲ
5 3 □を用いた式を表す場面の文を選ぶ 基礎 選択式 ● 57.3 94.7 75.2 45.5 13.9 80.8 Ⅲ
6 1 場面を式に表し答えを求める 応用 記述式 ● 73.2 97.2 89.4 74.9 31.3 65.9 Ⅲ
6 2 登場人物の考え方からわかることを選び理由を答える 応用 記述式 ● 31.3 76.6 35.2 11.9 1.6 75.0 Ⅰ

川
崎
市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式
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    【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

 問１（１）のウの３位数×２位数＝４位数の計算の問題では、

昨年度と同様の問題の正答率は６６．３％に対して、今年度

の正答率は５７．６％と８．７ポイント下がりました。D層の正

答率は２５．２％であり、4層分析パターン判定はⅢでした。

D層の児童は、筆算の位取りに課題があると考えられます。

概数の考えを用いて、積の大きさに見当をつけることで答

えの見積もりとなり、誤答を防ぐことが期待できます。 

 大問2(４)の解答用紙に書かれている4ｃｍの直線を用い 

て、辺の長さが４ｃｍ、4ｃｍ、５ｃｍの二等辺三角形の作図を

する問題の正答率は３５．７％でした。あらかじめかかれて

いる線を底辺とする誤答が多く見られました。授業の中で

二等辺三角形の向きに捉われず、構成要素に着目し、どの

辺が底辺になるのか意識させることが必要です。 

大問５（３）の場面を表す□を用いた式を選択する問題で

は、前年度の正答率４５．８％に対して、５７．３％と１１．５ポ

イント上がりました。しかし、A層の正答率は94.7％に対し、

D層の正答率は１３．９％であり、4層分析のパターン判定は

Ⅲでした。今後も話し合い活動を通して、未知数と既知数を

明確にしたり、問題場面を図や場面絵に表現したりと問題

場面、図、式を関連付けることが大切です。 

 

思考・判断・表現について 

 大問６（１）は、場面を式に表し答えを求める問題で、正答率

は７３．２％でした。半数以上が解けていますが、Ａ層の 

９７．３％に対して、Ｄ層は３１．３％であり、４層分析のパター

ン判定はⅢであることから、算数が苦手な児童にとって問題

場面を正しく捉えることが難しいと考えられます。昨年度の

同様の問題ではパターン判定はⅠでした。このことから、問

題場面を正確に捉えられるようにしていくことが必要と考

えられます。そのためには、問題場面を数直線や線分図等に

整理して表す活動が大切になります。 

大問６（２）は、登場人物の考えからわかることを選び、 

理由を記述する問題で、正答率は３１．３％でした。Ａ層が 

７６．６％であった一方で、Ａ層で３５．２％、Ｃ層で１１．９％、 

Ｄ層で１．６％と４層分析のパターン判定はⅠでした。複数の

考えを比較・統合して考えたり、理解したりすることに課題

があります。このような理由を問う問題は昨年度も課題があ

りました。算数の学習の中で課題に対して問題解決に向か

う思考の過程は多様であることを伝え、それぞれの考えの

良さや共通点を考える場面を設定していくことが大切で

す。 
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 【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問番号５では５問中、肯定群回答割合が 78.9％で最も低い結果となりました。また、Ｄ層の肯定群回答割合が 69.0％で最も低い

結果となりました。この結果は、昨年度と同様であることから、集団思考の際に問題解決につながる対話的な活動を通して、より良い解

決方法を考える「主体的・対話的で深い学び」の充実が継続的な課題であると考えられます。小１～小３までの学習においても友だちの考

え方について説明し合ったり、聞き合ったりすることの良さを感じられる授業を実践していくことが大切です。 

よくあて
はまる

ややあて
はまる

あまりあ
てはまら

ない

まったく
あてはま
らない

その他
無回答

A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

令和６年度・小４ 85.7 52.8 29.8 10.3 3.5 3.5 91.6 89.1 85.9 75.2 16.4

令和５年度・小４ 85.5 54.0 28.8 10.4 3.7 3.2 92.9 90.4 84.3 73.3 19.6

令和６年度・小４ 89.2 51.6 34.5 8.8 1.6 3.5 95.2 93.0 89.3 78.4 16.8

令和５年度・小４ 90.1 52.8 34.3 7.9 1.7 3.2 96.1 94.3 91.1 77.9 18.2

令和６年度・小４ 85.8 45.4 37.1 11.5 2.2 3.7 92.5 90.3 85.0 74.0 18.5

令和５年度・小４ 86.8 47.8 36.2 10.7 2.0 3.3 93.5 91.3 86.8 74.7 18.8

令和６年度・小４ 82.3 41.6 37.6 13.7 3.3 3.8 88.5 85.3 82.2 72.2 16.3

令和５年度・小４ 81.9 41.6 37.4 14.0 3.5 3.6 88.2 85.2 81.3 72.1 16.1

令和６年度・小４ 78.9 40.6 35.2 15.8 4.4 4.0 85.8 81.6 78.4 69.0 16.8

令和５年度・小４ 80.0 42.0 34.9 14.7 4.5 3.9 87.1 85.1 78.8 68.0 19.1

3
新しい問題を解くときに、これまでに習っ
たことをどうやって使えば解けそうか、考
えるようにしている。

4
自分の解き方を振り返って、良いところ
やわかりにくいところ、工夫しているとこ
ろなどを考えるようにしている。

5
友だちと、問題の解き方やより良い解き
方を伝え合っている。

質問
番号

質問内容

2
解き方がわからない問題でも、これまで
に学習したことを活用して、論理的に少し
ずつ解こうとしている。

1
算数・数学を使うと、複雑な問題でも簡単
な式で表現できたり、わからない値が求

められたりして便利だと思う。

川
崎
市

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

母
集
団

肯定群
回答割合

（％）
年度・学年
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【授業づくりのアイデア例】                                   ＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

設問内容：平面図形の作図(知識・技能)  

＜実際の設問＞ 

 

＜正答率と4層分析データと分析結果＞ 

 

上記問題の正答率は３５．７％、４層分析 

から、A－B層の差が約３0ポイントあり、 

パターン判定はⅠでした。 

また、上記の誤答例のように、あらかじめかか 

れた４ｃｍの辺の両端から５㎝の２辺をかいて二 

等辺三角形を作図する児童が多くみられました。 

このことから、授業の中で「2つの辺が５ｃｍ 

のいろいろな二等辺三角形を作図してみよう。」等、向きではなく長さや 

角度といった二等辺三角形を構成する要素に着目しながら作図をしていく 

必要があります。そのため、頂点の位置が様々な二等辺三角形の作図につい 

て触れることが必要です。 

この問題は小３で学習する「三角形」の単元にある問題で

す。図形は、向きが変わってもその性質には関係がないこ

とを知り、辺の長さや角の大きさに着目して正三角形や二

等辺三角形について理解を深めていきます。 

図形を構成する要素に着目し、その性質を理解すること

は，小4での平行四辺形、ひし形、台形などの考察にも生か

されていきます。 

 
 

 
二等辺三角形とそうでない三角形について、構成要素に

着目しながら共通点や相違点を話し合い、二等辺三角形の

性質について学習します。その上で、頂点の位置は関係な

く、２辺の長さが等しい三角形が二等辺三角形であること

を確認しましょう。イのような向きだけでなく、ウやオのよ

うに頂点の位置が変わった二等辺三角形についても時間

をかけて検討することが大切です。 

図形の種類や定義、性質を構成要素やそれに着目した図

形と言葉を関連付けながら、学習していくことが大切です。 

二等辺三角形を構成する要素に着目する 
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   【第５学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 62.4 90.9 74.1 56.1 28.6 62.3 Ⅲ
知識・技能 67.3 91.7 79.5 64.0 34.0 57.7 Ⅲ
思考・判断・表現 40.0 87.0 49.3 19.4 4.1 82.9 Ⅰ

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

観点１ 観点２

大問

知
識
・
技
能

思
考
・
判

断
・
表
現

A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D
層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 1 小数の仕組みを理解し、正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 50.4 82.8 60.1 39.4 19.2 63.6 Ⅰ

1 2 ア 3位数÷2位数＝2位数（あまりあり）を計算する 基礎 短答式 ● 68.7 93.0 82.2 68.8 30.7 62.3 Ⅲ

1 2 イ 小数(小数第1位)－小数（小数第2位）を計算する 基礎 短答式 ● 70.4 95.6 86.1 70.8 29.1 66.5 Ⅲ

1 2 ウ 小数（小数第2位）×1位数を計算する 基礎 短答式 ● 69.2 91.6 80.8 69.6 34.7 56.9 Ⅲ

1 2 エ 小数（第2位）÷2位数（わり切れるまで）を計算する 基礎 短答式 ● 59.4 91.0 75.0 54.5 17.2 73.8 Ⅲ

1 2 オ 帯分数－真分数を計算する（同分母分数） 基礎 短答式 ● 75.0 97.7 91.6 79.1 31.7 66.0 Ⅲ

1 3 数直線の目盛りが表す数を選ぶ 基礎 選択式 ● 89.2 99.1 97.0 91.9 68.7 30.4

1 4 兆、億を組み合わせた数を選ぶ 基礎 選択式 ● 75.6 93.1 85.1 76.6 47.7 45.4

1 5 四捨五入して、27400になる数を選ぶ 基礎 選択式 ● 77.1 96.9 88.5 76.4 46.5 50.4 Ⅲ

1 6 上から2桁の概数で表す 基礎 短答式 ● 62.8 93.7 79.1 58.9 19.4 74.3 Ⅲ

2 1 180°より大きい角度を求める 基礎 短答式 ● 64.2 95.7 84.6 60.1 16.2 79.5 Ⅲ

2 2 面積が1800cm2になる長方形を選ぶ 基礎 選択式 ● 44.3 75.6 47.2 31.9 22.5 53.1 Ⅰ

2 3 1m2が1cm2の何倍かを選ぶ 基礎 選択式 ● 32.6 60.9 32.4 20.8 16.5 44.4

2 4 平行な直線を選ぶ 基礎 選択式 ● 77.0 96.2 88.3 75.9 47.7 48.5

2 5 ひし形になる対角線を選ぶ 基礎 選択式 ● 86.2 97.6 93.6 87.5 65.8 31.8

2 6 直方体の辺ABと垂直な辺を選ぶ 基礎 選択式 ● 64.7 92.4 80.5 59.0 26.9 65.5 Ⅲ

2 7 空間にある点の位置について、正しいものを選ぶ 応用 選択式 ● 62.9 89.6 77.7 59.7 24.5 65.1 Ⅲ

3 1 伴って変わる2つの数量で、変わり方を選ぶ 基礎 選択式 ● 87.4 97.6 93.2 88.1 70.8 26.8

3 2 伴って変わる2つの数量の関係を式に表したものを選ぶ 基礎 選択式 ● 82.3 98.4 93.2 84.6 53.1 45.3

3 3 伴って変わる2つの数量で、一方を求める 基礎 短答式 ● 76.8 98.4 93.9 79.8 35.2 63.2 Ⅲ

4 1 折れ線グラフの傾きが最も大きい時間帯を選ぶ 基礎 選択式 ● 57.4 86.8 70.4 50.0 22.2 64.6 Ⅲ

4 2 折れ線グラフをかく 基礎 記述式 ● 43.0 86.7 58.1 23.7 3.4 83.3 Ⅱ

5 1 減法と除法の計算を使って文章題に答える 応用 記述式 ● 40.3 89.2 54.1 16.2 1.6 87.6 Ⅱ

5 2 小数の乗法の計算を使って文章題に答える 応用 記述式 ● 57.3 91.6 75.7 48.6 13.0 78.6 Ⅲ

6 1 直方体の縦、横、高さを表した図を選ぶ 応用 選択式 ● 71.6 98.9 90.5 65.4 31.5 67.4 Ⅲ

6 2 展開図から直方体を考え、送料の求め方を説明する 応用 記述式 ● 28.8 78.4 29.7 6.3 0.9 77.5 Ⅰ

7 1 百の位までの概数でおよその代金の合計を答える 基礎 記述式 ● 38.0 87.5 45.0 15.9 3.6 83.9 Ⅰ

7 2 十の位までの概数でおよその代金の合計を答える 応用 記述式 ● 35.5 88.4 42.0 10.2 1.3 87.1 Ⅰ

川
崎
市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式
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【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

大問１(2)の小数の減法、乗法、除法の正答率はそれぞれ、

70.4%、６９．２％、５９．４％と半数以上の児童が解けてい

ます。一方でＤ層の正答率はそれぞれ、29.1%、３４．７％、 

１７．２％で４層分析のパターン判定はいずれもⅢでした。Ｄ

層の児童は筆算の位取りに課題があると考えられます。小数

の四則計算も、整数の計算と同じ原理、手順でできるという

見方を繰り返し意識づけることが大切です。また、既習と関

連付けながら、根拠となる図、式、言葉を用いて説明する対

話的な活動を行うことで、位取りに注意した筆算の仕組みの

定着等につながることが期待できます。 

大問２(3)の「１ｍ２は１ｃｍ２の何倍か」の正答率は３２．６％

でした。昨年度の「１ｋｍ２は１ｍ２の何倍か」の正答率と比べる

と、15 ポイント上昇しました。量の大きさや図形に対する感

覚を豊かにするためには、低学年から長さやかさ、広さの比

較など体験的な活動を重ねることが大切です。その上で単位

変換においても、具体物を用いたり、２つの単位の関係を

図、式、言葉と関連付けながら説明する対話的な活動を行っ

たりすることが大切です。 

 

 

思考・判断・表現について 

大問６（２）の展開図をもとに、荷物の送料を考える問題

の正答率は２８．８％で４層分析のパターン判定はⅠでし

た。昨年度同様、展開図から完成する立体図形を組み立て

たり、その際重なり合う辺と辺の位置関係を把握したり

と、構成要素に着目して問題を解決していくことや、それ

を表現することに課題があります。引き続き、図形の構成

要素に着目して性質や定義を根拠に問題解決をしていく

ことが大切です。また、図や言葉と関連付けながら、それ

らを表現する対話的な活動なども大切です。 

大問７（１）のおよその代金の合計を求める問題の正答

率は３８．０％で４層分析のパターン判定はⅠでした。四捨

五入の意味や、百の位までの概数にするにはどの位に着

目したらよいか、理解していない児童が多いことがわかり

ます。また、（２）の正答率は３５．５％で４層分析のパター

ン判定はⅠでした。目的に応じてどの範囲の概数にする

のかを判断したり、その結果を見積もったりすることを、

式・言葉と関連付けながら根拠をもとに説明する対話的

な活動が大切です。また、子どもの身近な日常生活から教

材を見つけるなどして、概算の目的や良さが実感できる

よう活動を工夫することも効果的です。 
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【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※空欄の箇所は前回調査で実施していない質問項目 

 

 

 

 

質問番号１について、４層分析の A、B、Ｃ層の肯定群回答割合が９０.０%を超えているのに対し、 Ｄ層は７６．５%にとどまっており、学

習が苦手な児童ほど算数の利便性を感じにくい傾向があることがわかります。問題場面を数直線などに表すことで、複雑な場面が整理

されたり、立式の根拠となったりすることや、式が表す意味や考えを読む活動を通して、式の良さを実感できるようにすることが大切で

す。その際、取り上げる図については、児童の実態に応じて選択できるように準備しておくことも大切です。 

よくあて

はまる

ややあて

はまる

あまりあ

てはまら

ない

まったく

あてはま

らない

その他

無回答
A層 B層 C層 D層

Ａ-Ｄ層

の差

令和６年度・小５ 90.4 57.1 31.4 7.7 1.8 2.1 98.2 95.3 90.7 76.5 21.7

令和６年度・小５ 87.9 47.7 38.4 10.0 1.8 2.1 96.7 92.7 86.7 75.0 21.7

令和５年度・小４ 90.1 52.8 34.3 7.9 1.7 3.2 96.1 94.3 91.1 77.9 18.2

令和６年度・小５ 86.2 45.4 39.0 11.6 1.9 2.1 95.0 91.1 85.6 72.4 22.6

令和５年度・小４ 86.8 47.8 36.2 10.7 2.0 3.3 93.5 91.3 86.8 74.7 18.8

令和６年度・小５ 73.9 36.1 36.1 19.5 6.0 2.2 81.6 76.4 70.5 66.8 14.8

令和６年度・小５ 75.2 29.5 44.0 20.4 3.8 2.3 85.5 80.0 72.2 62.5 23.0

令和６年度・小５ 69.1 28.7 38.7 23.5 6.6 2.4 80.6 71.2 64.8 59.1 21.5

令和６年度・小５ 79.7 41.7 36.0 15.3 4.5 2.5 87.5 83.1 78.3 69.3 18.2

令和５年度・小４ 80.0 42.0 34.9 14.7 4.5 3.9 87.1 85.1 78.8 68.0 19.1

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

母

集

団

肯定群

回答割合

（％）

年度・学年

2

解き方がわからない問題でも、これま

でに学習したことを活用して、論理的に

少しずつ解こうとしている。

1

算数・数学を使うと、複雑な問題でも簡

単な式で表現できたり、わからない値

が求められたりして便利だと思う。

川

崎

市

3

新しい問題を解くときに、これまでに

習ったことをどうやって使えば解けそ

うか、考えるようにしている。

7
友だちと、問題の解き方やより良い解

き方を伝え合っている。

4

買い物や料理、工作など普段の生活で

も、学校で習った分数や割合の考え方

を使って考えようとしている。

5

文章題で求められていることを、式に

正しく表すことができたかどうかを振り

返って検討するようにしている。

6

問題を解いた後で、もっと他の解き方

はないかと工夫して考えてみることが

ある。

質問

番号
質問内容
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 【授業づくりのアイデア例】                                    ＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

設問内容：展開図から直方体を考え、送料の求め方を説明する(思考・判断・表現)         

＜実際の設問＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜正答率と 4 層分析データと分析結果＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の問題の正答率は２８．８％で 

パターン判定Ⅰでした。昨年度の立体 

図形に関する選択式の問題の正答率は 

５７．８％で、パターン判定Ⅲでした。 

このことから多くの児童の理解が不十 

分で、解決方法を言葉で表現すること 

に課題があると考えられます。 

B－Ｄ層の児童に対して、立体図形を展開図にしたり、展開図から立体図形

にしたりする活動を繰り返し行いながら、図形の構成要素に着目していくこと

が大切です。また、そのような活動をもとに、実際に操作をしながら構成要素

を根拠に表現する、体験的で対話的な活動も大切です。 

立方体の展開図から構成要素やその位置関係をよみ取

るために、立体図形を展開図にしたり、展開図から立体図

形を構成したりする活動を繰り返し行いながら、面がどこ

にあたるかや、どの辺とどの辺が重なるかといった図形の

構成要素や位置関係に着目していくことが大切です。 

 

 

 

 
 
 
〈立体図形〉              〈児童がかいた展開図例〉 
 
 
 
 
 
 
 

この問題は小４で学習する「立体」の単元にある問題で

す。本時では、直方体を構成する面や位置の関係に着目さ

せ、どのような長方形をつなげてかけばよいか考える問題

です。面をつなげてかくときは、長さの等しい共通の辺が重

なることや直方体を組み立てたときにもとの立体図形にな

るかを確かめる活動が大切です。このように、直方体の箱

を切り開く作業的・体験的な活動をもとに、構成要素や位置

関係を根拠に説明する対話的な活動が大切です。また、直

方体を切り開く活動でＧＩＧＡ端末を用いて教科書のシミュ

レーション「直方体の展開図」を活用することも有効です。 

 右のような直方体の辺にそって切り開いた形をかきま

しょう。 

構成要素や位置関係に着目して、図や言葉と関連付け

て、根拠をもとに表現する 



33 
 

    【第６学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 58.1 88.7 68.8 49.9 25.1 63.6 Ⅲ
知識・技能 65.7 93.7 79.1 59.4 30.8 62.9 Ⅲ
思考・判断・表現 33.1 72.5 35.1 18.8 6.1 66.4 Ⅰ

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

観点１ 観点２

大問

知
識
・
技

能

思
考
・
判

断
・
表
現

A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D
層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 1 ア 1.5×0.68を計算する 基礎 短答式 ● 69.1 93.0 81.6 66.8 35.0 58.0 Ⅲ
1 1 イ 6.4÷5.12を計算する 基礎 短答式 ● 64.2 92.8 81.5 61.0 21.4 71.4 Ⅲ
1 1 ウ 1/6＋7/8を計算する 基礎 短答式 ● 78.4 97.4 93.2 83.9 39.2 58.2 Ⅲ
1 1 エ 1  3/10－4/5を計算する 基礎 短答式 ● 74.2 97.0 91.0 79.1 29.6 67.4 Ⅲ
1 2 2.8を帯分数で表す 基礎 短答式 ● 49.7 94.7 69.8 30.5 3.7 91.0 Ⅱ
1 3 32と56の最大公約数を求める 基礎 短答式 ● 57.0 92.8 78.9 46.2 10.1 82.7 Ⅲ
2 1 ア 三角形の面積を求める式を選ぶ 基礎 選択式 ● 79.7 98.1 90.8 78.3 51.6 46.5
2 1 イ 台形の面積を求める式を選ぶ 基礎 選択式 ● 83.7 99.2 96.1 87.2 52.3 46.9
2 2 直方体を組み合わせた立体の体積を求める 応用 短答式 ● 62.1 94.9 82.1 57.4 14.1 80.8 Ⅲ
2 3 ア 合同な四角形の辺の長さを選ぶ 基礎 選択式 ● 93.2 98.9 97.9 96.8 79.2 19.7
2 3 イ 合同な四角形の角の大きさを選ぶ 基礎 選択式 ● 92.4 98.9 97.2 95.2 78.2 20.7
2 4 二等辺三角形の内角を求める 基礎 短答式 ● 72.9 98.7 94.5 74.6 23.7 75.0 Ⅲ
2 5 円柱の展開図で側面の横の長さを選ぶ 基礎 選択式 ● 54.9 89.7 64.2 41.0 24.7 65.0 Ⅰ
3 1 ガソリン1Lあたり何km走れるかを求める 基礎 短答式 ● 63.9 96.6 84.8 61.4 12.8 83.8 Ⅲ
3 2 試合の数をもとにしたときの勝った数の割合を選ぶ 基礎 選択式 ● 64.4 97.2 80.9 53.2 26.2 71.0 Ⅱ
3 3 もとにした先月の読書量を選ぶ 基礎 選択式 ● 52.0 80.7 56.2 44.8 26.4 54.3 Ⅰ
3 4 20％引きされたときの代金を求める 応用 短答式 ● 53.8 98.6 80.4 31.4 4.7 93.9 Ⅱ
3 5 正しい時速を選ぶ 基礎 選択式 ● 83.9 99.8 96.5 85.8 53.4 46.4
4 1 最高気温の平均を求める 基礎 短答式 ● 64.5 93.8 80.7 61.7 21.8 72.0 Ⅲ
4 2 りんご40個の合計の重さを選ぶ 基礎 選択式 ● 40.7 65.5 41.7 29.5 26.1 39.4
4 3 ア ぶどうの産出額の割合で正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 88.4 98.7 96.7 91.2 67.0 31.7
4 3 イ みかんの産出額がなしの何倍かを求める 基礎 短答式 ● 55.8 94.5 76.8 44.1 7.8 86.7 Ⅲ
4 4 ア サッカーが好きな人の人数を求める 基礎 短答式 ● 35.8 91.2 45.1 6.4 0.4 90.8 Ⅰ
4 4 イ バスケットボールが野球より何人多いかを選ぶ 基礎 選択式 ● 39.2 86.1 41.7 15.1 14.1 72.0 Ⅰ
5 1 ジュースが何本のびんに分けられ何L余るかを求める 応用 記述式 ● 39.9 82.9 52.6 21.4 2.8 80.1 Ⅱ
5 2 正方形をつくるための長方形の最小の数を選ぶ 応用 選択式 ● 43.1 80.3 47.6 28.5 16.0 64.3 Ⅰ
6 1 缶が２つのときの紙の大きさの説明を完成させる 基礎 短答式 ● 22.9 63.0 18.6 7.2 2.8 60.2 Ⅰ
6 2 考え方が正しいかどうかを選び理由も答える 応用 短答式 ● 27.2 70.0 21.9 11.3 5.7 64.3 Ⅰ
7 1 ひなたさんの考え方にあてはまる式と答えを求める 応用 記述式 ● 17.3 59.7 8.7 0.9 0.0 59.7 Ⅰ
7 2 ゆきとさんの予想で正しいものを選び理由も答える 応用 記述式 ● 19.2 56.3 14.5 4.7 1.3 55.0 Ⅰ

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式

川
崎
市
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    【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

大問１(1)イの正答率は６４．２%であり、Ａ層の正答率

は９２．８%、Ｄ層の正答率は２１．４%、パターン判定はⅢ

でした。昨年度の小数(第２位)÷１位数を問われた設問も

パターン判定はⅢであることから、小数の除法について

「０．0１に着目してそのいくつ分」かで考え、整数の計算に

帰着すれば良いことに気付かせることが大切です。低学

年から数のまとまりなどに着目して既習の計算をもとに

同じ手順で演算することができるなど、四則計算の仕組

みにおいて知識・技能の定着を図るための時間を十分に

確保することが必要です。 
大問 1(1)エの正答率は 67．4％であり、Ａ層の正答率

は 97.0%、Ｄ層の正答率は 29.6％と、パターン判定は

Ⅲでした。昨年度の「帯分数―真分数（同分母分数）」の設

問もパターン判定はⅢでした。さらに、大問 1(2)の小数

を帯分数に表す設問のＤ層の正答率は 3.7％でした。分

数と小数は、例えば０．５と 1/2 のように表記が異なって

いても、表す量の大きさなどが等しい場合があることを、

具体物の操作や数直線等とつなげて大小関係や数量関係

を比較、説明する活動を通して実感できるようにすること

が大切です。 

思考・判断・表現について 

大問７（１）は、ある地域の人口とその地域の６５才以上

の人口の割合について、登場人物の考えに合う式と答え

を求める問題でした。正答率は全体で１７．３％でした。４

層分析のＡ層の正答率は５９．７％、Ｄ層は０％であり、無

回答率が６７．６％と高く、４層分析のパターン判定はⅠで

した。昨年度出題された類似問題（表を読み取り折れ線グ

ラフをかく問題）では、正答率は全体で、３４．５％、Ａ層が 

７９．９％、Ｄ層が２．４％と、４層分析のパターン判定は 

今年度同様Ⅰでした。このことから、多くの児童が説明を

聞いて表やグラフの数値が表している意味を捉えること

や、表やグラフのどの部分について説明しているのかを

把握できないことが考えられます。 

 また、大問７（１）の誤答の中で多かったものは、割合を求

める際に、基準量÷比較量になってしまっているものでし

た。これは、問題文の中でどの数が基準量・比較量になる

か、数量関係を捉えることができていないからだといえ

ます。低学年の「倍」の指導から、何を基準量としているの

かを、場面絵や関係を簡潔に表す図、数直線といった図等

に表現して数量関係を整理することや、そのよさを実感

させる指導が大切です。 
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【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※空欄の箇所は前回調査で実施していない質問項目 

 

 質問番号２では、A－Ｄ層の差は 28.3 ポイントでした。令和５年度と比較すると、差が８ポイント広がっています。新しい学習内容に出

会った際にどうしたらよいかわからない児童の姿が表れていると考えられます。解き方がわからない時に、既習を生かしてみる、図や数

直線を用いて少しずつ場面を整理してみるなど、まず、自分の考えをもてるようにするための手立てを講じていくことが必要です。この

ような粘り強く取り組む姿勢を価値付けながら、児童の考えで作り上げる授業を実践していくことが大切です。 

よくあて
はまる

ややあて
はまる

あまりあ
てはまら

ない

まったく
あてはま
らない

その他
無回答

A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

令和６年度・小6 89.1 55.8 32.1 8.8 2.0 1.3 97.8 94.8 89.9 73.3 24.5

令和５年度・小5 89.8 56.5 31.5 8.3 1.7 2.0 98.2 95.6 90.3 74.3 23.9

令和６年度・小6 85.3 42.4 41.7 12.5 2.0 1.4 96.5 91.2 84.8 68.2 28.3

令和５年度・小5 89.2 50.2 37.2 9.0 1.6 2.1 96.9 93.1 89.4 76.6 20.3

令和６年度・小6 85.4 43.6 40.6 12.3 2.1 1.4 95.6 91.0 84.9 69.7 25.9

令和５年度・小5 86.4 45.3 39.3 11.3 2.0 2.0 95.2 90.8 86.7 72.1 23.1

令和６年度・小6 66.5 28.6 36.9 25.5 7.6 1.5 75.9 70.3 63.2 56.2 19.7

令和６年度・小6 70.9 24.8 45.0 24.1 4.5 1.5 83.9 74.4 69.0 55.8 28.1

令和５年度・小5 77.6 31.5 44.3 18.3 3.6 2.2 87.2 81.0 76.5 64.7 22.5

令和６年度・小6 75.0 33.3 40.6 20.6 4.0 1.5 88.8 81.1 72.2 57.4 31.4

令和６年度・小6 62.6 23.7 37.9 27.9 8.9 1.6 78.8 66.6 57.7 47.0 31.8

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

母
集
団

肯定群
回答割合

（％）
年度・学年

2
解き方がわからない問題でも、これまでに学
習したことを活用して、論理的に少しずつ解こ
うとしている。

1
算数・数学を使うと、複雑な問題でも簡単な式
で表現できたり、わからない値が求められたり
して便利だと思う。

川
崎
市

3
新しい問題を解くときに、これまでに習ったこ
とをどうやって使えば解けそうか、考えるよう
にしている。

7

問題を解いた後で、もう一度解き方を振り
返って、良いところと間違っているところや
もっと工夫ができることを見つけ出して、より
良い解き方を考えるようにしている。

4
アンケート結果をもとに自分たちで結果をま
とめたり考察したりするときには、統計の考え
方を生かしている。

5
文章題で求められていることを、式に正しく表
すことができたかどうかを振り返って検討す
るようにしている。

6
１つの問題について、これまで習ったことを工
夫して使えば、いろいろな解き方があると気
づくことがある。

質問
番号

質問内容
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【授業づくりのアイデア例】 

設問内容：除法の計算を使って文章題に答える(思考・判断・表現)            ＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

＜実際の設問＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜正答率と 4 層分析データと分析結果＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 

４層分析からＡ－Ｂ層の差が約５０ 

ポイントあることが分かります。また、昨 

年度の類似問題でもＡ－Ｂ層の差が約 

４０ポイントありました。このことから児童 

の理解が低い課題であるほど、算数が得 

意な一部の児童だけで授業が進んでいる 

状況が考えられます。 

基準量・比較量・割合の関係を児童が 

捉えられているか、丁寧に問い返しながら、Ｄ層の児童を中心とした学級全体

を巻き込んだ指導を展開することが大切です。このような場面では、文章の

読み取り以外にも、グラフを読み取り、割合の場面であることを把握し、基準

量・比較量・割合の関係を整理していく必要があります。そのため、解決する方

法の見通しが立てられない際の手立てを事前に考えておくことが大切です。 

解決する方法の見通しが立てられないとき、まずは図

に表現することで数量関係を整理しやすくなります。数量

関係を整理できれば、立式にもつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

この問題は、小４の「くらべ方」の単元に昨年度まであっ

た問題です。問題となる表やれおさんのゴムひもなど、比

べる対象となる数量が多いため、解決の見通しがもてな

い児童がいると予想されます。しかし、一つずつ図等に表

して数量関係を把握していくと、問題場面が整理され、図

等で表すよさが感じられます。数直線で表すことが難しい

児童には、図１のような関係を簡潔に表す図を活用して、

問題場面を整理することも有効です。この経験を積み重

ねることで、図を使った場面 

の把握から立式へとつなげてい 

こうとする主体的な態度の育成 

につながることが期待できます。 

 

 

 

（れおさんのゴムひもは、もとの長さが１０㎝で、 

いっぱいまでのばした長さが３０㎝でした。） 

○あ と○い のゴムひもをいっぱいまでのばした長さは、

下の表のとおりです。 

れおさんのゴムひも 

と同じのび方をして 

いるのは、どちらの 

ゴムひもでしょうか。 

 

 もとの長さ のばした長さ 
○あ  ６ １８ 
○い  ４ １６ 

 

図１ れおさんの場合 

１０㎝  ⇒  ３０㎝ 

３倍 

図から数量関係を把握する 
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【学習意識調査から】                                 ＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

 

 

 

 

＜肯定的な回答割合・４層分析＞ 

 

 

 

 

 

＜分析結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低学年のうちから場面と式と、図を行き来しながら、この数は図で言

うとどの部分に当たるのか、場面のどこの数なのかを明らかにしながら

具体的な数のもつ意味や図の意味を考えていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、算数の理解度が低い児童にとって、場面や式、図など関連付

ける以前に、その一部の理解だけで精一杯になってしまうことも考えら

れます。そのため、例えば図にも系統性があること（図１）を意識し、どの

学年で学習した図なら理解できるか等を考慮して学習を展開していく 

ことが考えられます。その上で、わからない児童が学習に参加できる 

ために、周りの児童が場面と 

式や図等を関連付けられるよ 

う問い返しながら、分かりや 

すく、簡潔に、筋道立てて説明 

することができるように、支援 

していくことが大切です。 

質問番号：【８４】 

質問内容：算数・数学の授業で文章や式、図や表などを組み合

わせて自分の考えを説明したことがある。 

質問番号８４の令和６年度肯定的な回答割合は、小４は 

６9.2％、小５は６９．９％、小６は６７．３％でした。また、３学年と

もに A－Ｄ層の差が２０ポイント以上あることがわかります。 

同一母集団の経年変化を見ると、令和５年度小４と令和６年度

小５の A－Ｄ層の差は２７．３⇒３８．９、令和５年度小５と令和６

年度小６のＡ－Ｄ層の差は４０．５⇒４６．１となり、Ａ－Ｄ層の肯定

的な回答割合の差は広がっています。さらに A、B 層だけを見る

と、肯定的な回答割合はほぼ前年と同率ですが、C、Ｄ層に着目

すると、肯定的な回答割合は昨年度と比べて下がっていることが

わかります。 

このことから、算数の理解度が低い児童ほど、図・式・言葉など

を用いて説明したり、それらを関連付けながら問題解決をしたり

することが苦手であり、学年が上がるとその傾向がより顕著であ

るといえます。 

場面・式・図と言葉を関連付けて考える（説明する） 
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４ 小 学 校 全 般 を通 して～観 点 別 分 析 ～ 

【知 識 ・技 能 について】 

      各 教 科 の特 徴  

＝国 語 ＝ 

漢 字 の読 みの平 均 正 答 率 は４学 年 ８５．９％、５学 年 ８３．６％、６学 年 ９０．２％と、漢 字 の読みはかなり定着 してい

ます。しかし、知 識・技能 全 体の平均 正 答率 は４学年 ７７．３％、５学 年 ６９.１％、６学 年 ６４．９％で、Ｄ層 の平 均 正 答 率

は４学 年 ４５．５％、５学 年 ４２．５％、６学 年 ３９．９％と、学 年 が上 がるにつれて、減 少 傾 向 にあります。学 年 が上 がる

につれて難 しくなる、漢 字 の書 きや言 葉 の特 徴 や使 い方 、情 報 の扱 い方 などに課 題 があることが分 かります。日 頃 の

学 習 を丁 寧 に進 めていくこと、Ｄ層 の児 童 への支 援 をしっかりと行 うことが必 要 です。 

 

＝算 数 ＝ 

各 学 年 の知 識 ・技 能 の平 均 正 答 率 は、参 加 自 治 体 全 体 と比 べて同 等 、もしくは上 回 る結 果 となりました。計 算 問

題 における各 学 年 の平 均 正 答 率 が４学 年 75.９％、５学 年 ６３．６％、６学 年 6７.０％となり、四 則 計 算 に関 する基 礎

基 本 の定 着 に課 題 があると考 えます。原 因 としては、位 の数 が大 きさや小 数 点 の処 理 の仕 方 等 が考 えられます。ま

た、Ｄ層 の児 童 の正 答 率 は３割 程 度 と他 の層 に比 べて大 きく下 がっています。このことについては、昨 年 度 の調 査 に

おいても同 様 の傾 向 にあります。さらに、また、４層 分 析 のパターン判 定 に着 目 すると、５学 年 と６学 年 がパターン判

定 Ⅲとなっております。以 上 のことから、引 き続 き、Ｄ層 の児 童 に対 して手 立 てを講 じることが必 要 です。 
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授 業 改 善 の手 立 てについて 

＝国 語 ＝ 

○習 得 した言 語 を定 着 できるように、繰 り返 し学 習 に取 り組 むこと。 

○GIGＡ端 末 で文 章 を書 いた時 、誤 変 換 された漢 字 をそのまま使 う児 童 の姿 がよくみられるので、普 段 から分 か 

らない字 を調 べたり、習 った字 を積 極 的 に使 ったりする習 慣 をつけ、漢 字 の定 着 を図 ること。 

○単 元 の中 で得 た知 識 を次 の単 元 で活 用 するための場 面 を設 定 したり、学 習 した言 語 を日 常 生 活 に生 かせるよう

に、身 近 な教 材 の中 で知 識 を活 用 する場 面 を設 定 したりすること。 

 

＝算 数 ＝ 

○数 と計 算 領 域 の四 則 計 算 において、低 学 年 から計 算 の意 味 や計 算 の仕 方 について、充 実 を図 ること。特 に、繰 り

上 がり、繰 り下 がりの理 解 や桁 数 が増 えた際 の数 の処 理 については、位 取 り表 やブロックや図 などを用 いて視 覚

的 に計 算 の過 程 を確 認 したりすること。 

〇前 年 度 までの学 習 内 容 を確 実 に定 着 できるように、例 えば、ＧＩＧＡ端 末 のドリルパークに取 り組 むなど、繰 り返 し

行 ったり、未 習 の学 習 内 容 に対 して既 習 を想 起 させ、活 用 したりしながら解 決 していくこと。 

 

＜授 業 改 善 のポイント＞ 

 

 

 

 

 

○単 元 や題 材 など内 容 や時 間 のまとまりを見 通 して授 業 をデザインして、評 価 場 面 を明 確 にします。そのためには、

単 元 の前 に身 に付 けさせたい資 質 ・能 力 を具 体 的 な児 童 の姿 でイメージしておくことが重 要 です。 

○知 識 ・技 能 が習 得 できるようにするために、ＧＩＧＡ端 末 の学 習 ソフト（例  ドリルパーク）等 に取 り組 む場 面 を設 け

るなど一 人 一 人 の学 習 状 況 に応 じた課 題 に取 り組 むことができる環 境 を整 えることが大 切 です。  

○知 識 ・技 能 の定 着 を促 すには理 解 することだけに留 めず、学 習 したことを日 常 生 活 や他 の学 習 で活 用 できる喜 び

を実 感 させることが大 切 です。そのために、教 員 が学 習 内 容 を深 く理 解 する事 や習 得 した知 識 ・技 能 と日 常 や他

の学 習 とのつながりを意 識 することなどが重 要 です。 
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【思 考 ・判 断 ・表 現 について】 

      各 教 科 の特 徴  

＝国 語 ＝ 

「話 すこと・聞 くこと」の領 域 において、Ａ－Ｄ層 の差 が４学 年 ２９．３ポイント、５学 年 ４５．８ポイント、６学 年 ３４．３

ポイントであり、Ｄ層 の平 均 正 答 率 は４学 年 ６８．０％、５学 年 ５０.３％、６学 年 ５５．５％です。いずれの学 年 も４層 の差

が５０ポイント以 内 であること、Ｄ層 の平 均 正 答 率 が高 いことから、日 頃 の授 業 でグループワークを通 して意 見 交 流 を

行 ったり、発 表 の場 や話 を聞 く場 面 を設 けたりしてきた成 果 であると捉 えております。課 題 としては、昨 年 度 同 様 、

「書 くこと」「読 むこと」の領 域 において、全 ての学 年 でＡ－Ｄ層 の差 が５０ポイントを超 えていること、記 述 式 の平 均 正

答 率 が低 く、無 解 答 率 も高 いことが挙 げられます。「書 くこと」「読 むこと」の領 域 においての授 業 改 善 が必 要 です。 

 

＝算 数 ＝ 

各 学 年 の思 考 ・判 断 ・表 現 の平 均 正 答 率 は、参 加 自 治 体 全 体 と比 べて上 回 る結 果 となりました。しかし、思 考 ・判

断 ・表 現 の平 均 正 答 率 は、４学 年 59.4％、５学 年 40.０％、６学 年 33.1％で、高 い数 値 とは言 えない状 況 です。ま

た、４層 分 析 に着 目 すると、４学 年 はパターン判 定 がⅢ、５学 年 と６学 年 はパターン判 定 がⅠとなっています。このパ

ターン判 定 は、昨 年 度 と同 様 の結 果 となっています。特 にＤ層 の平 均 正 答 率 は、４学 年 ２３．６％、５学 年 ４．１％、６学

年 ６．１％で課 題 があると考 えられます。また、無 回 答 率 については、学 年 が進 むにつれて高 くなり、６学 年 Ｄ層 におい

ては、無 回 答 率 が５０％前 後 という設 問 も少 なくない状 況 です。これらのことから、的 確 な課 題 把 握 はもちろんのこ

と、児 童 が自 分 の考 えをもち、その部 分 について表 現 することに課 題 があると考 えられます。 
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授 業 改 善 の手 立 てについて 

＝国 語 ＝ 

〇自 分 の考 えとそれを支 える理 由 や事 例 を整 理 し、書 いたり、推 敲 したりする学 習 活 動 を位 置 付 けること。また、低

学 年 から「自 分 の考 え」と「わけ」を書 く経 験 を積 むなど、系 統 的 に書 く力 を身 に付 けていくこと。 

○物 語 の学 習 において登 場 人 物 の行 動 や会 話 、様 子 などを表 している複 数 の叙 述 を結 び付 け、それらを基 に性 格

や考 え方 などを総 合 して判 断 すること。 

○複 数 の資 料 の情 報 を関 連 付 けて、自 分 の言 葉 でまとめたり、自 分 の考 えを表 現 したりすることにも課 題 があるた

め、日 頃 の授 業 から、様 々な教 材 を比 べて考 察 し、自 分 の考 えを発 信 するような場 面 を設 定 すること。 

 

＝算 数 ＝ 

○児 童 が文 章 問 題 の場 面 を的 確 に把 握 するために、場 面 絵 や数 直 線 図 などを実 態 に応 じて取 り入 れること。 

〇授 業 における集 団 思 考 の際 に「式 のみ」で問 題 解 決 へつないだりせず、既 習 事 項 （図 など）と関 連 付 けて確 認 をし

たり、簡 単 な場 面 に置 き換 えて説 明 させたりすること。なお、すべての児 童 が学 習 に取 り組 みやすくするために、集

団 思 考 の前 に、ねらいを明 確 にしたペア学 習 やグループ学 習 を必 要 に応 じて取 り入 れること。 

○Ａ層 の児 童 が表 現 する図 や式 は、抽 象 度 が高 い場 合 が多 く、算 数 を苦 手 としている児 童 にとって理 解 が難 しいと

考 えられる時 もあるため、根 拠 を基 に筋 道 立 てて考 える際 の取 り上 げる表 現 方 法 を算 数 が苦 手 な児 童 の思 考 に

寄 り添 い、具 体 物 や半 具 体 物 、図 等 について丁 寧 に段 階 を踏 んでいくこと。 
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＜授 業 改 善 のポイント＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇児 童 生 徒 が自 身 の考 えをまとめたり表 現 したりする時 間 の確 保 が大 切 です。また、その際 に、習 得 した知 識 ・技

能 を活 用 して課 題 解 決 を図 れるよう、教 室 掲 示 や学 習 ノートなどに残 された既 習 事 項 を確 認 する態 度 を価 値 付

けることなどが大 切 です。 

〇教 員 は、児 童 同 士 をつなげる役 割 を十 分 理 解 し、授 業 に臨 むことが必 要 です。そのために、学 習 が苦 手 な児 童 が

何 につまずいているのかを的 確 に把 握 し、問 題 解 決 につながる意 見 を取 り上 げ、学 級 全 体 で考 えをつないでいく

ように授 業 を展 開 していくことが大 切 です。 

〇児 童 自 身 が自 らの学 びを学 習 内 容 に応 じた視 点 で振 り返 り、次 の学 びに向 かうことができるようにする指 導 の

充 実 を図 ることが大 切 です。単 元 全 体 を見 通 して、振 り返 りをさせるタイミングや内 容 について計 画 的 に位 置 付

けることが大 切 です。また、その振 り返 りを教 員 が確 認 し、次 の授 業 に生 かしていくことも有 効 です。 
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５ 他 教 科 等 の分 析 と手 立 て  
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    １ 各 教 科 の結 果 概 要  国 語 ・社 会 ・数 学 ・理 科 ・英 語   ※値 は平 均 正 答 率 （％） 
      

○全 体 との比 較 （令 和 ６年 度 の結 果 ） 

 

 
 
○同 一 母 集 団 の経 年 比 較 （令 和 ５年 度 と令 和 ６年 度 ）   
 

      中 学 校   （５教 科 平 均 正 答 率 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 
国語 社会 数学 理科 英語 

川崎 全体 差 川崎 全体 差 川崎 全体 差 川崎 全体 差 川崎 全体 差 

中１ 62.3 62.0 +0.3 49.2 49.6 －0.4 65.8 65.3 +0.5 58.1 59.6 －1.5 89.8 89.1 +0.7 

中２ 70.6 69.2 +1.4 50.9 51.2 －0.3 53.5 50.0 +3.5 47.9 49.0 －1.1 58.2 54.0 +4.2 

中３ 71.1 70.0 +1.1 53.3 52.6 +0.7 47.1 43.3 +3.8 51.6 51.0 +0.6 65.5 60.7 +4.8 

学年 
５教科平均正答率 

川崎 全体 差 

中１ 65.0 65.1 －0.1 

中２ 56.2 54.7 ＋1.5 

中３ 57.7 55.5 ＋2.2 

R５ 
川崎と全体の 

平均正答率の差 

中１ －1.1 

中２ ＋0.3 

R６ 
川崎と全体の 

平均正答率の差 

中２ ＋1.5 

中３ ＋2.2 

Ⅱ 中学校の全市結果と分析、手立て 

中学校の各教科、各学年は、川崎と全体

の平均正答率を比較すると、全体より本市

の方が国語、数学、英語の３学年と社会、理

科の中３において０．3～４．８ポイント上回

っています。 

令和５年度の中１は、川崎と全体の平均正答率を比較す

ると全体より本市の方が１．１ポイント下回っているが、令

和６年度中２は１．５ポイント上回っています。 

令和５年度の中２は、川崎と全体の平均正答率を比較す

ると全体より本市の方が０．３ポイント上回っているが、令

和６年度中３は２．２ポイント上回っています。 
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  ○４層 分 析 における C-Ｄ層 間 の比 較  

中 学 校  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「Ａ、B、C、Ｄ層 」の欄 は平 均 正 答 率 (％)を、「Ｃ-Ｄ層 の差 」の欄 はＣ層
とＤ層 の差 （ポイント）を表 しています。  

 ※「令和５年度・小６」の数値は、「令和６年度・中１」と受検者数が約 2,400 人異なるため参考値とする。 
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【中学校の調査結果全体について】 

川崎と全体の各教科、各学年の平均正答率の差に着目すると、半数以上が全体を上回る結果となり、また、同一母集団の比較では、ほ

とんどの項目で令和５年度に比べ、良い結果となりました。５教科平均では、令和５年度中１では、全体と比較して「１．１下回る」結果でし

たが、令和６年度中２は、全体と比較して「１．５上回る」結果となりました。同様に、令和５年度中２と令和６年度中３を比較すると令和６

年度中３が上回る結果となり、小学校と同様、日々の取組の成果が表れています。 

４層分析に着目すると、中１の英語を除くすべてで、Ｄ層の平均正答率が５０％未満となっております。また、５教科平均のＣ－Ｄ層間

の差に着目すると各学年で約２０ポイント開いており、令和５年度の調査結果と同様な結果であることから、引き続き、Ｄ層に注視してい

く必要があります。 
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２ 中 学 校 国 語  

【第１学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 62.3 84.5 70.1 57.4 37.2 47.3

知識・技能 66.8 86.9 75.2 63.0 42.0 44.9

思考・判断・表現 58.9 82.6 66.3 53.1 33.7 48.9

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

観点１ 観点２

大問

知
識

・
技
能

思
考
・

判

断

・
表
現

A
層

B
層

C
層

D
層

A

l
D

層

の
差

パ

タ
ー

ン

判
定

1 1 話し合いの目的を選ぶ 基礎 選択式 ● 76.9 95.0 87.7 75.9 49.0 46.0
1 2 山下さんの意見を選ぶ 基礎 選択式 ● 79.3 94.9 87.6 78.0 56.7 38.2
1 3 小池さんが見せたイラストを選ぶ 基礎 選択式 ● 83.9 93.9 88.4 84.3 69.0 24.9
1 4 司会者の議論の進め方を選ぶ 基礎 選択式 ● 46.7 60.4 48.9 43.2 34.3 26.1
1 5 話し合いの続きで予想される島田さんの発言を選ぶ 応用 選択式 ● 43.2 68.6 47.5 34.2 22.4 46.2
2 1 ア 漢字の読み(古くからの伝承を書き記す。) 基礎 短答式 ● 84.7 99.0 94.6 86.6 58.7 40.3
2 1 イ 漢字の読み(小学校の同窓会に出席する。) 基礎 短答式 ● 82.4 89.5 85.7 84.0 70.4 19.1
2 1 ウ 漢字の読み(この写真の形は縦長だ。) 基礎 短答式 ● 87.1 97.8 93.9 89.4 67.2 30.6
2 2 ア 漢字の書き（自動車のせいぞう工場。） 基礎 短答式 ● 30.9 67.2 37.4 15.7 3.4 63.8 Ⅰ
2 2 イ 漢字の書き（大臣をにんめいする。） 基礎 短答式 ● 47.7 81.3 58.1 37.4 14.2 67.1
2 2 ウ 漢字の書き（転んだ友人を気のどくに思う。） 基礎 短答式 ● 63.5 88.7 74.6 59.7 30.9 57.8 Ⅲ
2 3 読みの変化しない複合語を選ぶ 基礎 選択式 ● 61.6 90.0 73.1 54.2 29.1 60.9 Ⅲ
2 4 同じ構成の三字熟語を選ぶ 基礎 選択式 ● 79.9 97.8 91.6 79.7 50.6 47.2
2 5 同じ構成の四字熟語を選ぶ 基礎 選択式 ● 72.0 96.4 87.9 68.0 35.7 60.7 Ⅲ
2 6 述語に対応する主語を選ぶ 基礎 選択式 ● 72.7 78.9 76.2 72.9 62.7 16.2
2 7 成り立ちが同じ漢字の組み合わせを選ぶ 基礎 選択式 ● 31.0 59.0 34.0 19.2 12.0 47.0
3 1 文章の内容について正しい説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 64.5 85.9 74.4 62.0 35.7 50.2 Ⅲ
3 2 正しい接続詞の組み合わせを選ぶ 基礎 選択式 ● 66.4 84.7 73.3 64.2 43.2 41.5
3 3 意味段落ごとの見出しの組み合わせを選ぶ 基礎 選択式 ● 62.5 91.3 75.8 55.7 27.3 64.0 Ⅲ
3 4 条件に従ってまとめの中の空欄に入る言葉を書く 応用 記述式 ● 51.3 86.3 63.8 39.1 16.2 70.1 Ⅱ
4 1 文章中の空欄に入る言葉を選ぶ 基礎 選択式 ● 52.5 81.2 57.8 41.9 29.1 52.1 Ⅰ
4 2 場面の状況に合う説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 75.4 94.2 84.8 73.6 49.0 45.2
4 3 文章の描写に合う説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 56.3 74.0 62.9 54.0 34.2 39.8
4 4 話し合いの空欄に入る登場人物の考えの違いを書く 応用 記述式 ● 21.5 62.5 18.3 4.7 0.4 62.1 Ⅰ
5 1 同訓異字から正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 87.4 97.4 94.8 89.2 68.4 29.0
5 2 表現の重なりがある文を選ぶ 基礎 選択式 ● 47.3 78.7 53.2 36.2 21.1 57.6 Ⅰ
5 3 意見文の原稿に見られる工夫を選ぶ 基礎 選択式 ● 72.5 95.5 86.1 70.0 38.4 57.1 Ⅲ
5 4 条件に従って文章を書き直す 応用 記述式 ● 43.0 75.3 50.6 33.0 12.8 62.5 Ⅰ

川
崎
市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式
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    【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

漢字の読みを問う設問については、どの問題も正答率

が８２％以上と高く、Ａ－Ｄ層の差が小さい傾向にありま

す。同じ構成の三字熟語を選ぶ設問や、述語に対応する主

語を選ぶ設問も、高い正答率がみられます。 

漢字の書きを問う問題では、Ａ－Ｄ層の差が５０ポイン

ト以上と開きが大きくなっています。さらに、Ｄ層の無解

答が 30％以上と高く、Ｃ層も設問によって無解答率が

30％を超えています。同じ構成の四字熟語を選ぶ設問で

は、Ａ－Ｄ層の差が６０ポイント以上あります。 

漢字を書くことや漢字に関する知識について、昨年度に

引き続き、今年度も同じ傾向の課題がみられます。 

授業改善の手立てとして、漢字の意味や用法を実生活

とつながりのある言葉として活用できるよう日頃から工

夫することが大切です。また、そこで得た知識の定着とと

もに、書く力も向上させていけるような場面を設定するこ

とも必要です。 

 

 

 

思考・判断・表現について 

放送で聞き取ったことをもとに答える設問では、話し合

い活動の話題を答える設問の正答率は７０％以上と高い

ことがわかります。一方、聞き取った内容から発展させて

考える設問では正答率の低さがみられます。 

説明的な文章では、条件に従ってまとめの中の空欄に

入る言葉を書く設問でＡ層の正答率が８６％以上あるのに

対し、Ｄ層は約１６％でＡ－Ｄ層の差は７０ポイントです。資

料を読み取る設問でも、条件作文で同様の傾向があり、条

件に従ってまとめて書くことに課題があります。Ｄ層の無

解答率も４０％以上あります。 

文学的な文章では、選択式の設問で正答率が５０％を

超えています。しかし、記述式の設問では、Ａ－Ｄ層の差が

６０ポイント以上と大きな開きがあります。また、Ｂ層の無

解答率も２０％を超えています。 

昨年度同様、全体を通して記述式問題の正答率が低い

ことがわかります。 

授業改善の手立てとして、日頃の学習から読み取った

ことを、条件に沿って自分でまとめる活動をおこなって

いくことが大切です。 
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【授業づくりのアイデア例】 

 

 

 

＜実際の設問＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問内容：大問４（４）(思考・判断・表現 記述式) 

「話し合いの空欄に入る登場人物の考えの違いを書く。」 

《正答率と４層分析データ》 

 

A層 B層 C層 D層
AーD層

の差
パターン

判定

令和６年度・中１ 21.5 62.5 18.3 4.7 0.4 62.1 Ⅰ

令和５年度・中１ 46.4 89.8 57.9 29.7 8.0 81.8 Ⅰ

川崎市
川崎市学力層別

年度・学年

〈分析結果〉 

 共通している語として「チャンス」を使い、ヒロと心平のそれぞ

れの考えを書くことが正答の条件です。 

正答率は２１．５％と昨年度の中 1 を下回る結果でした。また

無解答率は２９．３％、誤答率は４６．４％でした。 

課題としては、 

①問題文で問われている内容が把握できていないこと。 

②登場人物の関係性を読み取ること。 

③読み取ったことを条件にしたがって自分の言葉で表現する

こと。 

などが考えられます。A－Ｄ層の差は６２．1 ポイントあり、昨年

度の８１．８ポイントは下回るものの、依然大きく差があることが

わかります。 さらには、A－Ｂ層の差も４４．２ポイントと大きく

差がありました。このことから、多くの生徒にとって上記の３点が

課題であると言えます。また、あてはまる言葉を入れた際に、文

法的に間違いがないか確認することが大切です。 
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問題文で問われている内容が把握できていないという課題に対

して、授業での振り返りカードの活用が有効ではないかと考えます。 

授業の初めにその授業の目標を生徒と確認します。振り返りカー

ドの記述に、授業の中で「何が理解できたか」を書くことで、授業の

目標が理解できているかを確認することができます。また、課題を

理解する力を育むことも期待できます。 

 

 

 

 

大問４「クラスメイツ〈後期〉」の文中に、（４）の解答の核となる「心

平に『ヒロ以外は言いそうにないこと』と思われた発言」と「ヒロに

『へ』と驚かれた心平の発言」があります。まずは、会話文が誰の発言

であるかを捉える力が必要不可欠です。誰の発言かを捉えたうえ

で、共通の言葉を見つけ、二人の考え方の違いを理解することが課

題です。 

授業づくりについては、登場人物の発言を色分けし、線を引くな

ど、視覚的にわかりやすくする活動が考えられます。また、登場人物

の相関図を作り、読み取ったことを根拠に班員と登場人物について

確認するなど交流することも効果的です。 

  

 

 

 

①学習課題を理解する 

②登場人物の関係性を読み取る 

 

  

 

（４）のように、文章中の言葉を使い、「条件にしたがって」自分

の言葉で書くことに苦手意識を持つ生徒が多く、無解答率も高く

なっています。自分の言葉で表現することに課題があります。 

授業づくりについては、本文の言葉を使って登場人物の心情

を説明したり、文章で表したりなど、言葉をつなぎながら表現し

ていく活動が効果的だと考えます。 

〈事例〉 

文学的な文章を扱う中で、「登場人物の心情を把握する」こと

を目標にします。「会話文」「行動」「情景」に着目させ、教科書の根

拠となる部分に線を引かせるところから始め、段階的に文章で

根拠を説明する活動を行うことで、読み取ったことを自分で表現

できるようになっていくことが期待できます。 

さらには、人物相関図をノートに作ることを習慣化すること

で、視覚的にもわかりやすくなり、苦手な生徒も取り組みやすく

なるのではないかと考えます。 

また、まとめた人物相関図を班で交流する活動を通して、苦手

な生徒が登場人物の心情を把握するための新しい発見や気付き

が生まれるようにします。交流する中で他者に根拠を持って説明

することが求められるので、なぜそう考えるのかを、根拠を持っ

て説明する活動を繰り返し行っていくことで、自分の考えを表現

することにつながると考えます。 

「本文の言葉を使って説明していく」ことを意識させ、自分の言

葉と本文の言葉をつなぎながら表現する力を身に付けることが

大切です。 

③自分の言葉で表現する 

〈実態に応じた授業づくりの工夫〉 
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【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語では、語彙や表現など、様々な場面で学んだことを活用することが大切です。質問番号７では、肯定群が８５％と高く、昨年度同様、

課題に対して自己調整をしようとする生徒が多いと考えられます。質問番号５では、本から得た知識を活用する場面に課題があります。昨

年度の同一学年と比較すると、すべての層で肯定群の回答割合が低い数値を示しています。また、質問番号１、質問番号５ともにＡ層の回答

割合の低さがみられます。 

日頃の学習では、語彙を増やすだけでなく、本や資料で得た知識を実生活とつながりのある言葉として活用できる課題設定が必要だと

考えられます。 

よくあて
はまる

ややあて
はまる

あまりあ
てはまら

ない

まったく
あてはま
らない

その他
無回答

A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

令和６年度・中１ 59.8 16.1 40.8 32.8 5.5 4.8 69.3 63.4 55.6 50.3 19.0

令和５年度・中１ 61.3 16.5 41.8 32.4 4.4 5.0 68.6 65.7 59.7 50.4 18.2

令和６年度・中１ 83.6 27.0 52.5 14.0 1.5 4.9 90.0 85.6 82.9 75.8 14.2

令和５年度・中１ 85.3 30.6 50.3 12.9 1.1 5.2 92.0 87.6 84.4 76.5 15.5

令和６年度・中１ 77.7 28.3 45.3 18.7 2.4 5.2 90.0 84.0 75.5 60.8 29.2

令和５年度・中１ 80.5 33.6 42.4 16.3 2.1 5.6 92.2 86.4 77.9 64.4 27.8

令和６年度・中１ 83.4 31.2 47.3 14.2 1.5 5.8 91.0 86.2 83.3 72.4 18.6

令和５年度・中１ 84.3 33.6 45.6 13.4 1.4 6.1 91.7 87.4 84.6 72.5 19.2

令和６年度・中１ 59.7 24.1 32.0 29.9 7.9 6.1 70.5 60.9 53.4 53.6 16.9

令和５年度・中１ 61.9 26.2 31.7 28.2 7.4 6.4 71.2 61.8 58.4 55.7 15.5

令和６年度・中１ 84.1 33.4 45.5 13.1 1.8 6.2 86.4 85.0 84.3 80.3 6.1

令和５年度・中１ 84.9 36.3 42.9 12.4 1.7 6.7 87.0 86.4 85.7 80.4 6.6

令和６年度・中１ 85.9 32.6 47.7 11.6 1.6 6.5 93.6 88.9 85.9 74.8 18.8

令和５年度・中１ 87.5 36.8 44.7 10.5 1.2 6.9 95.6 91.0 86.8 75.5 20.1

3

自分が書いた文章や話すときの原稿を
見直して、理由が書けているか、もとの
文章を踏まえているか、構成がしっかり
しているかなどを振り返っている。

7
はっきりと正確に伝わるように、違う言
葉を使ったり文章を書き直したりしてい
る。

4
言葉を選んだり工夫して使ったりして、
きめ細かな心の様子や情景を伝えようと
している。

5
本で読んだことを参考にして、学校や家
庭の学習や生活の場面で、より良くなる
よう工夫している。

6
敬語や丁寧語に、どのような心が込めら
れているかを考えている。

質問
番号

質問内容

2
友だちが書いた文章や話したことを参考
にして、自分にはない新しい考えや自分
とは違う考えを持とうとしている。

1
質問したりアドバイスし合ったりして思い
や考えを伝え、先生や友だち、地域の人

と進んで交流しようとしている。

川
崎
市

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

母
集
団

肯定群
回答割合

（％）
年度・学年
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    【第２学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 70.6 89.7 78.1 67.2 47.3 42.4

知識・技能 73.9 89.9 79.8 70.9 55.1 34.8

思考・判断・表現 68.1 89.5 76.9 64.4 41.5 48.0

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

大問
A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D

層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 1 放送された内容のテーマを選ぶ 基礎 選択式 ● 83.5 96.2 90.1 83.5 64.1 32.1

1 2 田中さんの意見の内容を選ぶ 基礎 選択式 ● 69.6 83.8 74.1 65.6 54.8 29.0

1 3 大谷さんの提案の理由を選ぶ 基礎 選択式 ● 82.5 96.6 90.0 82.7 60.8 35.8

1 4 司会者の議論の進め方を選ぶ 基礎 選択式 ● 78.9 94.7 87.1 77.4 56.3 38.4

1 5 話し合いの続きの前提となる発言の内容を選ぶ 応用 選択式 ● 74.7 93.3 84.4 73.6 47.5 45.8

2 1 ア 漢字の読み（ここからの眺望はすばらしい。） 基礎 短答式 ● 59.6 86.4 70.4 52.6 29.1 57.3 Ⅲ

2 1 イ 漢字の読み（歌いすぎて喉が痛い。） 基礎 短答式 ● 99.4 100.0 99.9 99.9 97.7 2.3

2 1 ウ 漢字の読み（手を添えて助ける。） 基礎 短答式 ● 94.0 99.9 99.1 96.7 80.3 19.6

2 2 ア 漢字の書き（作品が高くひょうかされた。） 基礎 短答式 ● 54.9 83.6 64.2 46.5 25.1 58.5 Ⅲ

2 2 イ 漢字の書き（月は地球のえいせいである。） 基礎 短答式 ● 26.7 59.2 28.3 14.7 4.6 54.6 Ⅰ

2 2 ウ 漢字の書き（多くの人のささえがあった。） 基礎 短答式 ● 87.8 99.7 97.4 89.4 64.8 34.9

2 3 古語を現代仮名遣いに直す 基礎 短答式 ● 94.3 99.6 98.9 97.1 81.7 17.9

2 4 文の文節の数を選ぶ 基礎 選択式 ● 66.4 80.6 70.1 63.5 51.4 29.2

2 5 文を単語に分ける 基礎 選択式 ● 73.7 93.4 84.1 69.9 47.5 45.9

2 6 異なる部首の漢字を選ぶ 基礎 選択式 ● 90.1 98.2 95.9 92.2 74.1 24.1

2 7 正しい接続語を選ぶ 基礎 選択式 ● 95.9 99.8 99.4 98.1 86.2 13.6

3 1 文章全体の構成を把握して、適切な接続語を選ぶ 基礎 選択式 ● 86.7 99.2 96.0 89.2 62.4 36.8

3 2 文章中の空欄に入る言葉を選ぶ 基礎 選択式 ● 86.5 98.7 95.0 88.9 63.5 35.2

3 3 文章の内容について、正しい説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 69.0 92.0 78.5 64.7 40.7 51.3 Ⅲ

3 4 条件に従って、まとめの中の空欄に入る言葉を書く 応用 記述式 ● 47.6 82.2 57.9 36.0 14.2 68.0 Ⅰ

4 1 文章の内容について、正しい説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 73.7 92.9 84.6 70.6 46.5 46.4

4 2 文章中の空欄に入る言葉を書く 基礎 短答式 ● 62.3 94.3 77.2 56.2 21.5 72.8 Ⅲ

4 3 登場人物の心情を選ぶ 基礎 選択式 ● 81.9 97.9 93.4 83.8 52.6 45.3

4 4 条件に従って、まとめの中の空欄に入る言葉を書く 応用 記述式 ● 61.7 86.5 73.2 60.2 26.8 59.7 Ⅲ

5 1 原稿の推敲について正しく説明したものを選ぶ 基礎 選択式 ● 38.8 64.9 40.4 29.8 20.3 44.6

5 2 修飾している語を選ぶ 基礎 選択式 ● 44.2 78.7 49.8 30.1 18.2 60.5 Ⅰ

5 3 原稿の構成の工夫について説明したものを選ぶ 基礎 選択式 ● 42.4 72.4 47.1 29.4 20.6 51.8 Ⅰ

5 4 条件に従って、具体的にまとめた文を空欄に書く 応用 記述式 ● 49.9 87.0 61.4 39.1 12.1 74.9 Ⅲ

川
崎
市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式

知

識
・
技

能

思

考
・
判
断

・

表
現
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     【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

昨年度は漢字の書きに課題がありました。今年度の漢

字の書きに関する設問は、正答率が 26.7％と低いもの

もあり、Ａ層においても約６０％と低い数値となっていま

す。さらに、Ａ－Ｄ層の差が５０ポイント以上になっている

設問が２問あり、Ｄ層だけでなくＣ層の無解答率も高いと

いう結果から、引き続き課題があることがわかります。ま

た漢字の読みに関しても、正答率が６０％を下回り、Ａ－Ｄ

層の差が５７ポイントと大きい設問があります。Ｄ層の無

解答率も３人に１人と多いことがわかります。 

現代仮名遣いに直す、部首を判断する、適切な接続語を

選ぶ設問に関しては、９０％を上回る結果となっており、Ａ

－Ｄ層の差が低い数値となっています。 

一方、文節に分ける、単語に分ける、修飾語に関する設

問では正答率が下がり、Ａ－Ｄ層の差が６０ポイントを上回

るものもあります。 

授業改善の手立てとして、読書活動を通して、漢字の読

み書きに関する力を高めていく工夫が必要です。また、得

た知識を活用する場面を想定し、言葉の特徴や使い方を

体験的に学ぶ機会を設定することで、より多くの知識を

定着させる活動を取り入れることも必要です。 

 

思考・判断・表現について 

放送で聞き取ったことをもとに答える設問では、どの問

題においてもほとんどの生徒が解答をしており、正答率も

高い数値となっています。また、どの設問もＤ層の正答率

が高いことがわかります。 

説明的な文章では、構成の把握、空欄を埋めるといった

選択問題では、いずれも正答率が８６％以上と高くなって

おり、Ｄ層においても６０％を上回る結果となっています。

しかし、文章の内容を説明する設問ではＡ－Ｄ層の差が 

５１ポイントと大きいことがわかります。 

文学的な文章においても、文章の内容を理解する設問

で正答率が下がり、Ａ－Ｄ層の差も７２.８ポイントと大き

く、Ｄ層における無解答率も３人に１人という結果となっ

ています。 

さらに、記述式の設問は圧倒的に正答率が低く、Ａ－Ｄ

層の差も７４.９ポイントと高いものもあり、Ｄ層の無解答

率も２人に１人と多い数値が見られます。Ｃ層においても

無解答率が５人に１人を超える設問があり、昨年度と同様

に記述に関して大きな課題があることがわかります。 

日頃から資料を読み取り、読み取った情報を自分の意

見としてまとめる力を高めることができる授業の工夫が

必要です。 



63 
 

【授業づくりのアイデア例】      ＜正答率と 4 層分析データ＞ 

設問内容：大問４（４）(思考・判断・表現、記述式) 

「条件に従って、まとめの中の空欄に入る言葉を書く」   

 

＜実際の設問＞ 

 

 

＜分析結果＞ 

 

 

 

 

                  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度と同じ設問内容の状況と比較すると、全体の正答率が１５．３

ポイント上昇、Ｂ層からＤ層の正答率もそれぞれ１５ポイント以上の上昇

しました。 

しかしながら、Ｃ－Ｄ層の差は３３．４ポイント、Ｄ層の無解答率も 

４６．１％と、依然としてＤ層の生徒が極端に正答できていない状況にあ

ります。登場人物の言動の意味や心情を読み取る力、その内容をまとめ

て適切に記す力等、段階的に力が身に付くような手立てや個に応じた

支援が必要です。 

（４）では「個人競技だと思っていたという内容がない」という誤答例

が全体の約２０％にみられます。その場の心情だけでなく、「なぜその心

情になったのか」、「どのように移り変わったのか」など、生徒が複数の

情報を根拠として積み重ね、内容を解釈することができるようになる

授業が求められます。 

A層 B層 C層 D層
AーD層

の差
パターン

判定

令和６年度・中２ 61.7 86.5 73.2 60.2 26.8 59.7 Ⅲ

令和５年度・中１ 46.4 89.8 57.9 29.7 8.0 81.8 Ⅰ

川崎市
川崎市学力層別

年度・学年
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＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大問４「たまごを持つように」の文中、「このごろ気づいたこと

がある」から始まる段落には、「個人競技だとばかり思っていた弓

道が、実はそうではない」と、（４）の解答の核となる表現がありま

す。大切なのは「なぜ個人競技ではないと考えを変えたのか」で

あり、それを的確に読み取るには、そもそも「なぜ実良は個人競

技を選んだ（選びたかった）のか」を理解する必要があります。 

作中、実良は周りから浮いてしまう存在として描かれていま

す。これは前述の段落にはなく、冒頭の５～７段落にかけて書か

れている情報です。このように、離れた部分にある情報も根拠と

して積み重ねることが今回の課題です。 

 

 

本文中から分かる情報に線を引かせる、あるいはそこから読み

取れる（書かれていない）情報を記録させるなど、基本的な読解

の指導は変わりません。加えて、それらの情報をカードにする、記

録する枠を別に用意するなど、文章を読み進めた後でもすぐに

見て比べられるように手元に残せる手立てを講じます。見つけた

情報を手元に残しながら積み重ねることで、その後の登場人物の

言動の意味や心情と結びつけやすくすることをねらいます。 

ページを何度もめくり、離れた部分と往来しながら答えを考え

ることが難しいという生徒もいます。個に応じて、複数の情報を

根拠に内容を解釈する力を養うための手立てが求められます。 

 

１．基本の発問 実良は、弓道を始めたときはどのような人物でした

か。実良の感情や考えが分かる部分に線を引きましょう。 

線を引く部分 ⇒ 読み取れること 

・「実良はトラブルメーカーだった」 

・「周りから浮いてしまう」 

・「教室も家も～居心地が悪い」 

⇒ 

・対人関係が苦手。 

・一人でいられる方が

いい。 

・「（射場に立っている）その間だけは

安全だ」 

・「セーフティーゾーンに逃げこめる」 

・「的に中
あた

ったぶんだけ、肯定される」 

⇒ 

・弓道があるから、一

人になれる。 

・弓道を認められる場

だと思っている。 

 

 

２．ねらいにせまる発問 実良の弓道に対する考えは、どのように変

化しましたか。「カード」の言葉も用いて考えをまとめましょう。 

 

 

 

 

手立て 【集めた複数の情報を手元に残す（カードにする）】 

大問４ 「たまごを持つように」 を用いた例 複数の情報を根拠として積み重ね、内容を解釈する 

この情報をカードとして手元に残す 

こ
の
ご
ろ
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
個

人
競
技
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
弓
道

が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
に
。  

（中
略
）  

そ
し
て
気
が
つ
い
た
。
弓
は
自

分
に
と
っ
て
、
一
番
大
事
な
も
の
だ
と
思

っ
て
い
た
け
れ
ど
、
も
し
か
す
る
と
、
も
っ

と
大
事
な
の
は
、
仲
間
か
も
し
れ
な
い
。  

・対人関係が

苦手。 

・一人でいられ

る方がい

・弓道があるから、

一人になれる。 

手元のカードと比べながら、登場人物

（実良）の心情の変化にせまる。 
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国語では自分の考えをもち他者の意見を取り入れながら推敲し、その考えを深めていくことが大切です。質問番号１、３では、Ａ－Ｄ

層の差がそれぞれ２０ポイント以上と大きいことが分かります。一方、違う言葉を使うことに関しては、肯定群の割合が若干上がりＡ－

Ｄ層の差が縮まっています。また、質問１、５は全体的に肯定群の割合が昨年度に引き続き低くなっています。自分が書いた文章を推敲

する習慣を身に付けるとともに、読書を通して得られる知識を様々な場面で活用していく工夫が必要だと考えられます。 

よくあて

はまる

ややあて

はまる

あまりあ

てはまら

ない

まったく

あてはま

らない

その他

無回答
A層 B層 C層 D層

Ａ-Ｄ層

の差

令和６年度・中２ 59.4 16.7 41.5 33.3 6.5 1.9 69.3 62.0 57.7 48.2 21.1

令和５年度・中１ 61.3 16.5 41.8 32.4 4.4 5.0 68.6 65.7 59.7 50.4 18.2

令和６年度・中２ 84.1 29.2 53.2 14.0 1.5 2.1 91.6 87.9 84.1 72.9 18.7

令和５年度・中１ 85.3 30.6 50.3 12.9 1.1 5.2 92.0 87.6 84.4 76.5 15.5

令和６年度・中２ 79.4 31.0 46.7 17.8 2.4 2.1 90.7 85.6 78.2 62.7 28.0

令和５年度・中１ 80.5 33.6 42.4 16.3 2.1 5.6 92.2 86.4 77.9 64.4 27.8

令和６年度・中２ 84.2 31.7 50.4 14.0 1.4 2.4 90.9 87.5 84.4 73.6 17.3

令和５年度・中１ 84.3 33.6 45.6 13.4 1.4 6.1 91.7 87.4 84.6 72.5 19.2

令和６年度・中２ 53.7 21.7 30.7 33.5 11.6 2.5 62.8 55.9 49.3 46.7 16.1

令和５年度・中１ 61.9 26.2 31.7 28.2 7.4 6.4 71.2 61.8 58.4 55.7 15.5

令和６年度・中２ 82.2 33.9 46.3 14.9 2.4 2.5 83.4 83.4 82.8 79.3 4.1

令和５年度・中１ 84.9 36.3 42.9 12.4 1.7 6.7 87.0 86.4 85.7 80.4 6.6

令和６年度・中２ 87.6 34.4 50.8 10.7 1.4 2.7 95.2 90.6 87.6 76.8 18.4

令和５年度・中１ 87.5 36.8 44.7 10.5 1.2 6.9 95.6 91.0 86.8 75.5 20.1

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

母

集

団

肯定群

回答割合

（％）

年度・学年

川

崎

市

質問したりアドバイスし合ったりして思

いや考えを伝え、先生や友だち、地域の

人と進んで交流しようとしている。

友だちが書いた文章や話したことを参

考にして、自分にはない新しい考えや自

分とは違う考えを持とうとしている。

自分が書いた文章や話すときの原稿を

見直して、理由が書けているか、もとの

文章を踏まえているか、構成がしっかり

しているかなどを振り返っている。

言葉を選んだり工夫して使ったりして、

きめ細かな心の様子や情景を伝えよう

としている。

本で読んだことを参考にして、学校や家

庭の学習や生活の場面で、より良くな

るよう工夫している。

敬語や丁寧語に、どのような心が込め

られているかを考えている。

はっきりと正確に伝わるように、違う言

葉を使ったり文章を書き直したりして

いる。

3

7

4

5

6

質問

番号
質問内容

2

1

 【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 
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【第３学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 71.1 89.8 79.2 68.4 47.0 42.8

知識・技能 61.6 85.2 70.3 55.9 35.0 50.2 Ⅲ

思考・判断・表現 78.2 93.3 85.9 77.8 55.9 37.4

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

大問
A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D
層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 1 放送された内容のテーマを選ぶ 基礎 選択式 ● 95.9 99.2 98.3 96.7 89.3 9.9

1 2 鈴木さんの発表の説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 71.6 81.5 74.4 68.3 62.1 19.4

1 3 岡田さんが用いた資料を選ぶ 基礎 選択式 ● 93.4 97.8 96.4 94.0 85.3 12.5

1 4 司会者の議論の進め方を選ぶ 基礎 選択式 ● 91.4 99.3 97.7 94.0 74.4 24.9

1 5 これからの話し合いの方向を選ぶ 応用 選択式 ● 81.1 91.8 84.5 81.3 66.9 24.9

2 1 ア 漢字の読み（哀れみを感じる。） 基礎 短答式 ● 90.7 99.6 98.5 94.9 70.0 29.6

2 1 イ 漢字の読み（萎縮して実力が出ない。） 基礎 短答式 ● 59.2 95.9 77.7 47.0 16.3 79.6

2 1 ウ 漢字の読み（宣誓を行う。） 基礎 短答式 ● 77.1 99.3 94.0 78.9 36.3 63.0 Ⅲ

2 2 ア 漢字の書き（ピアノをえんそうする。） 基礎 短答式 ● 58.1 90.3 72.0 49.0 21.0 69.3 Ⅲ

2 2 イ 漢字の書き（雨粒がたれる。） 基礎 短答式 ● 43.9 79.3 52.1 31.7 12.6 66.7 Ⅰ

2 2 ウ 漢字の書き（機械がこしょうする。） 基礎 短答式 ● 56.1 92.1 71.4 43.5 17.2 74.9 Ⅱ

2 3 同じ意味・用法の助動詞「れる・られる」を選ぶ 基礎 選択式 ● 49.1 71.4 50.8 38.4 35.7 35.7

2 4 活用形が同じ動詞を選ぶ 基礎 選択式 ● 28.3 51.2 27.8 19.4 14.8 36.4

2 5 古文の単語の意味を現代語訳から書き抜く 基礎 短答式 ● 87.5 97.9 94.3 90.7 67.3 30.6

2 6 正しい敬語を選ぶ 基礎 選択式 ● 64.0 81.6 66.4 56.7 51.2 30.4

2 7 指定された二つの部分の関係として適切なものを選ぶ 基礎 選択式 ● 79.8 95.6 89.3 80.0 54.2 41.4

3 1 文章全体の構成を説明した文章の空欄に入る段落を選ぶ 基礎 選択式 ● 85.1 98.2 93.7 85.9 62.5 35.7

3 2 文章を踏まえて説明しているものを選ぶ 基礎 選択式 ● 84.2 97.6 93.5 85.3 60.6 37.0

3 3 文章中の空欄にあてはまる言葉を選ぶ 基礎 選択式 ● 92.4 99.6 98.4 95.0 76.8 22.8

3 4 条件に従って、ノートの空欄に入る言葉を書く 応用 記述式 ● 61.7 88.9 74.8 57.3 25.8 63.1 Ⅲ

4 1 登場人物の関係について正しく説明しているものを選ぶ 基礎 選択式 ● 77.5 92.7 86.0 76.2 55.1 37.6

4 2 登場人物の心情について書き抜く 基礎 短答式 ● 74.1 97.6 89.6 75.3 34.1 63.5 Ⅲ

4 3 登場人物の心情について正しく説明しているものを選ぶ 基礎 選択式 ● 91.4 99.1 96.9 95.8 74.0 25.1

4 4 話し合いと文章の内容を踏まえて空欄に入る言葉を書く 応用 記述式 ● 56.3 82.8 66.6 53.7 22.1 60.7 Ⅲ

5 1 同じ品詞のものを選ぶ（たいへん） 基礎 選択式 ● 45.2 67.9 49.4 40.3 23.0 44.9

5 2 意見文の下書きの構成について正しい説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 70.6 92.6 80.5 69.1 40.4 52.2 Ⅲ

5 3 意見文の下書きを改良した点を選ぶ 基礎 選択式 ● 75.1 95.3 85.6 73.1 46.5 48.8

5 4 複数の条件に従って自分の考えを書く 応用 記述式 ● 49.7 78.3 57.3 43.9 19.4 58.9 Ⅲ

川
崎
市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・

表
現
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    【観点別分析】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知識・技能について 

文法の知識を問う全ての設問でＡ－Ｄ層の差が４２

ポイントより小さくなっています。昨年度はＡ－Ｄ層の

差が大きい設問もあったため、日頃の授業の成果であ

ると考えられます。 

課題は、漢字の読み、書きを問う設問でのＡ－Ｄ層の

差が大きいことです。特に漢字の書きを問う全ての設

問でＡ－Ｄ層の差が６６ポイント以上であることから、

漢字を日頃から活用する指導が必要であると考えられ

ます。また、昨年度はＡ－Ｄ層の差のパターンがⅢのみ

であったのに対して、今年度はⅠからⅢの全てのパタ

ーンが見られます。Ｄ層だけでなくＢ層、Ｃ層への指導

も必要です。 

授業改善の手立てとして、漢字の学習だけでなく、文

章中の漢字を取り上げることや漢字を書こうとする意

識を向上させていけるような授業の工夫を日頃から

行っていくことが必要です。 

 

思考・判断・表現について 

放送の内容から意見を聞き取る設問は正答率が高

く、昨年度と比べてもＡ－Ｄ層の差が小さくなってい

ます。その中でも議論の進め方を選ぶ設問ではＡ－Ｄ

層の差が昨年度に比べて小さくなり、改善が見られ

ます。日頃のグループワーク活動、話し合い活動での

工夫が効果的であると考えられます。また、資料を読

み取り自分の意見を書く設問ではＡ－Ｄ層の差が５８

ポイント、Ｄ層の無解答率が４５％という結果になっ

ています。昨年度も全体的に正答率が低いことから、

資料を読み取ること、自分の意見をもち自分の言葉

で表現することにまだ課題があると考えられます。 

日頃の授業から資料を読み取り、読み取った情報

を自分の意見に生かすことができるようになる授業

の工夫を継続的に行うことが必要です。 
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【授業づくりのアイデア例】                                ＜正答率と 4 層分析データ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問内容：大問５（４）(思考・判断・表現、記述式) 

「複数の条件に従って自分の考えを書く」 

 

＜分析結果＞ 

昨年度はＡ－Ｄ層の差は８１ポイント、今年度は、５８．９ポイ

ントでした。今年度に着目してみると、Ａ－Ｂ層の差が約２１ポ

イントあり、昨年度と同様、Ａ層とＢ、Ｃ、Ｄ層に開きがあること

がわかります。また、無解答率はＣ層で１６．３％、Ｄ層では 

４５．１％となっています。依然として「複数の条件に従って自

分の考えを書く」ことが苦手な分野であると考察できます。 

昨年度に引き続き、資料から複数の情報を読み取り、自分

の考えをまとめ、書く経験が必要です。そのためには、 

 

①複数の資料から読み取った情報を整理すること。 

 

②読み取った情報を根拠にし、自分の考えを明確に述べるこ

と。 

 

の２つの学習活動を授業で扱うことが求められます。 

A層 B層 C層 D層
AーD層

の差
パターン

判定

令和６年度・中３ 49.7 78.3 57.3 43.9 19.4 58.9 Ⅲ

令和５年度・中2 62.3 97.7 80.9 53.8 16.7 81.0 Ⅲ

川崎市
川崎市学力層別

年度・学年
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＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

 

 

大問５の「さまざまなメディアの特徴について考える」場面で、

ある班が生活に身近な新聞に着目しました。そこで紙版とデジタ

ル版に注目して話し合っている中で、（４）の問題が出てきます。ポ

イントとなるのが、「あなたなら」という視点で書いていくことを押

さえます。 

資料１・２→紙版について  資料３・４→デジタル版について 

整理するうえで、 

①自分が読みたくなる方はどちらかの立場を明確にする 

②なぜ読みたくなるのかという「よさ」を会話文から見つける 

③会話文の語句を用いて、文章を作っていく 

①～③の段階を経て書くことで文章ができます。 

資料を２つ以上用い、「よさ」を述べなければならないこと、ど

のような「よさ」があるのかを明確にすること、２つの文をどのよ

うにつなぎ合わせればよいのか等を生徒が意識できる手立てが

必要です。 

 

 

まず、上記で読み取った情報をどのように並べるか、また、自分

の考えがどうすれば説得力のある文になるかを考えます。中に

は、文のつなぎ合わせが不自然になり、自分の考えか会話文の生

徒の意見なのかを区別できない生徒もいます。順序だてて読み取

った情報を構成する経験が必要になります。 

＜具体的な事例＞ 

１ 実際に紙媒体の新聞とデジタル版の新聞を使って読み取った情

報を付箋に書いて整理する。※キーワードの収集 

ＧＩＧＡ端末を効果的に使用したいところです。今まで通り、付箋

を使い、書く活動も大切ですが、ネット社会に生きる生徒たちにとっ

て、デジタルツールを駆使する力も大切であると考えます。また、他

者との共有がしやすい面もあります。まずは、短い言葉をたくさん

書き出し、その後、必要な情報を取捨選択することも重要です。例え

ば、複数の新聞社の同じ対象の物を準備し、書き方の違いを見つ

け、どちらがより効果的なのか、伝わりやすいのか等を考える工夫

ができます。 

 

２ 日常的に資料から読み取ったことを基に自分の意見を書く活動

を取り入れる。※自分の意見を明確にする 

「根拠」と「考え」を区別するように心がけることが大切です。新聞

の中にあるグラフや図を基に、説明的な文章などを扱う授業の冒頭

で継続的に行うことで効果が期待できます。 

①伝えたいことに合わせて様々な情報を収集すること。 

②目的や形式に応じて、引用したり言い換えたりしてまとめること。 

③日頃の授業で資料から読み取った情報をまとめること。 

④情報を基に自分の意見を組み立てること。 

これらの活動を通して、複数の情報を根拠に読み取る力の向上を

目指します。その際、「根拠」と「考え」の区別がつかず、調べたものを

そのまま自分の考えとして使わない指導の継続が必要です。 

複数の資料から読み取った情報を整理する 

読み取った情報を根拠にし、自分の考えを明確に述べる 
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よくあて
はまる

ややあて
はまる

あまりあ
てはまら

ない

まったく
あてはま

らない

その他
無回答

A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

令和６年度・中３ 62.5 18.7 42.1 30.6 6.0 2.6 73.1 67.2 58.9 50.4 22.7

令和５年度・中２ 62.9 17.4 44.4 31.8 4.8 1.6 72.6 66.5 60.4 51.7 20.9

令和６年度・中３ 85.9 32.4 51.2 12.0 1.7 2.7 92.7 90.1 85.8 74.8 17.9

令和５年度・中２ 85.6 31.9 52.3 12.8 1.3 1.7 92.0 89.9 85.7 74.6 17.4

令和６年度・中３ 81.4 34.4 44.7 15.6 2.5 2.8 92.5 87.1 79.8 65.7 26.8

令和５年度・中２ 78.4 31.1 45.8 18.6 2.7 1.8 88.4 84.7 76.4 63.7 24.7

令和６年度・中３ 74.1 35.0 48.8 11.9 1.4 3.0 92.7 91.0 86.0 75.3 17.4

令和５年度・中２ 83.7 31.5 50.4 14.4 1.6 2.0 90.9 87.4 83.5 72.6 18.3

令和６年度・中３ 53.9 20.9 31.4 33.0 11.6 3.1 62.7 55.8 50.9 46.0 16.7

令和５年度・中２ 54.9 23.0 30.7 33.1 11.1 2.2 61.8 56.9 51.7 49.0 12.8

令和６年度・中３ 80.3 30.3 47.4 16.4 2.7 3.1 82.9 81.3 79.5 77.2 5.7

令和５年度・中２ 83.7 36.0 45.8 13.9 2.0 2.4 85.5 85.9 84.1 79.4 6.1

令和６年度・中３ 88.7 38.5 47.3 9.7 1.2 3.2 94.9 93.7 88.0 77.7 17.2

令和５年度・中２ 87.7 36.1 49.4 10.8 1.2 2.5 95.8 91.0 87.5 76.2 19.6

3

自分が書いた文章や話すときの原稿を見

直して、理由が書けているか、もとの文章
を踏まえているか、構成がしっかりしてい

るかなどを振り返っている。

7
はっきりと正確に伝わるように、違う言葉
を使ったり文章を書き直したりしている。

4
言葉を選んだり工夫して使ったりして、き
め細かな心の様子や情景を伝えようとし

ている。

5

本で読んだことを参考にして、学校や家

庭の学習や生活の場面で、より良くなるよ
う工夫している。

6
敬語や丁寧語に、どのような心が込めら
れているかを考えている。

質問
番号

質問内容

2

友だちが書いた文章や話したことを参考

にして、自分にはない新しい考えや自分
とは違う考えを持とうとしている。

1

質問したりアドバイスし合ったりして思い

や考えを伝え、先生や友だち、地域の人と
進んで交流しようとしている。

川
崎
市

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

母

集
団

肯定群
回答割合

（％）

年度・学年

【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語では様々な場面で学んだ語彙や表現を活用することが大切です。質問番号１、３では昨年度と同様に A－Ｄ層の差が 

２０ポイント以上開いており、引き続き課題があると考えられます。質問番号５の回答で本から知識を得る機会が昨年度より

も減り、A－Ｄ層の差が約４ポイント広がっています。豊かな語彙や表現を得るために、本を読む機会や語句の意味を調べる

機会を与え、自ら知識を得ようとする姿勢を身に付ける工夫が必要だと考えられます。 
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【学習意識調査から】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ 今後 の各 種 事業 の取 組について 

中２は、複数の情報を根拠として積み重ね内容を解釈すること、中３

は、複数の資料から読み取った情報を整理したうえで、自分の考えを

明確に述べることについて取り上げました。全学年の課題に共通し

て、読み取った情報を根拠に内容全体をまとめたり、そこから発展さ

せて考えを述べたりすることの難しさが挙げられます。しかし、左に挙

げた質問への回答を見ると、日頃からわかりやすく伝えようと意識し

ている生徒は全学年において６０％を超えることがわかります。実際

の正答率と意識調査の肯定的な回答の割合の差から、文章（他人によ

って与えられる情報）の全体像をしっかり把握すること、あるいは話す

ことはできても文字に起こすことに困難を抱えている生徒が多いと

推察できます。 

文章の全体像を捉えるために必要なことは、まず、与えられた中か

ら必要な情報と不要な情報を見極めることです。そのもととなるもの

が読解力です。読解力とは、話の「話題」を捉える力と、伝えたいこと

は何か「結論」を捉える力のことです。物語文であれば、まずは会話

文、行動、情景に着目させ、説明文であれば根拠と考えを区別します。

さらに、資料に線を引くだけではなく、カードにしたり、ＧＩＧＡ端末を

利用したりすることで、集めた情報を一目で見ることができ、全体像

を捉えやすくなります。また、考えを言語化することが難しい生徒に対

しては、比較的取り組みやすい５Ｗ１Ｈをさらに簡素化した「何が起こ

って」「どのようにして」「感じたこと」を短い言葉で考え、それをつなげ

る、そこに接続詞や動詞をつける、語順を整える、とアドバイスし合い

ながら少しずつステップアップしていくことで、言葉をアウトプットし

ていくことへの苦手意識を取り除いていく手立てが考えられます。 

質問番号：【４５】 

質問内容：自分の意見や考えを相手にわかりやすく伝えること

ができる。 

＜分析結果＞ 

「自分の意見や考えを相手にわかりやすく伝える」ことは、

国語の学習においても大切です。調査結果では、調査を実施

したすべての学年で A－Ｄ層の差が２０ポイント以上あること

がわかります。さらに、各層の間で最も差が大きいのは、昨年

度同様、C、Ｄ層です。相手にわかりやすく伝えるための基礎

となるのが語彙力です。言葉に関する知識の習得には差があ

るため、日頃から個に応じた学習を丁寧に進めていくととも

に、グループワークの活用等話し合い活動を通して、自分の考

えを伝える場面を設定していくことが課題として考えられま

す。 

＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

先のとおり各学年の分析では、中１は、根拠を明確にしたう

えで文章の内容を把握し自分の言葉でまとめ直すこと、 

現学年 年度・学年 川崎市 A層 B層 C層 D層
A-D
の差

第１学年 令和６年度・中１ 63.2 74.5 69.0 58.6 51.0 23.5

令和６年度・中２ 60.6 73.1 65.0 57.3 47.4 25.7

令和５年度・中１ 65.6 76.7 68.5 64.1 53.2 23.5

令和６年度・中３ 62.1 74.7 66.8 60.6 46.6 28.1

令和５年度・中２ 63.3 74.8 67.6 60.9 50.0 24.8

第２学年

第３学年
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3 中 学 校 社 会  

【第 １学 年 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A

層

B

層

C

層

D

層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 49.2 73.3 54.3 41.9 27.3 46.0

知識・技能 54.1 77.9 60.0 47.3 31.1 46.8

思考・判断・表現 24.9 50.0 25.9 14.9 8.6 41.4

集計項目
川
崎

市

川崎市学力層別

大問
A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D
層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 1 基本的人権の説明として正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 89.1 98.9 96.6 92.2 68.9 30.0

1 2 国の収入のグラフから読み取れるものを選ぶ 基礎 選択式 ● 60.8 84.1 67.2 52.0 39.9 44.2

1 3 三権分立の図から内閣が裁判所に対して行うことを選ぶ 基礎 選択式 ● 51.8 80.7 59.7 42.0 24.9 55.8 Ⅰ

1 4 選挙権が与えられる年齢を書く 基礎 短答式 ● 78.2 88.7 81.5 79.5 63.0 25.7

1 5 資料を見て市区町村の政治について読み取る 応用 選択式 ● 85.3 97.2 94.3 87.4 62.3 34.9

2 1 資料から縄文時代の住居の名称を書く 基礎 短答式 ● 34.5 68.6 40.4 20.4 8.6 60.0 Ⅰ

2 2 弥生時代の人々の暮らしについて説明した文を選ぶ 基礎 選択式 ● 35.8 64.3 40.0 24.2 14.7 49.6

2 3 弥生時代の歴史が現在伝わっている理由を書く 応用 記述式 ● 24.7 49.6 27.9 15.4 5.8 43.8

2 4 行基の業績として正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 52.8 77.2 56.3 44.9 32.8 44.4

2 5 平安時代に書かれた作品とその作者を選ぶ 基礎 選択式 ● 79.3 91.7 85.6 79.8 60.1 31.6

3 1 源頼朝の業績として正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 30.9 56.8 25.5 21.8 19.7 37.1

3 2 元寇の時の執権の名を選ぶ 基礎 選択式 ● 43.2 83.6 46.5 26.7 16.1 67.5 Ⅰ

3 3 足利義満が貿易を行った中国の王朝名を書く 基礎 短答式 ● 5.3 18.5 1.8 0.6 0.1 18.4

3 4 室町時代の文化の説明として正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 62.6 85.3 66.5 57.2 41.5 43.8

3 5 北条政子の活躍した時期を選ぶ 応用 選択式 ● 30.9 60.1 28.0 19.1 16.2 43.9

4 1 豊臣秀吉について正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 49.7 90.3 63.5 30.8 14.4 75.9 Ⅱ

4 2 江戸時代の村で連帯責任を負う制度の名称を選ぶ 基礎 選択式 ● 59.7 95.0 77.5 48.5 17.7 77.3 Ⅲ

4 3 大名の配置の特徴を地図から読み取り選ぶ 基礎 選択式 ● 67.9 96.6 84.8 65.8 24.4 72.2 Ⅲ

4 4 江戸時代の外国との交流について正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 80.1 98.0 92.2 81.4 49.1 48.9

4 5 江戸時代に日本地図を作った人物を選ぶ 基礎 選択式 ● 72.9 98.1 89.5 70.2 33.6 64.5 Ⅲ

4 6 江戸時代に発展した文化を選ぶ 基礎 選択式 ● 40.1 69.1 39.3 30.3 21.5 47.6

5 1 明治維新の政策として誤っているものを選ぶ 基礎 選択式 ● 42.3 70.3 40.6 28.8 29.4

5 2 初代の内閣総理大臣の名を書く 基礎 短答式 ● 32.3 76.4 35.0 14.7 3.0 73.4 Ⅰ

5 3 日清戦争に関係している出来事として正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 30.4 36.0 29.9 27.4 28.4

5 4 工業の発展のグラフから読み取れる内容を選ぶ 応用 選択式 ● 53.5 75.1 61.0 48.4 29.4 45.7

5 5 満州事変から終戦までに起こった出来事を選ぶ 基礎 選択式 ● 45.2 63.7 51.3 41.4 24.6 39.1

5 6 ア 家電普及率のグラフから読み取れる内容を選ぶ 基礎 選択式 ● 68.1 84.2 72.2 66.7 49.4 34.8

5 6 イ 戦後の出来事の正しい順番を選ぶ 応用 選択式 ● 20.5 33.5 17.9 14.9 15.7

6 1 大日本帝国と日本国の憲法下の主権者の違いを書く 応用 記述式 ● 38.7 78.1 48.1 23.5 5.3 72.8 Ⅰ

6 2 資料から日本が国連に加盟できなかった理由を書く 応用 記述式 ● 9.6 28.9 7.7 1.7 0.1 28.8

川
崎
市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・

表
現
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    【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

平均正答率は５４．１％でした。資料から読み取る問題や

正しい説明文を選ぶ問題の正答率が低い傾向がありまし

た。 
「武士の政治の始まりと室町文化」では、室町文化の説

明を選ぶ問題は比較的良い結果がみられましたが、源頼

朝の業績を選ぶ問題の平均正答率は３０．９％であり、理

解が不十分でした。 

「江戸幕府の政治と人々の暮らし」では、大名の配置の

特徴を地図から読み取り正しい説明文を選ぶ問題では、

比較的良い結果がみられました。しかし、Ａ－Ｄ層の差が 

７０％以上かけ離れており、その中でも特にＣ－Ｄ層の差

が一番大きく開きました。 

このようなことから、資料から読み取れたことをこれま

での既習事項と関連付けながら、歴史的事象の背景を考

えたり、時代の特色を大観したりすることができる学習

活動を取り入れた授業を実践することが必要です。 

 

 

思考・判断・表現について 

「戦争から平和の時代へ」では、戦後の出来事の正しい

順番を選ぶ問題については正答率が２０.５％で理解が不

十分でした。 

また、資料から日本が国連に加盟できなかった理由を

記述する問題では、Ａ層の正答率は２８.９%、Ｂ－Ｄ層は、

１０.０%を下回っており、Ａ－Ｄ層の差は２８.８ポイントで

した。この問題は「資料３ サンフランシスコ平和条約に調

印した国と調印しなかった国」からアメリカ合衆国が調印

したのに対し、ソ連が調印していないことから、２国間が

対立関係にあったことを読み取ります。そして、「資料４ 

国際連合安全保障理事会について」から拒否権の内容を

読み取り、２つの資料から読み取った内容を関連付けて考

えます。 

このようなことから、複数の資料から情報を読み取り、

様々な社会的事象を関連付けて時代の特色を大観した

り、対話的な深い学びを実現したりすることができる学

習活動を取り入れていくことが大切です。 
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     【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問番号５における肯定群の割合は 89.1％で、高い割合を維持しています。その一方で質問番号２の肯定群の割合は７４.９％で、昨

年度の７７.１％から 2.2％下回りました。日本のいろいろな地域の産業に関係するような学習の問題(課題)を授業で設定し、これまでの

既習事項をもとにして、その問題（課題）の解決を探究するような学習活動がより重要になります。 

よくあて

はまる

ややあて

はまる

あまりあ

てはまら

ない

まったく

あてはま

らない

その他

無回答
A層 B層 C層 D層

Ａ-Ｄ層

の差

令和６年度・中１ 77.6 28.2 48.4 18.6 3.5 1.3 83.2 78.3 76.5 72.3 10.9

令和５年度・中１ 78.7 31.3 46.3 17.7 3.3 1.4 82.0 80.0 78.7 74.2 7.8

令和６年度・中１ 74.9 25.4 48.5 21.6 3.1 1.3 87.0 78.5 71.1 62.7 24.3

令和５年度・中１ 77.1 27.7 48.3 19.8 2.8 1.4 87.4 80.4 74.5 66.0 21.4

令和６年度・中１ 69.5 21.4 47.2 25.7 4.3 1.4 78.2 73.1 66.1 60.6 17.6

令和５年度・中１ 71.1 23.8 46.3 25.1 3.4 1.5 77.2 75.3 69.4 62.5 14.7

令和６年度・中１ 89.2 49.2 38.6 9.1 1.5 1.5 89.5 89.6 89.2 88.5 1.0

令和５年度・中１ 88.8 51.1 36.3 9.2 1.8 1.5 89.1 89.5 89.7 86.9 2.2

令和６年度・中１ 89.1 50.5 37.3 9.4 1.4 1.4 92.4 90.3 89.4 84.2 8.2

令和５年度・中１ 89.3 52.0 35.8 9.2 1.3 1.5 91.2 90.7 89.7 85.5 5.7

令和６年度・中１ 75.5 28.1 46.2 21.1 3.0 1.5 83.7 75.5 74.1 68.6 15.1

令和５年度・中１ 76.9 30.0 45.7 20.0 2.7 1.7 85.0 79.1 75.4 68.1 16.9

令和６年度・中１ 70.1 24.1 44.9 24.6 4.8 1.6 80.8 71.7 65.9 61.8 19.0

令和５年度・中１ 73.1 26.5 45.3 22.4 4.1 1.7 83.0 75.4 70.6 63.2 19.8

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

母

集

団

肯定群

回答割合

（％）

年度・学年

2

授業で設定した学習の問題（課題）を、

進んで調べたり考えたりして解決しよう

としている。

1

世界が平和で争いがない社会になるに

は、どのようなことが必要か考えてい

る。

川

崎

市

3

インタビューや現地調査をするときに

は、自ら進んで取り組むようにしてい

る。

7
異なる国のそれぞれの社会の出来事を

関連づけて考えるようにしている。

4
自分のふるさとを大切にしたり、より良

くしたいという気持ちを持っている。

5
日本のいろいろな地域の農業や工業、

商業が発展することを願っている。

6
社会の出来事を、いろいろな立場や視

点から見るようにしている。

質問

番号
質問内容
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【授業づくりのアイデア例】 

設問内容：源頼朝の業績として正しいものを選ぶ（知識・技能）   ＜正答率と 4 層分析データと分析結果＞  

＜実際の設問＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

                  ＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

 

 

 

 

 

 

大問３（１）における平均正答率は 

３０．９％であり、A 層の平均正答率 

は５６．８％で、B、C、Ｄ層では２６％ 

以下の平均正答率で、理解が不十分 

でした。（１）誤答として多かった選択 

肢は２と３で、カードの内容に平氏が 

入っていることから平清盛が行った 

政策の内容を選んでしまっている可能性が考えられます。 

昨年度と同様の傾向がある問題を比較すると、A－Ｄ層の差が大きくな

っています。小学校の既習事項を踏まえて、中学校では、歴史上の人物と

歴史的事象を関連付けることができる学習活動を取り入れる必要があり

ます。 

小学校学習指導要領解説社会編では、「源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，

元との戦いを手掛かりに，武士による政治が始まったことを理解すること」

といった知識及び技能を習得することが示されています。小学校でこうし

た指導がなされてきたことを踏まえ、中学校では次のような授業改善を図

る必要があります。 

 

 
既習事項を生かした社会的事象とのつながりや因果関係を踏まえて

資料をもとに時代を大観することができるようにする。 
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中学校では小学校での既習事項を踏まえて、どのように

歴史的事象との関連性があるのか、因果関係・資料をもと

に時代を大観することができる学習活動を取り入れる必要

があります。 

中学校学習指導要領解説社会編では、「武家政治の成立

とユーラシアの交流」について「鎌倉幕府の成立，元寇（モン

ゴル帝国の襲来）などを基に，武士が台頭して主従の結び

付きや武力を背景とした武家政権が成立し，その支配が広

まったこと，元寇がユーラシアの変化の中で起こったことを

理解すること」について取り扱うことが示されています。 

他にも大問３（２）では、A 層の正答率が８３．６％である

ものの、C－Ｄ層が誤答１を選んだ割合が３０％を超えてい

るため、カード B の「武士（御家人たち）をまとめて」という

記述から鎌倉時代の源氏に関係のある人物を選んでしまっ

ていると考えられます。また（５）では、誤答２が４０．６％と

正答１の３０．９％を上回っています。このことから時代の移

り変わりや関わりについて理解ができるように、例えば導

入の際に源頼朝と平清盛の政策の違いなどを比較すること

などが挙げられます。これらを踏まえて、資料からわかるこ

とを読み取る技能や、小学校で得た人物史の既習事項がど

のように歴史的事象と因果関係があるかなど、まとめの際

に年表や関連資料を用いて１つ１つの知識をつなげる学習

活動の工夫が必要です。 
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   【第２学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 50.9 78.8 57.7 42.3 24.7 54.1 Ⅰ

知識・技能 54.9 82.0 62.7 46.9 27.9 54.1 Ⅰ

思考・判断・表現 34.8 66.1 37.5 23.6 12.2 53.9 Ⅰ

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

大問
A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D
層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 1 インドが位置する大陸名を選ぶ 基礎 選択式 ● 76.0 98.7 92.1 73.0 40.1 58.6 Ⅲ

1 2 オーストラリアの位置を正しく説明した文を選ぶ 基礎 選択式 ● 71.6 96.1 87.6 69.4 33.2 62.9 Ⅲ

1 3 日付が変わるのが最も遅い都市を選ぶ 基礎 選択式 ● 62.1 83.1 65.8 57.1 42.5 40.6

1 4 赤道を選ぶ 基礎 選択式 ● 60.2 86.0 67.5 52.7 34.7 51.3 Ⅰ

2 1 温帯の説明文を選ぶ 基礎 選択式 ● 66.0 86.7 77.0 60.7 39.7 47.0

2 2 仏教に関する写真を選ぶ 基礎 選択式 ● 27.0 52.4 25.7 16.9 12.9 39.5

2 3 熱帯の地域の伝統的な住居の説明文を選ぶ 基礎 選択式 ● 53.8 83.9 59.5 43.5 28.3 55.6 Ⅰ

3 1 ＡSEＡNを書く 基礎 短答式 ● 42.6 79.0 51.7 29.3 10.3 68.7 Ⅰ

3 2 東南アジアの国々の輸出の変化について正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 73.9 95.2 85.9 73.1 41.3 53.9 Ⅲ

3 3 ヨーロッパが高緯度でも温暖な気候の理由を考える 応用 選択式 ● 62.3 86.1 71.6 58.3 33.3 52.8 Ⅲ

3 4 サハラ砂漠とナイル川の組み合わせを選ぶ 基礎 選択式 ● 73.4 93.3 81.9 69.6 48.6 44.7

4 1 ア アメリカの農業の特徴を考えて書く 応用 記述式 ● 36.9 66.1 46.2 28.1 7.2 58.9 Ⅲ

4 1 イ  適地適作を書く 基礎 短答式 ● 40.6 80.0 49.5 26.5 6.3 73.7 Ⅰ

4 2 ア アンデス山脈と大草原の組み合わせを選ぶ 基礎 選択式 ● 53.6 72.8 57.4 47.7 36.6 36.2

4 2 イ 南アメリカ州の輸出品の特徴について正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 61.4 87.8 71.7 54.4 31.6 56.2 Ⅲ

5 1 始皇帝を書く 基礎 短答式 ● 24.6 67.5 24.0 6.0 1.2 66.3 Ⅰ

5 2 副葬品の違いから埋葬された人の特徴を考える 応用 選択式 ● 48.2 77.3 53.1 39.6 22.7 54.6 Ⅰ

5 3 須恵器を選ぶ 基礎 選択式 ● 53.3 91.4 68.1 41.5 12.2 79.2 Ⅲ

6 1 聖徳太子が行ったことを選ぶ 基礎 選択式 ● 71.6 93.5 85.3 68.3 39.4 54.1 Ⅲ

6 2 調を選ぶ 基礎 選択式 ● 42.8 65.7 44.7 34.7 26.2 39.5

6 3 ア 遣唐使の派遣を停止した理由を考える 応用 選択式 ● 66.8 93.5 79.4 59.9 34.4 59.1 Ⅲ

6 3 イ 国風文化に関係が深い写真を選ぶ 基礎 選択式 ● 39.4 61.8 41.4 31.0 23.4 38.4

7 1 御成敗式目を選ぶ 基礎 選択式 ● 65.5 96.5 82.5 56.5 26.6 69.9 Ⅲ

7 2 地頭について正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 67.6 89.0 77.6 64.6 39.0 50.0 Ⅲ

7 3 院政を選ぶ 基礎 選択式 ● 47.0 83.2 53.6 31.9 19.3 63.9 Ⅰ

7 4 足利尊氏を書く 基礎 短答式 ● 18.2 55.6 12.9 4.0 0.5 55.1 Ⅰ

7 5 カードを政治の実権を握った順に並べ替える 応用 選択式 ● 22.2 54.4 17.5 8.5 8.3 46.1

8 1 明が海禁政策を取った理由を考えて書く 応用 記述式 ● 22.1 62.8 21.1 4.4 0.3 62.5 Ⅰ

8 2 琉球の貿易の特徴について考えて書く 応用 記述式 ● 12.9 42.7 7.6 0.9 0.2 42.5

8 3 現在の東アジアの国の貿易について正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 62.9 83.2 70.7 55.9 41.8 41.4

川
崎
市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・

表
現
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   【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

平均正答率は５４．９％でした。同一母集団の経年変

化でみると、A－Ｄ層の正答率には差が開きました。 

「世界のすがた」では、大陸や大洋、国の位置を捉える

設問の正答率は比較的良い結果がみられましたが、地

図中に示された地点の気候の特徴やそこで生活を送る

人々の営みの様子を解答する設問の理解は、やや不十

分でした。 

「中世の歴史」では、政治史について解答する設問の

正答率は比較的良い結果がみられましたが、農民の税

の内容を問う設問や国風文化に関わりの深い写真を選

ぶ設問の正答率がやや不十分でした。 

このことから気候やそこでの生活の特徴を理解し、そ

の特徴とともに分布を捉えていくことや歴史を多様な

面から捉えていくことができるようにすることが大切で

す。そのために、生徒が授業の中で、調べたり、資料を

活用したりすることで一つの知識から他の知識と関連

付けていくことができるような学習活動の工夫を取り

入れていくことが必要です。 

思考・判断・表現について 

平均正答率は３４．８％でした。同一母集団の経年

変化でみると、昨年度よりも７．５ポイント低下する結

果となりました。また、A－Ｄ層の生徒の平均正答率

には差が開きました。 

「世界のすがた」では、複数の資料を活用してアメリ

カの農業の特徴を考察し、記述する設問の理解が、や

や不十分でした。 

「歴史の流れ・原始から古代まで」では、遣唐使の派

遣を停止した理由を考察する設問の正答率は比較的

良い結果がみられましたが、中世の頃に政治の実権を

握った人物らについて、活躍した時期に並べ替える設

問や複数の資料を活用して明が海禁政策を行った理

由を考察し、記述する設問の理解は不十分でした。 

 このことから、明や朝鮮との交流が日本に与えた影

響を考える問いを設定し、追究することが大切です。

そのために、複数の資料から目的に応じて情報を読

み取り、考察することで時代を大きな流れで捉えられ

るような授業の工夫をしていくことが必要です。 
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【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果の分析 

同一母集団の経年変化でみると、質問番号６では、A－Ｄ層の差が昨年度よりも５ポイント大きくなっており、今年度は

21.9 ポイントとなっています。また、Ｄ層の生徒が肯定群の回答をした割合は昨年度よりも 9.5 ポイント低下していました。

このことから、社会の出来事に対して、対話的に意見を共有する時間をつくったり、社会の出来事に対して多面的・多角的な

見方で思考する時間をつくったりすることが必要だと考えられます。 

よくあて
はまる

ややあて
はまる

あまりあ
てはまら

ない

まったく
あてはま
らない

その他
無回答

A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

令和６年度・中２ 69.4 21.5 47.4 24.6 5.7 0.7 72.7 69.9 69.4 65.8 6.9

令和５年度・中１ 78.7 31.3 46.3 17.7 3.3 1.4 82.0 80.0 78.7 74.2 7.8

令和６年度・中２ 71.0 21.8 48.7 24.5 4.3 0.8 83.7 75.3 68.1 56.9 26.8

令和５年度・中１ 77.1 27.7 48.3 19.8 2.8 1.4 87.4 80.4 74.5 66.0 21.4

令和６年度・中２ 58.6 16.8 41.4 33.7 7.3 0.8 66.3 61.1 56.8 50.3 16.0

令和５年度・中１ 71.1 23.8 46.3 25.1 3.4 1.5 77.2 75.3 69.4 62.5 14.7

令和６年度・中２ 83.2 36.7 45.8 13.9 2.8 0.9 82.9 83.6 84.8 81.5 1.4

令和５年度・中１ 88.8 51.1 36.3 9.2 1.8 1.5 89.1 89.5 89.7 86.9 2.2

令和６年度・中２ 88.1 45.7 41.6 10.2 1.6 0.9 92.1 90.4 88.2 81.7 10.4

令和５年度・中１ 89.3 52.0 35.8 9.2 1.3 1.5 91.2 90.7 89.7 85.5 5.7

令和６年度・中２ 69.6 22.4 46.6 25.9 4.3 0.9 80.5 72.5 66.5 58.6 21.9

令和５年度・中１ 76.9 30.0 45.7 20.0 2.7 1.7 85.0 79.1 75.4 68.1 16.9

令和６年度・中２ 67.9 22.8 44.4 26.4 5.4 1.0 79.7 71.3 65.0 55.4 24.3

令和５年度・中１ 73.1 26.5 45.3 22.4 4.1 1.7 83.0 75.4 70.6 63.2 19.8

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

母
集
団

肯定群
回答割合

（％）
年度・学年

2
授業で設定した学習の問題（課題）を、進
んで調べたり考えたりして解決しようと
している。

1
世界が平和で争いがない社会になるに
は、どのようなことが必要か考えてい
る。

川
崎
市

3
社会で働いている人の話を聞いたり、最
新の社会に関する資料を読んだりして、
自分の考えを持とうとしている。

7
異なる国のそれぞれの社会の出来事を
関連づけて考えるようにしている。

4
自分のふるさとを大切にしたり、より良
くしたいという気持ちを持っている。

5
日本のいろいろな地域の農業や工業、商
業が発展することを願っている。

6
社会の出来事を、異なる意見や価値観を
比べて深く考えるようにしている。

質問
番号

質問内容
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【授業づくりのアイデア例】               

 設問内容：熱帯の地域の伝統的な住居の説明文を選ぶ                      〈正答率と 4 層分析データと分析結果〉 

                            （知識・技能） 

〈実際の設問〉 

             

大問２（３）における平均正答 

率は 53.8%であり、理解はや 

や不十分でした。4 層分析で 

みると、A 層の平均正答率は 

83.9%であり、A 層の生徒は 

十分に理解しているものと捉えることができます。しか

し、Ｄ層の平均正答率は 28.3%であり、A－層Ｄ間に

は 55.6 ポイントの差がありました。また、 A－Ｂ層間

には 24.4 ポイントの差がありました。これらのことか

ら、B、C、Ｄ層の幅広い範囲の生徒に熱帯地域の位置

や熱帯地域の伝統的な住居の特徴について理解できる

ような学習活動を取り入れる必要があります。 

同一母集団の経年変化でみると、位置や空間的な広

がりについての理解において、昨年度と同様に A 層の

生徒と B、C、Ｄ層の生徒との間に大きな差がみられま

す。このことから、引き続き、地図帳を活用して位置や

空間的な広がりについて生徒が理解できるように指導

していく必要があります。 
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＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

大問２（３）を正答するためには、熱帯地域の正しい位置と熱帯地

域の伝統的な住居の特徴の双方を理解していなければなりませ

ん。また、中学校学習指導要領解説社会編では、大項目Ｂ世界の

様々な地域の中項目（１）世界各地の人々の生活と環境について、

「人々の生活は，その生活が営まれる場所の自然及び社会的条件

から影響を受けたり，その場所の自然及び社会的条件に影響を与

えたりすることを理解すること。」と示されており、熱帯地域の伝統

的な住居の特徴が自然環境からどのような影響を受けてそのよう

になったのかを理解できるように指導していく必要があります。こ

れらのことから、次のような授業改善を図る必要があります。 

 

 

 

まず、熱帯地域の位置についての理解を促す授業展開としては、

『ケッペンの気候区分』を示した主題図や様々な位置の熱帯地域の

写真を活用して、生徒が熱帯地域の分布の規則性を見いだしたり、

経度が異なっても赤道付近であれば植生が共通していることを見

出したりできる活動を取り入れていく必要があります。 

次に、熱帯地域に住む人々の生活と自然環境との関連性につい

ての理解を促す授業展開としては、熱帯地域の気候が人々の衣食

住に与えている影響とはどのようなものなのかを思考する活動が

考えられます。その際、雨温図を活用して熱帯地域の気候の特徴を 

資料を活用して熱帯地域の位置と熱帯地域に住む人々の 

生活と自然環境との関連性についての理解を促す 

捉える活動を取り入れることや、現地の人々の衣食住の様子がわ

かる写真を示して衣食住の特徴が熱帯の気候とどのように関連付

いているのかを考える活動を取り入れることが必要です。例えば、

熱帯地域の雨温図とともに熱帯地域の伝統的な住居の写真を示

し、熱帯地域は１年を通して高温多雨であるため、そこで暮らす

人々は高床で窓を大きくした風通しのよい家を建てていることに

気付くことができるような活動を行うことが考えられます。また、

こうした活動を行うことによって、自然環境の影響を受けることで

人々の営みが形づくられていくという概念的な理解を促すことに

もつながります。 
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   【第３学年】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 53.3 79.0 61.8 46.0 26.4 52.6 Ⅲ

知識・技能 55.9 80.6 64.0 49.5 29.5 51.1 Ⅲ

思考・判断・表現 42.9 72.6 52.8 32.2 13.9 58.7 Ⅱ

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

大問
A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D
層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 1 ア 日本アルプスに含まれる山地・山脈を選ぶ 基礎 選択式 ● 49.4 78.5 55.1 38.5 25.5 53.0 Ⅰ

1 1 イ 三角州を書く 基礎 短答式 ● 22.8 54.7 23.3 11.0 2.4 52.3 Ⅰ

1 2 日本の鉱産資源の輸入について正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 66.2 92.7 77.6 61.1 33.4 59.3 Ⅲ

1 3 日本の発電量の内訳を示したグラフを選ぶ 応用 選択式 ● 78.5 95.8 90.3 80.2 47.7 48.1

2 1 ア 九州地方の地形について正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 60.6 87.3 69.4 53.2 32.5 54.8 Ⅲ

2 1 イ 資料を読み取り地熱発電を選ぶ 基礎 選択式 ● 76.6 97.6 91.6 76.3 41.0 56.6 Ⅲ

2 2 人口増減率について正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 75.4 95.8 86.5 74.9 44.5 51.3 Ⅲ

2 3 リアス海岸を書く 基礎 短答式 ● 68.5 97.5 88.3 65.4 22.9 74.6 Ⅲ

2 4 阪神工業地帯について正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 77.0 92.7 85.8 78.1 51.5 41.2

3 1 ア 東海の都市の雨温図を選ぶ 基礎 選択式 ● 44.1 70.7 48.4 33.7 23.4 47.3

3 1 イ 北陸の農業を示すグラフとその理由を選ぶ 応用 選択式 ● 74.3 98.0 91.4 73.7 34.2 63.8 Ⅲ

3 2 北関東工業地域が発達した理由を考えて書く 応用 記述式 ● 22.2 49.9 27.3 9.5 2.1 47.8

3 3 ア 東北地方の地形について正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 54.2 73.2 59.3 52.1 32.2 41.0

3 3 イ やませを正しく説明した文を選ぶ 基礎 選択式 ● 44.0 57.7 46.3 40.5 31.3 26.4

4 1 江戸時代の農業について誤っている文を選ぶ 基礎 選択式 ● 35.2 58.8 34.6 25.4 21.8 37.0

4 2 薩摩藩が窓口となった貿易相手国として琉球王国を選ぶ 基礎 選択式 ● 45.5 76.3 47.4 32.9 25.5 50.8 Ⅰ

4 3 田沼意次が行ったことについて正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 45.5 82.2 48.5 29.3 22.0 60.2 Ⅰ

4 4 化政文化について正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 15.0 26.7 13.3 9.0 10.9

5 1 ア 日米修好通商条約の条約名と条約を結んだ人物を選ぶ 基礎 選択式 ● 49.8 69.2 55.6 46.2 28.1 41.1

5 1 イ 西郷隆盛を書く 基礎 短答式 ● 53.3 91.3 67.8 40.9 13.0 78.3 Ⅲ

5 1 ウ カードを年代の古い順に並べ替える 応用 選択式 ● 38.5 63.2 43.8 28.6 18.6 44.6

5 2 江戸時代と明治時代の教育について説明した文を選ぶ 基礎 選択式 ● 55.9 77.2 67.0 49.4 30.0 47.2

6 1 工場制手工業について正しい内容を選ぶ 基礎 選択式 ● 72.2 91.4 81.8 69.6 45.9 45.5

6 2 アヘン戦争を書く 基礎 短答式 ● 46.3 89.7 60.7 27.9 6.9 82.8 Ⅱ

6 3 条約が不平等だった点を考えて書く 応用 記述式 ● 38.4 86.2 50.2 14.9 2.5 83.7 Ⅰ

6 4 五箇条の御誓文を選ぶ 基礎 選択式 ● 75.5 93.3 82.0 71.8 55.1 38.2

6 5 地租改正について正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 53.6 86.7 62.3 42.0 23.5 63.2 Ⅰ

7 1 現代の日本の貿易相手について正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 76.7 98.0 93.8 78.6 36.4 61.6 Ⅲ

7 2 開国後に起きた日本の社会の変化について考えて書く 応用 記述式 ● 17.4 41.8 19.3 7.0 1.3 40.5

7 3 開国後の貿易相手国の変化の理由を選ぶ 応用 選択式 ● 66.5 96.5 84.7 59.8 24.9 71.6 Ⅲ

川
崎
市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
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知

識
・
技
能

思
考
・
判
断
・

表
現
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【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

平均正答率は５5.9%でした。１つのグラフを正しく読

み取ることは比較的良い結果がみられましたが、複数の

資料を正しく読み取ることはやや不十分でした。 

「日本の地域的特色」では、日本アルプスの位置の理解

がやや不十分でしたが、日本の発電量の内訳のグラフの

読み取りは比較的良い結果がみられました。授業で、語句

を地図や写真などの資料と関連付けるとともに、日本の

エネルギー事象について資料を読み取り、現状を把握する

ことができる学習活動を今後も続けていくことが必要で

す。 

「江戸時代の日本」では、元禄文化と化政文化の特徴の

理解が不十分でした。授業で、各時代の文化を比較して、

共通点や相違点を資料から読み取るなど、文化の特徴の

理解を深められる活動が必要です。 

同一母集団の経年変化でみると、5.7 ポイント上昇して

おり、大まかな知識は理解しているものの、山脈の名称や

人物名などの具体的な語句の定着・活用に課題がありま

す。生徒が語句と地域・産業・時代などを関連付けながら

学習できる授業の工夫が必要です。 

思考・判断・表現について 

平均正答率は４２.９％でした。２つ以上の資料からでき

ごとの理由を考察することがやや不十分でした。 

「日本の諸地域」では、北陸の農業を示すグラフとその

理由を適切に考察することは、比較的良い結果がみられ

ました。事象の因果関係を明らかにしながら、複数の資料

を用いた授業づくりを行うことが今後も必要です。 

「近世から近代まで」では、江戸時代から明治時代にか

けての出来事の流れについて資料をもとにした適切な考

察がやや不十分でした。授業では、出来事が起こった理由

や時代の背景、出来事が起こったあとの社会の変化につ

いて考えることができる学習活動を取り入れる必要があ

ります。 

同一母集団の経年変化でみると、３.６ポイント上昇して

おり、今年度も引き続き主体的に学習に取り組めるような

課題設定を設けた授業づくりを進めていくことが大切で

す。しかし、昨年度よりもＡ－Ｄ層の差が大きくなっている

ことから、協働的な学習を取り入れるなど、多様な他者と

ともに問題の発見や解決に挑む授業展開の工夫が必要に

なります。 
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 【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同一母集団の経年変化でみると、肯定群回答割合が上昇している質問がいくつかあります。特に質問番号２のＣ層の肯定群回答割

合については、４．６ポイント上昇しています。しかし、質問番号１については２．７ポイント、質問番号４については２．８ポイント肯定群

回答割合が低下しています。このことから、生徒が世界や自分の住む地域に関心を持ち、より良いものにしようと前向きに考える場

面を設定することが授業改善の一つとして考えられます。 

よくあて
はまる

ややあて
はまる

あまりあ
てはまら

ない

まったく
あてはま
らない

その他
無回答

A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

令和６年度・中3 68.1 20.4 47.3 25.3 6.4 0.6 69.4 70.1 67.7 65.1 4.3

令和５年度・中2 70.8 23.0 47.2 23.4 5.6 0.8 73.6 71.6 71.5 66.3 7.3

令和６年度・中3 73.0 23.4 49.2 22.5 4.3 0.6 84.0 79.7 70.0 58.3 25.7

令和５年度・中2 70.8 21.5 48.7 24.7 4.2 0.8 85.6 76.3 65.4 55.8 29.8

令和６年度・中3 62.5 18.9 43.2 30.9 6.4 0.6 69.1 65.7 59.5 55.6 13.5

令和５年度・中2 59.6 17.9 41.2 33.1 6.9 0.8 68.4 62.6 55.9 51.6 16.8

令和６年度・中3 81.4 33.0 47.8 15.0 3.5 0.7 81.0 82.5 82.4 79.5 1.5

令和５年度・中2 84.2 39.8 43.6 13.1 2.6 0.9 84.1 86.6 84.6 81.4 2.7

令和６年度・中3 89.1 47.5 41.0 8.7 2.1 0.7 93.5 91.7 88.5 82.6 10.9

令和５年度・中2 87.9 46.8 40.3 10.1 1.9 0.9 92.6 91.0 87.2 80.5 12.1

令和６年度・中3 71.8 24.1 47.2 23.7 4.3 0.7 82.5 76.8 68.5 59.3 23.2

令和５年度・中2 70.6 23.4 46.6 25.1 4.0 0.9 82.9 76.0 66.8 56.6 26.3

令和６年度・中3 69.8 23.5 45.8 24.8 5.1 0.7 81.3 74.6 66.0 57.1 24.2

令和５年度・中2 68.8 23.3 44.8 25.6 5.3 1.0 80.6 73.3 65.3 55.8 24.8

7
異なる国のそれぞれの社会の出来事を関
連づけて考えるようにしている。

川
崎
市

5
日本のいろいろな地域の農業や工業、商
業が発展することを願っている。

川
崎
市

6
社会の出来事を、異なる意見や価値観を
比べて深く考えるようにしている。

川
崎
市

3
社会で働いている人の話を聞いたり、最新
の社会に関する資料を読んだりして、自分
の考えを持とうとしている。

川
崎
市

4
自分のふるさとを大切にしたり、より良く
したいという気持ちを持っている。

川
崎
市

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

1
世界が平和で争いがない社会になるに

は、どのようなことが必要か考えている。

川
崎
市

2
授業で設定した学習の問題（課題）を、進ん
で調べたり考えたりして解決しようとして
いる。

川
崎
市

質問
番号

質問内容

母
集
団

年度・学年
肯定群

回答割合
（％）

世界が平和で争いがない社会になるに
は、どのようなことが必要か考えてい
る。
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【授業づくりのアイデア例】 

設問内容：北陸の農業を示すグラフとその理由を選ぶ(思考・判断・表現)    

＜実際の設問＞問３（１）イ                                   

 

 

 

 

 

 

   

 

                                 ＜正答率と 4 層分析データと分析結果＞ 

   

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答は４であり、正答率は７4.3％でした。A－Ｃ層は比較

的良い結果がみられましたが、C－Ｄ層の差が３９．５ポイン

トと大きな差があります。 

この設問は、東海・中央 

高地・北陸の気候や地形 

の特色と、その特色を活 

かした農作物の栽培の組 

み合わせを考えることが 

大切で、雨温図やグラフ、 

地図帳を活用した地図を 

読み取る技能を身に付けることができる学習活動を取り入 

れる必要があります。 
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 ＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校学習指導要領社会編では、産業を中核とした考察の

仕方で「中核となる事象の成立条件を，地域の広がりや地域内

の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生

ずる課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現

すること」と述べられています。 

 

 

 

 

授業づくりの工夫として、地域の農業や工業などの産業に関

する特色として、自然環境や交通・通信などに関する事象と関

連付け、産業が地域の自然環境や交通・通信などと深い関係を

もっていることを、さまざまな資料や雨温図を用いながら生徒

が考えることができる学習活動を取り入れる必要があります。 

本問の場合では、東海・中央高地・北陸の気候や地形の特色

に着目する必要があります。そこで生徒が、日本海側の北陸で

は、冬の湿った季節風の影響で雪が多く、雪解け水を活用した

米作りがさかんであることに気付けるような授業展開の工夫

が必要になります。 

授業では、地域の自然環境、人口、産業、交通・通信は、それ

ぞれ独立した特色ではなく、様々な事象が結びつき、影響を及

ぼし合って成り立っていることに着目して、地域的特色を中核

とした事象と他の事象との関連を捉え、その成り立ちを考察す

ることが大切です。その際に、生徒がそのようなことに気付け 

日本の諸地域の気候や地形と 

産業の関連を考える場を設定する 

るような資料、単元の課題などを用意すること、調べる時間を

設けることや、考え、話し合うことを授業に取り入れ、協働的な

学習を通して、多面的・多角的に地域的特色をとらえられるよ

うに工夫することが大切です。 
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【学習意識調査から】 

 

 

 

 

＜肯定的な回答割合・４層分析＞ 

 

 

 

 

 

 

＜分析結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ることで得た知識が、今の実際の世の中で起きている社会的な事象

と結びついたとき、より社会への関心が高まることが期待されます。 

 

＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

社会科の授業では、一つの単元について単元の課題が設定され、そ

の単元の課題を基に単元を計画します。生徒は、単元の課題を自ら解

決するために、資料を使って調べたり、比較したりして考えます。生徒

が活用する資料は、教科書や資料集、地図帳だけでなくＧＩＧＡ端末を

使いインターネット上でも調べることができます。授業では、生徒が

様々なものから調べることができる機会を設けることも大切です。そ

のためには、それぞれの資料の活用方法を授業での教材を通して教

える必要があります。また、情報量が多すぎると、どのように調べたら

よいのか分からない生徒も出てくると考えられるので、個に応じた指

導も必要になります。 

生徒が自ら資料を活用して主体的に学習に取り組むためには、単元

の課題や、１コマの授業の課題に対して、生徒の興味や関心を引き出

すことが大切です。そのためには、生徒達から出てきた発言を課題に

取り上げたり、身近なものをテーマに取り上げたりするなどの工夫が

必要になります。この課題設定の工夫１つで、生徒の社会科を学習す

ることへの必要感を高めることができます。また、生徒が自ら調べた

り考えたりしたことを人に伝える機会を設けることも大切です。自分

の意見を伝え、他の人の意見を聞いて学び合うことで得た生きた知

識と今の実際の世の中で起きている社会的な事象と結びついたと

き、より社会への関心が高まることが期待されます。 

質問番号：【９５】 

「社会の授業で、いま、世の中で起こっていることについ

て、資料を基に考えることがある。」 

「世の中で起こっていることについて、資料を基に考える」こ

とは、授業と生徒が生活している社会をつなげるために、とて

も大切なことです。３学年合わせた肯定的な回答割合の平均は

約６２．１％であり、昨年度よりも１ポイント上昇しています。ま

た、同一母集団の経年変化でみると中３ではＤ層の肯定的な回

答の割合は４．２ポイント高くなっていることから、Ｄ層の授業

中での資料を活用する機会が増えていることがうかがえます。

一方で、Ｄ層の割合が昨年度よりも低くなっているので、引き

続き全体の層としても資料を基に考えることへの意識を高め

ていく必要があります。 

世の中で起こっていることに関して、自ら資料を使って調

べ、考えることは、主体的な取組といえます。普段の授業を通

して、生徒が課題について自主的に調べたり、考えたりす 

現学年 年度・学年 川崎市 A層 B層 C層 D層
A-D
の差

第１学年 令和６年度・中１ 67.3 77.6 72.2 64.0 55.7 21.9

令和６年度・中２ 59.7 65.9 62.3 59.7 51.7 14.2

令和５年度・中１ 67.3 77.0 72.2 65.0 54.8 22.2

令和６年度・中３ 59.2 60.9 63.4 59.8 52.5 8.4

令和５年度・中２ 60.0 67.2 64.6 60.0 48.3 18.9

第２学年

第３学年
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４ 中 学 校 数 学  

【第 １学 年 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ

l

Ｄ

層

の

差

パ

タ
ー

ン

判

定

教科総合 65.8 91.0 77.8 61.4 33.0 58.0 Ⅲ

知識・技能 68.6 91.4 79.9 65.5 37.4 54.0 Ⅲ

思考・判断・表現 55.1 89.5 69.5 45.5 16.0 73.5 Ⅲ

集計項目

川

崎

市

川崎市学力層別

大問
A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D
層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 1 1 7/8×12/35を計算する 基礎 短答式 ● 83.8 99.0 95.7 89.7 50.9 48.1

1 1 2 4/5÷24/25を計算する 基礎 短答式 ● 82.4 98.6 95.4 88.8 46.6 52.0 Ⅲ

1 1 3 2 1/6×1 5/13を計算する 基礎 短答式 ● 77.2 97.5 92.0 80.3 39.0 58.5 Ⅲ

1 1 4 8/9÷5/16×15/32 を計算する 基礎 短答式 ● 69.3 94.3 86.0 70.3 26.7 67.6 Ⅲ

1 1 5 1.3×5/26÷0.75を計算する 基礎 短答式 ● 54.4 88.2 69.8 48.4 11.1 77.1 Ⅲ

1 2 計算の見積もりで正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 47.3 81.2 53.3 33.4 21.3 59.9 Ⅰ

1 3 場面を表す文字式で正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 80.5 98.7 93.3 79.7 50.3 48.4

2 1 正方形と円を組み合わせた図形の面積を求める式を選ぶ 応用 選択式 ● 42.1 76.2 46.9 26.8 18.6 57.6 Ⅰ

2 2 角柱の体積を選ぶ 基礎 選択式 ● 65.8 91.7 74.5 57.2 39.9 51.8

2 3 円柱の体積を求める 基礎 短答式 ● 56.4 89.3 71.1 50.5 14.7 74.6 Ⅲ

2 4 点対称な図形であるが線対称な図形ではない図形を選ぶ 基礎 選択式 ● 78.3 96.5 89.2 78.4 49.3 47.2

2 5 1 点対称な図形の対応する頂点を選ぶ 基礎 選択式 ● 78.8 95.7 88.8 79.2 51.4 44.3

2 5 2 点対称な図形の対応する辺を選ぶ 基礎 選択式 ● 82.4 97.4 92.3 83.8 56.1 41.3

2 6 拡大図の対応する辺の長さを選ぶ 基礎 選択式 ● 83.8 99.3 94.2 83.8 58.0 41.3

2 7 台形の1/2の縮図をかく 基礎 短答式 ● 42.6 67.5 50.1 35.5 17.2 50.3 Ⅲ

2 8 池のおよその面積を求める式を選ぶ 基礎 選択式 ● 76.9 95.8 88.7 75.4 47.9 47.9

3 1 比を使ってミルクの量を求める 基礎 選択式 ● 75.0 98.0 90.3 69.0 42.6 55.4 Ⅲ

3 2 比例の関係を表す式を選ぶ 基礎 選択式 ● 90.4 98.7 97.1 92.8 73.2 25.5

3 3 反比例の関係を表した表のあてはまる数を求める 基礎 短答式 ● 59.2 91.0 77.5 52.3 16.0 75.0 Ⅲ

4 1 5人のうち3人を選ぶときの決め方の数を選ぶ 基礎 選択式 ● 43.1 69.3 46.3 33.8 22.8 46.5

4 2 4個の中から2個を選ぶ組み合わせの数を選ぶ 基礎 選択式 ● 61.6 86.9 73.5 55.4 30.4 56.5 Ⅲ

4 3 柱状グラフで12番目の人の入る階級を選ぶ 応用 選択式 ● 70.3 92.3 81.0 66.6 41.2 51.1 Ⅲ

5 1 油1Lの重さから6　1／4L分の重さを求める 応用 記述式 ● 62.4 96.0 82.8 56.0 14.6 81.4 Ⅲ

5 2 赤いリボンの長さから青いリボンの長さを求める 応用 記述式 ● 37.5 75.2 44.2 24.0 6.8 68.4 Ⅰ

6 1 行き方が何通りあるかを求める 基礎 短答式 ● 75.3 98.2 91.1 76.0 35.7 62.5 Ⅲ

6 2 金額の差が何円かを求める 基礎 短答式 ● 69.0 95.3 87.8 67.4 25.5 69.8 Ⅲ

6 3 午後3時までに着くことができるかを説明する 応用 記述式 ● 66.9 92.5 81.6 63.8 29.7 62.8 Ⅲ

7 1 みおさんの考え方について説明する 応用 記述式 ● 48.6 86.9 59.8 34.4 13.1 73.8 Ⅰ

7 2 400人分のセットをつくることができるかを説明する 応用 記述式 ● 46.4 91.3 60.6 27.4 6.3 85 Ⅱ

思
考
・
判
断
・

表
現

川
崎
市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式

知
識
・
技
能
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    【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

今回最も正答率が高かった問題は、比例の関係の表を

見て式を選ぶという大問 3（２）で、Ｄ層の正答率も７０％

を超えています。これは昨年と同様の結果であり、比例の

関係を表と式から読み取ることが小学校の段階で定着し

ていると考えられます。一方で反比例の関係を表す表を

見て空欄を埋める大問３（３）では、正答率は５９％まで下

がります。Ｃ層では、（２）では９３％正答していたのに対

し、（３）は５２％となっています。比例の表は横に１枠ずつ

見比べていけば関係がみえてくるのに対して、反比例は変

化の割合が一定ではないので、比例に比べると関係性を

理解しにくいと予想されます。 

昨年の結果と大きく変化があった問題では、円柱の体

積を求める大問２（３）です。昨年度から１０ポイント下がっ

ています。これは今年度、円柱の向きを変えた形で出題さ

れたことが原因だと考えます。同じ題材をいろいろな視点

から問うような問題を取り入れる必要があります。 

思考・判断・表現について 

昨年度多くの課題があった記述式の問題で、今年度は

正答率が６０％を超える問題が増えました。考えを説明す

る問題にも前向きに取り組める生徒が増えたのではない

かと考えられます。多くの問題でパターン判定がⅢの結果

になっているのに対して、パターン判定がⅠとなったのが

大問７（１）です。全体の重さから封筒が何枚あるのか考察

する問いです。問題の中にある式の意味を考えれば説明

できる問題でしたが、全体の無解答率は１６％、Ｂ層の正

答率も６０％を下回る結果となりました。自分で答えを導

くだけでなく、他の人が考えた式について考察・説明する

ような場面を、授業で設定することで、式を見てその式が

どのような意味なのか考え、説明する力をつけることが

できると考えます。昨年度よりＤ層の無解答率が高かった

問題としては、大問５の文章から式をつくり、解く問題で

す。文章題に苦手意識がある生徒は多くいるので、文章を

読んで立式する手順を丁寧に指導していく必要がありま

す。 
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質問３での肯定群回答割合は８４％でした。Ｄ層では 3 割以上の生徒が「あまりあてはまらない」「まったくあてはまらない」

と解答しています。授業の中で、今回の問題を解くために既習のどのような内容を使っているのかと意識できるような説明を

しながら、まず「既習を使えないか」と考えるような意識付けが必要であると考えます。最も肯定群回答割合が低かったのは質

問７で、７０％を下回っていました。 

【主体的に学習に取り組む態度　質問別回答状況一覧】

よくあて
はまる

ややあて
はまる

あまりあ
てはまら

ない

まったく
あてはま
らない

その他
無回答

A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

令和６年度・中１ 86.9 46.7 38.4 10.6 2.2 2.0 96.9 93.9 87.8 68.6 28.3

令和５年度・中１ 86.6 46.2 39.2 11.0 2.1 1.4 96.8 92.8 85.9 70.7 26.1

令和６年度・中１ 83.2 34.3 47.2 14.2 2.2 2.1 95.9 89.7 83.3 63.5 32.4

令和５年度・中１ 84.5 38.2 45.1 13.7 1.6 1.4 96.0 91.4 82.9 67.2 28.8

令和６年度・中１ 84.0 37.8 44.4 13.5 2.1 2.2 95.2 89.7 84.0 66.9 28.3

令和５年度・中１ 86.2 41.5 43.4 11.9 1.7 1.6 95.8 91.1 85.0 72.6 23.2

令和６年度・中１ 72.0 22.1 48.2 23.7 3.6 2.4 84.0 75.5 71.3 56.9 27.1

令和５年度・中１ 74.1 24.3 48.5 22.4 3.1 1.8 85.0 78.0 70.8 62.3 22.7

令和６年度・中１ 72.5 26.0 44.7 23.3 3.6 2.5 85.6 77.3 70.8 55.7 29.9

令和５年度・中１ 75.2 29.4 44.4 21.0 3.3 1.8 86.3 80.6 72.4 60.9 25.4

令和６年度・中１ 74.5 29.4 43.2 21.3 3.5 2.6 86.9 80.1 73.2 57.4 29.5

令和５年度・中１ 77.0 31.9 43.6 19.7 2.9 2.0 87.4 81.4 76.2 62.4 25.0

令和６年度・中１ 69.6 24.6 43.1 24.6 4.9 2.7 81.6 74.0 67.9 54.6 27.0

令和５年度・中１ 72.9 26.5 44.9 22.4 4.1 2.1 82.9 76.6 70.7 61.2 21.7

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

母
集
団

肯定群
回答割合

（％）
年度・学年

2
解き方がわからない問題でも、これまで
に学習したことを活用して、論理的に少し
ずつ解こうとしている。

1
算数・数学を使うと、複雑な問題でも簡単
な式で表現できたり、わからない値が求
められたりして便利だと思う。

川
崎
市

【中１　数学】

3
新しい問題を解くときに、これまでに習っ
たことをどうやって使えば解けそうか、考
えるようにしている。

7

問題を解いた後で、もう一度解き方を振
り返って、良いところと間違っているとこ
ろやもっと工夫ができることを見つけ出
して、より良い解き方を考えるようにして
いる。

4
アンケート結果をもとに自分たちで結果
をまとめたり考察したりするときには、統
計の考え方を生かしている。

5
文章題で求められていることを、式に正
しく表すことができたかどうかを振り
返って検討するようにしている。

6
１つの問題について、これまで習ったこと
を工夫して使えば、いろいろな解き方が
あると気づくことがある。

質問
番号

質問内容

【主体的に学習に取り組む態度　質問別回答状況一覧】



91 
 

 

【授業づくりのアイデア例】                                    ＜昨年度の設問＞中１ 大問２ 

設問内容：円柱の体積を求める(知識・技能) 

＜実際の設問＞  大問２                                           

（３）下の円柱の体積を求めなさい。ただし、円周率は 3.14 とします。 

 

〈実態に応じた授業づくりの工夫〉 

 

 

 

 

 

＜正答率と 4 層分析データと分析結果＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習意識調査から】 

 

４層分析データから A－Ｄ層の差が 74.6 ポイント開いていることがわかり

ます。また、同一学年で比較すると、正答率が 56.4％となっており、これは昨

年よりも 10 ポイント下がっています。このことから空間図形を一つの方向か

らしか観察できていないように考えられます。平面図形の運動によって立体が

構成されているという見方を養うことが大切です。 

  （３） 右の円柱の体積を求めなさい。 

ただし、円周率は 3.14 とします。 

 
20cm 

30cm 

重空間図形を平面図形に帰着させて考える。 
 

 

中学校学習指導要領解説数学編にも、空間図形を考察す

る際、その構成要素に着目し、立体図形を直線や多角形、円

などの平面図形の運動によって構成されたものとみる視点

を与えることは、空間的な想像力や直観力を伸ばす上で大

切になります。また、角柱や円柱をその底面である多角形や

円が一定の方向に平行に移動してできたものとみることと

あります。まずは、底面の図形が何かをはっきりと理解でき

るように一つの方向だけで図形を観察するのではなく、多

方向の視点から観察できるように普段の授業から操作など

の活動を通して空間図形の課題解決につながると考えられ

ます。 

 

 

 

 

 

空間図形の持つ性
質を頭の中で考
察することが大

空間図形を平面図形をもとにして考える 

A層 B層 C層 D層
AーD層

の差
パターン

判定

令和６年度・中１ 56.4 89.3 71.1 50.5 14.7 74.6 Ⅲ

令和５年度・中１ 66.6 92.8 83.9 67.2 22.4 70.4 Ⅲ

川崎市
川崎市学力層別

年度・学年
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    【第２学年】 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 53.5 84.1 63.6 45.1 21.2 62.9 Ⅲ

知識・技能 58.6 89.6 71.6 50.6 22.8 66.8 Ⅲ

思考・判断・表現 45.2 75.3 50.8 36.2 18.7 56.6 Ⅰ

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

大問
A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D
層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 1 正負の計算で常に成り立つものを選ぶ 基礎 選択式 ● 84.7 99.5 96.9 88.0 54.3 45.2

1 2 ある数より小さい整数の中で最も大きなものを答える 基礎 短答式 ● 22.2 63.1 19.3 5.6 1.0 62.1 Ⅰ

1 3 正しい文字式を選ぶ 基礎 選択式 ● 52.7 90.5 69.2 38.4 12.9 77.6 Ⅱ

1 4 式の値を求める 基礎 短答式 ● 58.3 95.0 80.3 48.4 9.6 85.4 Ⅲ

1 5 方程式を解く 基礎 短答式 ● 75.1 99.0 95.0 79.7 26.7 72.3 Ⅲ

1 6 方程式を解く 基礎 短答式 ● 37.7 76.8 48.7 22.2 3.0 73.8 Ⅰ

2 1 平面上の直線や点の位置関係について正しい文を選ぶ 基礎 選択式 ● 64.6 92.0 78.1 57.3 31.1 60.9 Ⅲ

2 2 三角形の頂点と頂点が重なるような折り目を作図する 基礎 短答式 ● 58.6 87.7 70.9 53.4 22.6 65.1 Ⅲ

2 3 回転体の立体の名称について正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 67.2 87.6 79.1 67.4 34.6 53.0 Ⅲ

2 4 投影図で表される立体の辺の数を答える 基礎 短答式 ● 67.3 94.7 81.7 62.6 30.1 64.6 Ⅲ

2 5 展開図を組み立ててできる円柱の体積を求める 基礎 短答式 ● 52.5 87.1 64.9 42.8 15.0 72.1 Ⅲ

3 1 反比例するものを選ぶ 基礎 選択式 ● 49.1 85.2 52.8 31.5 26.9 58.3 Ⅰ

3 2 反比例の式を求める 基礎 短答式 ● 41.5 89.1 55.9 18.8 2.1 87.0 Ⅱ

3 3 表にあてはまる数を求める 基礎 短答式 ● 68.7 92.0 84.6 70.0 28.4 63.6 Ⅲ

3 4 x、y座標がともに整数となる点の個数を求める 基礎 短答式 ● 20.3 44.5 18.4 10.5 7.6 36.9

4 1 相対度数を求める 基礎 短答式 ● 80.6 98.1 93.7 83.9 46.9 51.2 Ⅲ

4 2 特定の階級未満の割合を求める 基礎 短答式 ● 58.3 93.5 78.4 50.2 11.3 82.2 Ⅲ

5 1 数量関係を正しく表した方程式を選ぶ 基礎 選択式 ● 67.6 94.2 80.0 60.0 36.1 58.1 Ⅲ

5 2 ア 表の法則性から特定の箇所の数を答える 基礎 短答式 ● 86.7 96.5 92.7 88.6 69.2 27.3

5 2 イ 表の法則性から特定の数になる表の位置を答える 応用 短答式 ● 29.4 53.3 32.1 21.5 10.8 42.5

6 1 図形の法則を用いて画用紙の枚数から面積を答える 基礎 短答式 ● 64.0 92.8 75.3 58.8 28.9 63.9 Ⅲ

6 2 図形の法則を用いて面積から画用紙の枚数を答える 応用 短答式 ● 59.9 92.5 68.5 52.9 25.6 66.9 Ⅲ

6 3 画用紙ｎ枚のときの面積の求め方を説明し文字式で表す 応用 記述式 ● 23.6 69.8 20.8 3.4 0.3 69.5 Ⅰ

7 1 歯車Ｂの1秒間の回転数を答える 応用 短答式 ● 56.2 96.4 72.4 42.6 13.5 82.9 Ⅱ

7 2 歯車Ｂの歯の数と毎秒の回転数の関係を式で表す 応用 短答式 ● 35.5 86.2 40.1 13.5 2.2 84.0 Ⅰ

7 3 歯車Ｃの回転に必要な秒数の求め方を説明し答える 応用 記述式 ● 8.0 28.7 3.0 0.5 0.0 28.7

川
崎
市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・

表
現
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    【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

昨年度は計算の見積もりで正しいものを選ぶ問題では

パターン判定がⅢを示していましたが、今年度は大問１の

（１）の正負の計算で常に成り立つものを選ぶ問題では正

答率が８０％を超え、数量や計算の原理・性質に対する理

解の深まりがみられます。一方で、大問１の（４）、（５）の式

の値を求めたり、方程式を解いたりする、中学校で初めて

取り組む計算の問題ではパターン判定がⅢを示していま

す。今回の方程式の問題では、かっこのついた方程式でし

たが、かっこがあるから解けなかった、移項など基礎とな

る部分に困難さを抱えているなど、様々な原因が考えら

れます。どこにつまずきをもっているのか、生徒一人ひと

りの困り感に寄り添い、理解度に応じて個別最適な学び

を選択できる授業を行っていくことが重要です。 

また、昨年度に続き、小数や分数を含む問題は正答率が

低く、無解答率も高く、苦手意識が依然としてあるように

みられます。授業のねらいを明確にしながらも、小数や分

数についても粘り強く指導していく必要があります。 

思考・判断・表現について 

昨年度はパターン判定がⅠもしくはⅡでしたが、今年度

は多くの問題でパターン判定Ⅲがみられました。パターン

判定Ⅲを示したいずれの問題も、数量の変化や規則性に

関するものでした。事象を数量や図形の関係・変化に着目

し捉えるために、授業でも表・式・グラフと関連づけて考

えることを意識させていくことが必要です。数学的な見

方・考え方が必要となる場面を設定し、既習の事項と結び

つけていく学習活動が大切です。 

各単元の導入においても、指導に工夫を凝らし、つまず

きを減らしたいところです。 

また、大問６の（３）、大問７の（２）のように、ことがらを、

文字を用いた式で表す問題はパターン判定がⅠを示し、

無解答率が高く、正答率も２３．６％、３５．５％となってい

ます。一方で、具体的な数量を答える大問５（２）アでは正

答率が８０％を超えています。具体的な数量から考え方を

広げ、表・式・グラフを適切に使って帰納的に考えていくこ

とで、文字を数量として捉えられるよう指導していくこと

が必要です。 
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昨年度と比べて、A－Ｄ層の差の開きが１０ポイント程度と、いずれも大きくなりました。特に質問２、３、６では、学年が上がる

につれて既習内容が増え、どの考え方を使えば解けるのか、想像することが難しくなったように考えられます。数学が苦手な生

徒には、教科書やノートのどの部分を振り返ると良いか、ヒントを出す等、自力思考を促す手立てが必要です。また、質問７ではＡ

層は昨年度とあまり変わらない中で、Ｄ層は１０ポイントほど下がりました。Ｄ層の生徒に対して、自分の解き方を振り返ったり他

者の解き方と比較したりする方法を指導する必要もあると考えられます。 

よくあて

はまる

ややあて

はまる

あまりあ

てはまら
ない

まったく

あてはま
らない

その他

無回答
A層 B層 C層 D層

Ａ-Ｄ層

の差

令和６年度・中２ 80.5 35.4 44.2 15.3 4.0 1.1 95.0 87.3 77.9 61.4 33.6

令和５年度・中１ 86.6 46.2 39.2 11.0 2.1 1.4 96.8 92.8 85.9 70.7 26.1

令和６年度・中２ 77.9 28.8 48.3 18.6 3.2 1.1 94.0 86.1 75.4 55.9 38.1

令和５年度・中１ 84.5 38.2 45.1 13.7 1.6 1.4 96.0 91.4 82.9 67.2 28.8

令和６年度・中２ 80.4 32.7 46.7 16.5 2.9 1.1 93.8 86.1 80.7 60.6 33.2

令和５年度・中１ 86.2 41.5 43.4 11.9 1.7 1.6 95.8 91.1 85.0 72.6 23.2

令和６年度・中２ 63.4 16.3 46.2 30.2 6.0 1.3 76.5 68.8 60.3 47.7 28.8

令和５年度・中１ 74.1 24.3 48.5 22.4 3.1 1.8 85.0 78.0 70.8 62.3 22.7

令和６年度・中２ 68.6 22.3 45.5 25.8 5.2 1.2 82.2 74.5 67.3 50.3 31.9

令和５年度・中１ 75.2 29.4 44.4 21.0 3.3 1.8 86.3 80.6 72.4 60.9 25.4

令和６年度・中２ 68.0 23.2 44.0 26.3 5.2 1.3 83.2 72.3 66.1 50.2 33.0

令和５年度・中１ 77.0 31.9 43.6 19.7 2.9 2.0 87.4 81.4 76.2 62.4 25.0

令和６年度・中２ 68.4 21.9 45.5 25.3 5.8 1.4 81.7 74.0 66.5 51.3 30.4

令和５年度・中１ 72.9 26.5 44.9 22.4 4.1 2.1 82.9 76.6 70.7 61.2 21.7

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

母
集

団

肯定群

回答割合
（％）

年度・学年

2

解き方がわからない問題でも、これまで

に学習したことを活用して、論理的に少し
ずつ解こうとしている。

1
算数・数学を使うと、複雑な問題でも簡単
な式で表現できたり、わからない値が求

められたりして便利だと思う。

川
崎
市

3
新しい問題を解くときに、これまでに習っ
たことをどうやって使えば解けそうか、考

えるようにしている。

7

問題を解いた後で、もう一度解き方を振
り返って、良いところと間違っているとこ

ろやもっと工夫ができることを見つけ出
して、より良い解き方を考えるようにして

いる。

4

アンケート結果をもとに自分たちで結果

をまとめたり考察したりするときには、統
計の考え方を生かしている。

5
文章題で求められていることを、式に正
しく表すことができたかどうかを振り

返って検討するようにしている。

6

１つの問題について、これまで習ったこと

を工夫して使えば、いろいろな解き方が
あると気づくことがある。

質問

番号
質問内容
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【授業づくりのアイデア例】 

設問内容：表にあてはまる数を求める(思考・判断・表現)             

＜実際の設問＞大問３                                ＜昨年度の設問＞中１ 大問３ 

 

 

 

 

＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

＜正答率と 4 層分析データと分析結果＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 
A－Ｄ層の差が今年度も昨年度も６３．６ポイントと、変化はみられ

ませんでした。パターン判定はいずれもⅢで、C－Ｄ層の差が４０ポイ

ント以上開いています。このことから、苦手な生徒がわからないまま

授業が進んでいる状況であることが考えられます。 

 各層の正答率を見ると、どの層の正答率も５ポイント程度下がって

います。主に、次の３つにつまずきがあったと考えられます。 

①表の中に負の数が出てくる 

②「三角形の面積」という具体的な事象ではなく、「比例する」という 

言葉になったことにより、𝑥と𝑦の関係を式にすることが難しい 

③今年度の表は「𝑥を２倍、３倍…すると𝑦も２倍、３倍…になる」とい 

う関係からの推測が難しい 

 

 

中学校学習指導要領解説数学編にも、育成を目指す資質・能

力として「関数の特徴を見いだす場合に，表，式，グラフが有効

であることを理解するとともに，関数として捉えられる二つの

数量の変化や対応の特徴を表，式，グラフによって適切に表現

できるようにする」とあります。表に関しては、小学校の学習で

は表を横に見ていくのに対し、中学校では表を縦に見ていく考

え方が、式に表す上で重要になります。授業では、表の特徴を

見いだし、説明する活動を増やすことが求められます。 

小学校                 中学校 
 

 

 

 

 

 

場面から、表・式・グラフを関連付けて考える 

𝑥を－３倍すると𝑦になる 

⇒ 式 𝑦 = −3𝑥 

x … ０ … ５ … 

y … ０ … －15 … 

 

 

x … １ … ３ … 

y … ４ … １２ … 

 𝑥を３倍すると𝑦も３倍になる 

A層 B層 C層 D層
AーD層

の差
パターン

判定

令和６年度・中２ 68.7 92.0 84.6 70.0 28.4 63.6 Ⅲ

令和５年度・中１ 75.1 97.5 91.0 77.9 33.9 63.6 Ⅲ

川崎市
川崎市学力層別

年度・学年
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    【第３学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 47.1 80.5 58.0 36.7 13.0 67.5 Ⅲ

知識・技能 47.1 80.3 59.3 36.5 12.3 68.0 Ⅲ

思考・判断・表現 47.0 81.1 54.5 37.4 14.9 66.2 Ⅰ

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

大問
A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D
層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 1 文字式の累乗の計算をする 基礎 短答式 ● 69.8 96.2 86.6 70.5 25.8 70.4 Ⅲ

1 2 式の値を求める 基礎 短答式 ● 65.7 89.9 81.4 70.1 21.5 68.4 Ⅲ

1 3 文字式の乗法、除法の計算をする 基礎 短答式 ● 44.8 79.8 57.7 34.9 7.0 72.8 Ⅲ

1 4 文字式の加減の計算をする 基礎 短答式 ● 53.0 87.9 69.7 46.1 8.4 79.5 Ⅲ

1 5 連立方程式を解く 基礎 短答式 ● 67.9 94.3 86.7 71.9 18.7 75.6 Ⅲ

1 6 正しい文字式を答える 基礎 短答式 ● 48.3 94.8 69.7 26.6 2.1 92.7 Ⅱ

2 1 平行線の性質を利用して角度を求める 基礎 短答式 ● 79.3 96.0 92.1 84.4 44.8 51.2 Ⅲ

2 2 等積変形を利用して三角形の面積を答える 応用 短答式 ● 44.9 77.7 51.8 36.4 13.7 64.0 Ⅰ

2 3 図形の性質を利用して角度を求める 基礎 短答式 ● 48.7 65.8 59.6 48.0 21.5 44.3

2 4 特別な四角形の成立条件を答える 基礎 選択式 ● 63.6 87.3 73.9 58.4 34.7 52.6 Ⅲ

3 1 １次関数の特徴として適切なものを選ぶ 基礎 選択式 ● 67.4 96.7 83.2 56.6 33.3 63.4 Ⅱ

3 2 交点の座標から定数a、bを求める 基礎 短答式 ● 43.1 85.1 61.0 24.7 1.3 83.8 Ⅱ

3 3 ア 傾きと１点から１次関数の式を求める 基礎 短答式 ● 46.9 94.7 71.5 20.3 1.1 93.6 Ⅱ

3 3 イ １点と切片から１次関数の式を求める 基礎 短答式 ● 36.4 92.0 47.7 5.9 0.1 91.9 Ⅰ

3 4 ２直線の交点の座標を求める 基礎 短答式 ● 36.5 89.7 48.7 7.2 0.1 89.6 Ⅱ

3 5 変域から１次関数の式を求める 基礎 短答式 ● 9.7 35.1 3.1 0.4 0.0 35.1

4 1 場合の数を求める（硬貨） 基礎 短答式 ● 59.4 91.6 74.4 53.0 19.1 72.5 Ⅲ

4 2 ア 確率を求める（さいころ） 基礎 短答式 ● 57.9 92.6 76.1 52.5 11.1 81.5 Ⅲ

4 2 イ 確率を求める（さいころ） 基礎 短答式 ● 36.5 80.2 48.4 17.0 1.0 79.2 Ⅰ

4 3 正しい確率を選ぶ（硬貨、数直線） 基礎 選択式 ● 44.8 72.8 45.5 33.4 27.8 45.0

4 4 確率を求める（カード、図形） 基礎 短答式 ● 4.1 8.9 3.3 2.4 1.8 7.1

5 正しい文字式を入れ、説明を完成させる 基礎 短答式 ● 20.3 60.3 17.6 3.1 0.2 60.1 Ⅰ

6 1 長方形の性質から角の大きさを求める 応用 短答式 ● 69.1 95.0 87.1 69.2 25.1 69.9 Ⅲ

6 2 ア 等積変形を利用して適切な点のとり方を答える 応用 短答式 ● 29.8 77.5 29.8 10.2 1.7 75.8 Ⅰ

6 2 イ 等積変形を利用して適切な点のとり方を答える 応用 短答式 ● 39.6 82.5 44.5 22.8 8.7 73.8 Ⅰ

7 1 1次関数を用いて値を答える 基礎 短答式 ● 50.8 81.6 59.9 44.7 17.2 64.4 Ⅲ

7 2 1次関数を用いて自分の考えを述べる 応用 記述式 ● 30.9 66.5 34.2 19.8 3.2 63.3 Ⅰ

川
崎
市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・

表
現
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     【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

大問１は数と式の領域の問題で、基本的な計算力を問

う問題が５問出題されており、５問の正答率を平均すると 

６０％程度となります。しかし、すべてのパターン判定がⅢ

になっています。Ａ、Ｂ、C 層とＤ層の理解度の差が大きく

なっており、改めてＤ層の計算力を高めていきたいところ

です。 

大問３（５）の変域から１次関数の式を求める問題の正答

率が１０％に届かず、「１次関数の値の増減とグラフ」や「変

域とグラフ」、「１次関数の式の求め方」での内容を関連づ

けて考えられるように指導する必要があります。 

大問５のおうぎ形の弧の長さや面積を文字式で表す問

題では、求められる知識等は同じであるにも関わらず、問

われ方が変わったことで昨年度と比べ正答率が下がりま

した。おうぎ形が円の一部であると考え、公式を自分で導

き出すことが大切になります。 

昨年度の知識・技能の正答率は５９．９％で、今年度は 

４７．１％となり、１２．８ポイント下がっていますが、全体の

知識・技能の正答率も１３．６ポイント下がっており、難易度

が高かったためと考えられます。 

 

思考・判断・表現について 

昨年度の思考・判断・表現の正答率は２４．９％で、今年

度は４７．０％となり、２２．１ポイント上がっています。昨年

度と比べ出題形式の記述式が減り、短答式が増えた等の

変化はありますが、よくできています。これは、日頃の授

業で活用に関する問題を多く取り上げたり、生徒が粘り強

く取り組んだりした結果が表れたものだと考えられます。 

大問２（２）の等積変形を利用して三角形の面積を答え

る問題では正答率が４４．９％となっています。一方で無

解答率が３５．８％となっています。パターン判定もⅠとい

う判定が出ており、A 層と B、C、Ｄ層との正答率の差が

大きくなっています。 

大問６（１）長方形の性質から角の大きさを求める問題

では正答率が７０％近くになりました。また、大問２（４）特

別な四角形の成立条件を答える問題の正答率も６０％を

超えています。日頃の授業からさまざまな図形の性質を

丁寧に指導し、定着している結果と考えられます。 
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よくあて

はまる

ややあて

はまる

あまりあ

てはまら

ない

まったく

あてはま

らない

その他

無回答
A層 B層 C層 D層

Ａ-Ｄ層

の差

令和６年度・中３ 77.7 32.0 44.5 16.4 5.5 1.7 93.8 85.6 74.2 57.4 36.4

令和５年度・中２ 75.9 31.1 43.3 18.6 5.0 2.0 92.6 83.7 71.6 55.7 36.9

令和６年度・中３ 76.8 27.8 47.7 18.5 4.3 1.7 95.3 86.2 72.8 53.0 42.3

令和５年度・中２ 74.9 25.4 48.0 20.9 3.7 2.1 93.1 82.8 70.2 53.5 39.6

令和６年度・中３ 80.8 32.0 47.4 15.2 3.7 1.7 95.9 88.0 78.0 61.1 34.8

令和５年度・中２ 79.2 29.8 47.7 17.1 3.2 2.1 93.5 86.2 75.6 61.5 32.0

令和６年度・中３ 58.1 14.8 42.3 33.2 7.9 1.8 71.2 63.7 54.5 42.9 28.3

令和５年度・中２ 62.3 16.4 44.5 30.8 6.0 2.3 75.3 68.4 58.5 47.1 28.2

令和６年度・中３ 69.0 23.3 44.4 24.7 5.8 1.8 86.6 76.1 65.6 47.6 39.0

令和５年度・中２ 66.9 21.4 43.9 26.7 5.7 2.3 81.9 73.7 62.6 49.2 32.7

令和６年度・中３ 68.9 23.2 44.3 24.4 6.1 1.9 86.1 75.9 64.4 49.0 37.1

令和５年度・中２ 66.5 21.5 43.4 27.0 5.6 2.4 81.4 73.5 61.6 49.5 31.9

令和６年度・中３ 68.5 23.4 43.8 24.0 6.8 1.9 85.4 75.3 64.6 48.8 36.6

令和５年度・中２ 66.7 21.3 43.8 26.0 6.4 2.6 80.2 73.1 63.3 50.3 29.9

2

解き方がわからない問題でも、これま

でに学習したことを活用して、論理的に

少しずつ解こうとしている。

川

崎

市

質問

番号
質問内容

母

集

団

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

1

算数・数学を使うと、複雑な問題でも簡

単な式で表現できたり、わからない値

が求められたりして便利だと思う。

川

崎

市

年度・学年

肯定群

回答割合

（％）

3

新しい問題を解くときに、これまでに

習ったことをどうやって使えば解けそ

うか、考えるようにしている。

川

崎

市

4

アンケート結果をもとに自分たちで結

果をまとめたり考察したりするときに

は、統計の考え方を生かしている。

川

崎

市

5

文章題で求められていることを、式に

正しく表すことができたかどうかを振り

返って検討するようにしている。

川

崎

市

6

１つの問題について、これまで習ったこ

とを工夫して使えば、いろいろな解き方

があると気づくことがある。

川

崎

市

7

問題を解いた後で、もう一度解き方を

振り返って、良いところと間違っている

ところやもっと工夫ができることを見

つけ出して、より良い解き方を考える

ようにしている。

川

崎

市

質問３より、既習事項を生かして考えようとしている生徒の割合が８０％を超えたことがわかります。日頃から、既習事項を利用して自

分の考えを導き出し解決する活動を積み重ねている結果と考えられます。質問５と質問７からは、振り返ることに課題があることがわか

ります。どちらもA－D層 の差 が、昨 年 度 よりも６ポイント以 上 大 きくなっています。結 論 が出 た時 点 で考 えることを止 める

のではなく、粘 り強 く考 え、問 題 解 決 の過 程 を振 り返 って評 価 ・改 善 する態 度 を養 う場 面 を増 やすことが大 切 です。 
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【授業づくりのアイデア例】 

設問内容：正しい文字式を入れ、説明を完成させる(知識・技能)   ＜昨年度の設問＞ 

＜実際の設問＞                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜正答率と 4 層分析データと分析結果＞  

                                              ＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 

 

 

 

 

 

 

昨年度は「正しい円錐の側面の展開図を選ぶ」問題で、正答率

は 75.1％と、円錐を見ておうぎ形の中心角を考え、選ぶことが

できました。今年度は「おうぎ形の弧の長さや面積を文字を使っ

た式で表す」問題で、求められる知識等は同じであるにも関わら

ず、正答率が下がりました。基本的な知識・技能の定着はもちろ

ん、問われ方が変わったときに粘り強く考える経験を積むことが

必要です。公式をただ覚えるのではなく、なぜそのような公式に

なるのかというところから理解し、自分でもその公式を導き出す

ことができるようになることが必要です。 

公式を自分で導き出す 

 𝑙 = 2𝜋𝑟 ×     や𝑆 = 𝜋𝑟  ×     の公式 

をただ覚えるのではなく、おうぎ形が 

円の一部だということを考えることが 

大切です。図のように、円に対して 

どのくらいの割合になっているかを 

考えながら授業を行い、円とおうぎ形を関連させながら授業を行うこと

で、公式の定着を図ることができます。 

また、𝑆 =   𝑙𝑟という公式を覚えるのではなく、なぜそうなるのかを考

え、自分でその公式を導いてみるということが大切になります。 

A層 B層 C層 D層
AーD層

の差
パターン

判定

令和６年度・中３ 20.3 60.3 17.6 3.1 0.2 60.1 Ⅰ

令和５年度・中２ 75.1 93.5 78.7 71.1 57.0 36.5

川崎市
川崎市学力層別

年度・学年
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【学習意識調査から】                                 ＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

 

 

 

 

＜肯定的な回答割合・４層分析＞ 

 

 

 

 

 
 

＜分析結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筋道立てて考える力を育むための授業づくりの工夫として、例えば

次のような改善策が考えられます。 

１．数学の学習における抽象的な概念の理解を深める 

抽象的な概念を具体的な例を使って説明します。例えば、関数のグ

ラフを描くことで変化の様子を視覚的に理解させる、変数を日常の

具体的な事例で説明させるなどが有効です。 

２．自分の考えを振り返る時間を設ける 

生徒が自分の解答や考え方を振り返る機会が少なく、間違いや改

善点に気付きにくい場合には、定期的な自己評価と内省の時間を設

けることが必要です。日常的に生徒が自分の考え方を振り返られるよ

う、習慣化することが重要です。 

３．個に応じた基礎・基本の定着を図る 

 数学に対する興味・関心が低い生徒や、基礎・基本が定着していない

と考えられる生徒にとっては、筋道立てて考えることに対する苦手

意識があると思われます。数学の学習が実生活でどのように役立

つのかを具体的な例で示したり、基礎・基本を定着させるために個

に応じた指導を行う時間を単元の中に確保したりすることが必要

です。 

それぞれの生徒には異なる学習スタイルがあり、一律の方法ではす

べての生徒にとって効果的ではない場合があります。GIGＡ端末のド

リルパークなどの学習ソフトに取り組むなど、既習の知識や技能を繰

り返し活用できるよう個別の学習スタイルに合わせた指導方法を組

み合わせた授業づくりを行うことが大切です。 

質問番号：【４４】 

質問内容：筋道立てて、ものごとを考えることができる。 

 質問番号４４「筋道立てて考える」の肯定的な回答割合につ

いて、A－Ｄ層の差は３学年ともに２０ポイント以上の差が

つく結果となっています。経年比較の結果においても、中

２、中３ともに、さらに差が開く結果となりました。さらに４

層分析では、中２はすべての層においてポイントの低下がみ

られます。中３は、A、Ｂ層はポイントが上昇したのに対し、

C、Ｄ層が低下した結果、さらに二極化が進んでいることが

わかります。これらの結果から考えられることとしては、学

年が上がるにつれ、関数、証明などの学習は抽象的であり、

生徒にとっては理解するのに時間を要することや、前段階

として基礎的な知識や技能が不足していると、論理的思考

をするにも難しいことが考えられます。 

年度・学年 川崎市 A層 B層 C層 D層
A-D
の差

令和６年度・中１ 68.3 81.0 72.3 64.7 55.3 25.7

令和６年度・中２ 65.7 78.9 71.5 62.8 50.4 28.5

令和５年度・中１ 70.5 83.8 73.2 69.0 56.0 27.8

令和６年度・中３ 68.2 83.5 73.3 64.0 52.4 31.1

令和５年度・中２ 68.4 83.1 71.6 64.4 54.6 28.5
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５ 中学校理科 

【第１学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 58.1 82.2 66.1 52.4 31.8 50.4 Ⅲ

知識・技能 61.9 84.1 69.9 57.3 36.1 48.0

思考・判断・表現 45.8 76.0 53.3 36.2 17.7 58.3 Ⅰ

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

大問
A

層

B

層

C

層

D

層

A

l

D
層

の

差

パ

タ
ー

ン

判

定

1 1 肺のはたらきとして適切なものを選ぶ 基礎 選択式 ● 85.3 98.3 95.2 87.0 60.7 37.6

1 2 二酸化炭素を多く含む血液が流れる血管を選ぶ 基礎 選択式 ● 48.8 75.8 53.6 39.3 26.5 49.3

1 3 養分がたくわえられる臓器とその名前を選ぶ 基礎 選択式 ● 57.2 92.6 70.6 43.7 21.7 70.9 Ⅱ

1 4 尿をつくるはたらきをする臓器を選ぶ 基礎 選択式 ● 40.6 79.2 45.2 24.1 14.0 65.2 Ⅰ

2 1 半月の名称を書く 基礎 短答式 ● 87.8 94.4 91.4 89.7 75.7 18.7

2 2 太陽の位置をもとに示された半月が見える位置を選ぶ 基礎 選択式 ● 56.0 83.3 63.9 47.6 29.4 53.9 Ⅰ

2 3 月の形と位置の変化を選ぶ 基礎 選択式 ● 28.5 31.0 28.0 29.5 25.5

3 1 ろうそくの火が消えた理由について選ぶ 基礎 選択式 ● 81.1 99.4 94.6 80.4 50.3 49.1

3 2 二酸化炭素ができたことを確かめる液体の名称を書く 基礎 短答式 ● 62.2 94.5 80.7 54.8 19.0 75.5 Ⅲ

3 3 ろうそくが燃える時間を短くする方法を選ぶ 応用 選択式 ● 58.4 88.4 72.4 50.4 22.5 65.9 Ⅲ

4 1 作用点と、持ち上げるのに必要な力の変化を選ぶ 基礎 選択式 ● 56.7 80.3 64.2 51.0 31.5 48.8

4 2 力点、支点、作用点の並び順が同じものを選ぶ 応用 選択式 ● 66.9 92.8 75.7 60.4 38.6 54.2 Ⅲ

4 3 てこのつり合いから袋の重さを求める 応用 短答式 ● 25.2 46.9 26.6 17.4 9.9 37.0

5 1 葉が青紫色に変化した部分を選ぶ 基礎 選択式 ● 72.2 93.6 80.4 68.0 46.7 46.9

5 2 植物のからだの中の水が出ていく部位を選ぶ 基礎 選択式 ● 84.7 99.6 97.9 90.4 50.9 48.7

5 3 水循環の中の水の状態を選ぶ 基礎 選択式 ● 77.2 96.7 89.0 78.6 44.6 52.1 Ⅲ

5 4 食物連鎖の順として適切なものを選ぶ 基礎 選択式 ● 35.6 57.4 32.6 28.2 24.1 33.3

6 1 実験結果から気体が溶けている水溶液を選ぶ 基礎 選択式 ● 35.8 60.1 38.2 26.7 18.3 41.8

6 2 実験結果から水溶液の液性を書く 基礎 短答式 ● 62.0 89.8 69.4 51.6 37.0 52.8 Ⅰ

6 3 水を蒸発させると固体が残る水溶液を選ぶ 応用 選択式 ● 65.2 96.3 80.7 58.1 25.9 70.4 Ⅲ

6 4 実験結果について適切なものを選ぶ 基礎 選択式 ● 63.0 92.7 75.8 55.9 27.6 65.1 Ⅲ

7 1 泥の層の成り立ちと特徴について適切なものを選ぶ 基礎 選択式 ● 62.5 80.9 66.3 60.0 42.7 38.2

7 2 断層が生じたときに起きたことを選ぶ 基礎 選択式 ● 75.9 95.7 83.7 72.7 51.7 44.0

7 3 「化石」と答える 基礎 短答式 ● 83.9 98.9 96.5 89.3 51.1 47.8

8 1 豆電球の光を強くする方法を答える 基礎 短答式 ● 81.2 99.2 94.9 84.0 46.7 52.5 Ⅲ

8 2 電気を運動に変換して利用しているものを選ぶ 基礎 選択式 ● 65.5 93.4 78.0 58.0 32.5 60.9 Ⅲ

8 3 LEDの信号機が雪で見えづらくなる理由を答える 応用 記述式 ● 41.5 82.0 52.5 26.2 5.3 76.7 Ⅰ

9 1 「消化液」と答える 基礎 短答式 ● 19.0 47.7 18.6 7.8 2.0 45.7

9 2 試験管A、B内のようすを答える。 応用 選択式 ● 27.1 55.6 20.4 16.5 15.7 39.9

9 3 食物のでんぷんが消化されてできる物質の特徴を答える 応用 短答式 ● 36.4 70.1 44.8 24.4 6.2 63.9 Ⅰ
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市
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・
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    【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考・判断・表現について 

「ろうそくの火が消えた理由」の設問では、正答率が

81.1%と、経験をもとに根拠を持って結論を導くことが

できていることがうかがえます。一方で、扱ったことのな

い未知の課題に対して、無回答率が高くなり、考えること

をあきらめてしまう傾向があります。 
昨年度調査の同一学年の変化では、「てこの規則性」に

ついての設問の正答率が３０ポイント以上上昇したもの

の、A−Ｄ層の差が広がりました。今年度調査の「水を蒸発

させると固体が残る水溶液を選ぶ」設問の結果も、A−D

層の差が 70.4 ポイントと大きくなっています。観察、実

験を受け身ではなく、生徒一人ひとりが GIGA 端末など

を活用した他者参照や、協働的な学びを通して他者の意

見を取り入れながら、自分で試行錯誤して取り組む環境

をつくることが大切です。 
「ろうそくが燃える時間を短くする方法」「てこの作用点

と持ち上げるのに必要な力の変化」など、自身の知識や経

験を基に、未知の現象について考える設問に対して正答

率が低くなる傾向があります。授業の中で、既習の知識や

生活経験の中から問題を見いだし、根拠を持って結果を

予想し、自分なりの仮説を立てる探究活動を積極的に取

り入れていくと効果的です。 

知識・技能について 

理科用語を答える設問について、日常生活でなじみの

ある「化石」などの用語の正答率は 83.9%です。一方で、

「消化液」など、より専門的な用語は 19.0%と、間違えた

り、無回答となったりする傾向があり定着に課題がありま

す。理科用語を授業の中で意図的に取り上げたり、一般的

な用語と結び付けて説明したりすることで、関連付けて理

解できるようになると考えられます。また、授業以外にも

博物館などの紹介をすることも考えられます。 
昨年度調査の同一学年の変化を見ると、「葉がヨウ素溶

液で変化する部分を選ぶ」設問について正答率が 5.5 ポ

イント上昇し、光合成のしくみについての理解の定着がみ

られます。一方で「指示薬や実験器具の名称を答える」設

問に対しては、正答率が上昇する傾向がある一方で、A－

Ｄ層の差が 75.5 ポイントも広がっています。授業の中で

どの生徒にも指示薬や実験器具を実際に使用させ、名称

とその反応を関連付けて理解させることが必要です。 
昨年度調査と比較して正答率が上昇した設問では、A、

B、Ｃ層は正答率が上昇するもののＤ層の正答率が低下

し、A−Ｄ層の差が広がる傾向がみられます。個別最適な

学びの充実や、一人ひとりが主体となって観察、実験に取

り組む授業づくりをすることが大切です。 
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【授業づくりのアイデア例】                                     ＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

 

設問内容：水を蒸発させると固体が残る水溶液を選ぶ(思考・判断・表現)  

   ＜実際の設問＞                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜正答率と 4 層分析データと分析結果＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 

昨年度の類似問題と比べると正答率は６ポイント上昇していますが、４層分析から

は C－Ｄ層の差が 32 ポイント、A－Ｄ層の差が７０ポイント開いていること、Ｄ層の

正答率が昨年度より低下していることがわかります。このことからＤ層の生徒を中

心としたきめ細かな指導、個に応じた指導をさらに充実させることが大切と考えら

れます。 

中１の物質を柱とする領域においては、生活経

験や既習の知識を基に、イメージしたり仮説を立

てたりする場面が多くありますが、学んだはずの

実験器具や指示薬の名称が定着していなかった

り、それらを用いることで何がわかるのかが理解

できていなかったりする生徒もいます。「どう 

やって調べればよいのか」「どのような結果に 

なりそうか」など、解決の見通しを立てられない

際の手立てが必要と考えられます。 

「一人ひとりが主体となって実験観察に取り組む」、

「根拠を持って結果を予想し、自分なりの仮説を立て

る」という視点で授業改善を図るために次のような授

業展開や発問をします。特定の単元に限らず、仮説を立

てる場面では次の手立てが考えられます。 

・生徒が考えをもつ時間を確保し、理解力の高い生徒の

考えだけで話し合いを進めないようにします。 

・同じような考え、仮説を立てた生徒同士でグループを

つくって実験観察を行います。 

→生徒一人ひとりの考えを大切にする、いかすという

視点をもって指導にあたります。 

 

【中１ 身のまわりのものから発生する気体】 

①発生の可能性がある気体を想定する場面での発問 

「発泡入浴剤を実際に使った経験から考えられるこ

とはありますか」「そのとき発生した気体の性質につい

てわかることは何だろう」 

→色やにおい、換気の必要性の有無などから、発生の

可能性がある気体が想定できるようにします。 

②仮説を検証する方法を考える場面での発問 

既習の実験方法や薬品の場合 

「何を使ったら調べられるかな？」 

未知の実験方法や薬品の場合 

「どのような違いを調べたい？」 

→既習事項を復習するだけでなく、発問を通じて生ま

れた生徒の考えを起点に、新たな実験器具や薬品を

紹介するなど、探究に必要な知識・技能を提示するタ

イミングを教師が見極めます。 
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 【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

 

 

 

 

 

よくあて
はまる

ややあて
はまる

あまりあ
てはまら

ない

まったく
あてはま
らない

その他
無回答

A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

令和6年度・中１ 66.7 25.0 41.3 26.3 6.8 0.6 74.6 67.9 62.3 62.0 12.6

令和5年度・中１ 68.0 28.1 39.5 25.1 6.7 0.6 74.3 68.5 66.7 62.4 11.9

令和6年度・中１ 77.3 23.3 53.6 20.1 2.5 0.6 87.6 80.1 75.0 66.5 21.1

令和5年度・中１ 79.2 25.9 52.7 18.5 2.2 0.7 87.7 83.4 78.7 66.8 20.9

令和6年度・中１ 72.2 23.7 48.0 23.9 3.7 0.7 81.2 75.7 70.4 61.5 19.7

令和5年度・中１ 75.0 26.2 48.3 22.2 2.6 0.7 82.9 79.2 75.2 62.7 20.2

令和6年度・中１ 67.4 21.8 45.1 27.6 4.8 0.8 73.8 68.1 66.6 61.0 12.8

令和5年度・中１ 71.1 25.3 45.3 24.8 3.8 0.8 76.8 73.9 70.6 63.1 13.7

令和6年度・中１ 80.4 38.8 41.0 16.6 2.8 0.7 91.1 84.9 78.8 66.4 24.7

令和5年度・中１ 79.9 36.7 42.7 17.1 2.9 0.7 90.5 84.0 78.3 66.6 23.9

令和6年度・中１ 62.0 20.6 40.9 29.2 8.5 0.8 69.1 65.0 60.5 53.1 16.0

令和5年度・中１ 63.1 21.5 41.1 28.4 8.2 0.7 69.9 65.5 62.0 54.9 15.0

令和6年度・中１ 71.8 26.0 45.1 22.9 5.1 0.9 82.9 74.8 68.1 61.0 21.9

令和5年度・中１ 72.9 28.1 44.2 22.4 4.5 0.8 83.3 76.2 69.4 62.6 20.7

3
学習の成果や今後の課題を振り返って明
らかにしている。

7
実験や観察の結果を踏まえて、主体的に
仮説の検証をしている。

4
今日の学習課題をできる限り自分で考え
て設定しようとしている。

5
今日の実験や観察の仮説を自分で立て
てから実験や観察に取り組むようにして
いる。

6
実験や観察、調査の結果をまとめてレ
ポートに書いている。

質問
番号

質問内容

2
どうやって問題を解決したらいいかと見
通しを持って取り組もうとしている。

1
自ら進んで、自然の様子を観察したり探
究しようとしたりしている。

川
崎
市

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

母
集
団

肯定群
回答割合

（％）
年度・学年

「どうやって問題を解決したらいいかと見通しを持って取り組もうとしている」や「今日の実験や観察の仮説を自分で立ててから実験や

観察に取り組むようにしている」ではＡ－Ｄ層の差が２０ポイント以上あります。これは昨年度調査と同様であり、引き続き課題がみられ

ます。質問番号５については、昨年度調査と比べ、A、B、Ｃ層に改善傾向が見られるものの、Ｄ層はほぼ横ばいであることから、 A－Ｄ層

の差が大きくなっています。特定の単元に限らず、既習の内容や生活経験を基に根拠のある予想や仮説を立てる経験を十分に重ねると

ともに、仮説の検証方法を発想したり、妥当な考えをつくりだしたりする場面を充実させるための工夫が求められます。 
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    【第２学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 47.9 72.6 53.1 40.5 25.4 47.2

知識・技能 50.1 75.3 56.5 42.8 25.9 49.4

思考・判断・表現 40.1 63.1 41.2 32.1 24.0 39.1

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

大問
A
層

B
層

C
層

D
層

A

l
D

層

の
差

パ

タ
ー

ン

判
定

1 A 1 「リンゴ」と「テーブルの上に」を聞き取る 基礎 選択式 ● 87.0 97.1 93.3 86.5 71.0 26.1

1 A 2 曜日と活動を聞き取る 基礎 選択式 ● 92.9 99.9 97.8 94.5 79.6 20.3

1 A 3 「10時15分」を聞き取る 基礎 選択式 ● 49.3 71.9 51.4 36.9 37.0

1 B 1 「あなたは～ですか」への答えを聞き取る 基礎 選択式 ● 83.7 98.9 95.0 82.3 58.5 40.4

1 B 2 「これは誰の鉛筆ですか」への答えを聞き取る 基礎 選択式 ● 79.5 99.8 97.5 81.8 39.0 60.8 Ⅲ

1 B 3 「いつ～しましたか」への答えを聞き取る 基礎 選択式 ● 61.5 95.2 73.4 45.6 31.9 63.3 Ⅱ

1 C 1 「サリーは午後どこに行きたいか」を聞き取る 基礎 選択式 ● 59.4 97.4 79.4 45.9 14.9 82.5 Ⅱ

1 C 2 「トオルはお祭りで何をしたか」を聞き取る 基礎 選択式 ● 62.6 86.2 67.1 54.5 42.9 43.3

1 D 1 ミドリ公園に毎日行く生徒の数を聞き取る 基礎 選択式 ● 63.5 95.3 79.0 54.2 25.5 69.8 Ⅲ

1 D 2 「Bに何が入るか」を聞き取る 応用 選択式 ● 68.1 91.1 76.2 60.9 44.2 46.9

2 A 1 「冬」を英語で書く 基礎 短答式 ● 64.0 97.1 87.9 59.0 12.0 85.1 Ⅲ

2 A 2 「食べた」を英語で書く 基礎 短答式 ● 63.2 98.4 89.2 56.8 8.5 89.9 Ⅲ

2 B 1 Doを選ぶ 基礎 選択式 ● 53.1 90.3 60.0 38.4 23.8 66.5 Ⅰ

2 B 2 be動詞の過去形wasを選ぶ。 基礎 選択式 ● 66.3 96.5 86.4 58.8 23.3 73.2 Ⅲ

2 B 3 現在進行形になるようlisteningを選ぶ 基礎 選択式 ● 53.7 86.8 54.3 38.2 35.7 51.1 Ⅰ

3 1 命令文を正しい語順で表す 基礎 短答式 ● 63.2 99.1 88.8 51.4 13.6 85.5 Ⅲ

3 2 代名詞を使った文を正しい語順で表す 基礎 短答式 ● 84.1 99.4 96.0 86.6 54.3 45.1

3 3 How manyで始まる疑問文を正しい語順で表す。 基礎 短答式 ● 46.6 92.7 63.1 26.2 4.2 88.5 Ⅱ

3 4 What+名詞で始まる疑問文を正しい語順で表す 基礎 短答式 ● 62.8 98.1 81.3 53.9 18.0 80.1 Ⅲ

4 1 対話の文脈に合う、時刻を尋ねる文を書く 応用 記述式 ● 51.7 96.4 78.5 30.0 1.8 94.6 Ⅱ

4 2 対話の文脈に合う、提案等の文を書く 応用 記述式 ● 35.2 72.4 45.1 19.7 3.6 68.8 Ⅰ

5 1 メッセージのやり取りを読み、質問に合う答えを書く 基礎 記述式 ● 41.8 89.3 57.2 20.0 0.7 88.6 Ⅱ

5 2 メッセージのやり取りを読み、質問に合う答えを書く 基礎 記述式 ● 48.0 93.3 70.6 26.5 1.4 91.9 Ⅱ

6 1 ホームページを読み、講習の開催日を選ぶ 応用 選択式 ● 81.3 98.4 95.0 81.6 50.3 48.1

6 2 ホームページを読み、正しい内容を選ぶ 応用 選択式 ● 51.9 89.8 55.0 36.8 26.1 63.7 Ⅰ

7 ブログを読み、正しいタイトルを選ぶ 応用 選択式 ● 27.2 54.6 21.4 14.4 18.2

8 1 アンケートの結果と会話を読み、空欄に適する語を選ぶ 基礎 選択式 ● 39.3 81.6 39.3 20.4 15.7 65.9 Ⅰ

8 2 アンケートの結果と会話を読み、内容に合う英文を選ぶ 基礎 選択式 ● 53.2 95.9 67.7 33.7 15.4 80.5 Ⅱ

9 1 英文を読み、itが表すものを選ぶ 応用 選択式 ● 66.8 94.8 80.6 58.7 32.9 61.9 Ⅲ

9 2 英文を読み、内容に合う英文を選ぶ 応用 選択式 ● 42.2 82.3 40.2 24.9 21.3 61.0 Ⅰ

9 3 A 英文を読み、英語の要約文に適する語句を選ぶ 応用 選択式 ● 43.9 77.4 47.5 28.9 21.5 55.9 Ⅰ

9 3 B 英文を読み、英語の要約文に適する語句を選ぶ 応用 選択式 ● 41.5 82.1 40.4 25.8 17.8 64.3 Ⅰ

9 4 英文を読み、質問に対して英文で答える 応用 記述式 ● 33.3 90.7 38.0 4.7 0.0 90.7 Ⅰ

川
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市
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【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

 

「フックの法則について正しい語句を選ぶ」問いではＡ

－Ｄ層の差が５５．７ポイントであり、「地質年代」という語

句を答えさせる問いではＡ層の正答率が３０．８％と低く

なっています。単元によって理科用語の定着に差があり、

昨年度に引き続き、理科用語を使いながら概念的な理解

を促す授業づくりや、生徒が説明できるような授業が大

切です。 

またフックの法則に関しては、昨年度の中２でも「ばねを

引く力の大きさとばねののびの関係を作図する」問いでＡ

－Ｄ層の差が７３．１ポイントとなっており、Ｄ層の正答率が

低い傾向がみられます。今年度調査では「密度を求める」

問いもあり、Ａ－Ｄ層の差が７４．５ポイントと大きく、フッ

クの法則と同様の傾向があると考えられます。Ｄ層の生徒

が主体的に取り組み、粘り強く基本的な技能の習得がで

きるような授業改善を実践していくことが必要です。 

思考・判断・表現について 

 

「反射した光の進み方を作図する」問いでは、Ａ－Ｄ層の

差が６８．５ポイントとなっており、続く「虹が見える条件に

ついて答える」問いでは、Ａ層の正答率が４７．８％と低く

なっています。作図の思考・判断・表現については、既習事

項の延長と考えられる生徒にとっては難しくないものの、

光の反射と屈折を概念的に理解しきれていない生徒にと

っては難しく感じられ、学習内容についていけなかった生

徒にとってははじめから諦めてしまっている可能性が考え

られます。また、虹が見える条件の正答率が低いことにつ

いては、日常生活から科学的事象を見いだしたり、考えた

りする機会が少なくなっている状況が考えられます。 

昨年度に引き続き、既習の内容や生活経験を基に、根拠

のある予想や仮説、解決方法を発想し、話し合い活動を通

してより妥当な考えを構築できるような授業展開を充実

させていくことが大切であると考えます。 
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【授業づくりのアイデア例】                        ＜分析結果＞ 

設問内容：フックの法則について正しい語句を選ぶ(知識・技能)   

＜実際の設問＞ 

 

 

 

 

 

               

                                            

                                          ＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

 

                                               

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

＜正答率と４層分析データの経年変化＞  

 

 

 

今回の「フックの法則」についての問題では、フックの法則という理科用

語を聞いたことがあっても、ばねを引く力の大きさとばねののびが比例

するという概念的な理解は出来ていないことが考えられます。４層分析で

は、Ａ層からＣ層の正答率は高いです。一方で、Ｄ層の正答率は４３．１％で

あり、Ｃ層との差は約４０ポイント開いています。昨年度調査の「はさみの

作用点より小さな力で切る方法」の問いにおいても、Ｄ層の正答率が低い

傾向があるため、Ｄ層への指導の充実が課題であると考えます。 

【力の大きさとばねののびの関係】 

①ICT の効果的活用 

GIGＡ端末を活用し、ばねののびの実験をシミュレーションソフトで何

度も再現することで、規則性を見いだすことを促します。 

②授業改善の工夫 

上皿はかりを用いて「なぜだろう？」と考えるきっかけをつくります。

「はかりを右に倒すと針はマイナスを指すが、左に 

倒すと針はどちらを指すでしょうか。」という問いか 

ら、仮説を立てます。その後、構造が単純な上皿はか 

りを用いて、生徒は仮説・検証を進めていきます。そ 

の結果として、ばねののびが 

針の数値と関係していること 

に気付き、「ばねを引く力の大 

きさとばねののびが比例する」 

という概念的な理解につなげていきます。 

 

A層 B 層 C 層 D 層
A ー D 層

の 差
パ タ ー ン

判 定

令 和 ５年 度 ・中 １ 30.2 49.7 31.3 23.4 16.4 33.3

令 和 ６年 度 ・中 ２ 78.7 98.8 92.5 80.4 43.1 55.7 Ⅲ

川 崎 市
川 崎 市 学 力 層 別

年 度 ・学 年
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よくあて

はまる

ややあて

はまる

あまりあ

てはまら

ない

まったく

あてはま

らない

その他

無回答
A層 B層 C層 D層

Ａ-Ｄ層

の差

令和６年度・中2 56.7 18.6 37.8 32.1 11.0 0.6 60.5 56.0 55.6 54.7 5.8

令和５年度・中1 68.0 28.1 39.5 25.1 6.7 0.6 74.3 68.5 66.7 62.4 11.9

令和６年度・中2 71.8 18.0 53.4 24.2 3.9 0.6 83.9 76.6 66.8 59.8 24.1

令和５年度・中1 79.2 25.9 52.7 18.5 2.2 0.7 87.7 83.4 78.7 66.8 20.9

令和６年度・中2 69.6 20.5 48.6 26.2 4.1 0.7 81.6 72.8 66.5 57.3 24.3

令和５年度・中1 75.0 26.2 48.3 22.2 2.6 0.7 82.9 79.2 75.2 62.7 20.2

令和６年度・中2 65.8 20.0 45.3 28.1 5.9 0.7 72.8 69.0 64.2 57.1 15.7

令和５年度・中1 71.1 25.3 45.3 24.8 3.8 0.8 76.8 73.9 70.6 63.1 13.7

令和６年度・中2 75.6 27.3 47.8 20.4 3.8 0.7 86.2 79.3 73.3 63.5 22.7

令和５年度・中1 79.9 36.7 42.7 17.1 2.9 0.7 90.5 84.0 78.3 66.6 23.9

令和６年度・中2 70.0 26.8 42.7 23.7 6.1 0.7 79.7 73.9 67.9 58.4 21.3

令和５年度・中1 63.1 21.5 41.1 28.4 8.2 0.7 69.9 65.5 62.0 54.9 15.0

令和６年度・中2 67.7 20.6 46.6 26.0 6.1 0.7 80.4 71.7 62.0 56.5 23.9

令和５年度・中1 72.9 28.1 44.2 22.4 4.5 0.8 83.3 76.2 69.4 62.6 20.7

3
学習の成果や今後の課題を振り返って

明らかにしている。

7
実験や観察の結果を踏まえて、主体的

に仮説の検証をしている。

4
今日の学習課題を、できる限り自分で

考えて設定しようとしている。

5

今日の実験や観察の仮説を自分で立て

てから実験や観察に取り組むようにし

ている。

6
実験や観察、調査の結果をまとめてレ

ポートに書いている。

質問

番号
質問内容

2
どうやって問題を解決したらいいかと

見通しを持って取り組もうとしている。

1
自ら進んで、自然の様子を観察したり実

験したりしようとしている。

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

川

崎

市

母

集

団

肯定群

回答割合

（％）

年度・学年

川

崎

市

 【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同一母集団である昨年度の中１の結果と同様に、「どうやって問題を解決したらよいかと見通しを持って取り組もうとしてい

る」や「今日の実験や観察の仮説を自分で立ててから実験や観察に取り組むようにしている」という質問に対して、Ａ－Ｄ層の差

が２０ポイント以上みられます。引き続き学習のめあてやねらいを明確にして、生徒が自ら課題を見いだせるような発問を意識

し、「なぜだろう？」「きっとこうかもしれない」という仮説を生徒が主体的に立てられるような授業の工夫が必要です。 
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【第３学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大問
A
層

B
層

C
層

D
層

A

l
D

層

の
差

パ

タ
ー

ン

判
定

1 1 「蒸散」と答える 基礎 短答式 ● 55.7 93.4 76.4 43.2 9.9 83.5 Ⅲ

1 2 血液の説明に入る語句の正しい組み合わせを選ぶ 基礎 選択式 ● 40.2 77.9 44.6 23.7 14.5 63.4 Ⅰ

1 3 物質のつくり・分類について正しい説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 68.8 89.7 80.2 66.9 38.2 51.5 Ⅲ

1 4 燃焼について正しい説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 70.5 94.0 83.1 67.3 37.5 56.5 Ⅲ

1 5 日本の四季について正しい説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 48.1 67.7 52.0 42.2 30.4 37.3

1 6 圧力を計算して答える 基礎 短答式 ● 18.3 50.7 15.8 5.0 1.8 48.9

1 7 物質の種類と電気抵抗について正しい説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 71.7 97.6 88.3 65.9 34.8 62.8 Ⅲ

1 8 電流を計算して答える 応用 短答式 ● 26.7 72.6 25.1 7.8 1.4 71.2 Ⅰ

2 1 ア 細胞の核について正しい説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 77.8 98.0 91.5 75.0 46.9 51.1 Ⅲ

2 1 イ 細胞壁について正しい説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 69.3 94.3 83.2 67.1 32.5 61.8 Ⅲ

2 2 石灰水が白くにごらなかった理由を正しく選ぶ 応用 選択式 ● 77.5 98.5 93.5 78.4 39.5 59.0 Ⅲ

3 1 ア 酸化銀の加熱後の物質について正しい説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 56.1 89.6 69.3 40.1 25.4 64.2 Ⅱ

3 1 イ 酸化銀の分解により生じる気体の性質を選ぶ 基礎 選択式 ● 64.0 93.6 79.2 56.1 27.0 66.6 Ⅲ

3 2 気体の発生量から反応した試薬の質量の範囲を選ぶ 応用 選択式 ● 26.6 30.3 20.2 24.5 31.3

4 1 電流計のつなぎ方の正しい組み合わせを選ぶ 基礎 選択式 ● 53.4 87.5 63.0 40.1 23.2 64.3 Ⅰ

4 2 電熱線a、bを直列につないだ回路のグラフをかく 応用 記述式 ● 18.1 62.1 9.1 1.0 0.2 61.9 Ⅰ

4 3 消費される電気エネルギーについて正しい説明を選ぶ 基礎 選択式 ● 29.4 51.0 26.1 21.4 19.1 31.9

5 1 血液循環の説明にあてはまる語句の組み合わせを選ぶ 基礎 選択式 ● 52.5 81.1 57.5 41.8 29.8 51.3 Ⅰ

5 2 「反射」と答える 基礎 短答式 ● 65.3 96.9 84.1 59.7 20.3 76.6 Ⅲ

6 1 ア 酸化により質量がふえる理由の説明を完成させる 基礎 記述式 ● 66.4 96.7 89.2 60.9 18.7 78.0 Ⅲ

6 1 イ 物質の酸化前後での反応の説明で正しいものを選ぶ 基礎 選択式 ● 34.4 59.2 34.1 23.4 21.0 38.2

6 2 酸化還元反応の説明に入る語句の組み合わせを選ぶ 基礎 選択式 ● 76.8 98.5 93.3 75.7 39.5 59.0 Ⅲ

7 1 電流と方位磁針の向きの正しい組み合わせを選ぶ 基礎 選択式 ● 40.6 60.7 38.4 31.5 31.8

7 2 ア コイルがより大きく動く方法を選ぶ 基礎 選択式 ● 57.4 94.5 71.7 42.0 21.3 73.2 Ⅱ

7 2 イ コイルが逆向きに動く方法を選ぶ 応用 選択式 ● 79.5 98.8 94.6 82.0 42.7 56.1 Ⅲ

8 1 天気図を時間経過順に正しく並べる 基礎 選択式 ● 82.6 98.8 94.4 85.0 52.0 46.8

8 2 ア 低気圧の進路を正しく選ぶ 応用 選択式 ● 38.9 60.7 41.2 28.8 24.9 35.8

8 2 イ 温帯低気圧周辺の風の吹き方の説明を完成させる 基礎 選択式 ● 38.2 65.7 39.2 27.5 20.4 45.3

9 1 「電磁誘導」と答える 基礎 短答式 ● 28.2 70.6 30.0 10.3 1.7 68.9 Ⅰ

9 2 発光ダイオードが光るものを選ぶ 応用 選択式 ● 36.8 68.9 41.8 24.0 12.5 56.4 Ⅰ

9 3 電磁調理器でなべの中の水が温まるしくみを答える 応用 記述式 ● 30.3 59.8 33.1 20.5 7.5 52.3 Ⅰ

川
崎

市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基

礎
応

用

出

題
形

式

知

識
・

技

能

思

考

・
判

断
・

表
現

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 51.6 79.3 59.5 43.2 24.4 54.9 Ⅰ

知識・技能 53.8 82.5 62.9 45.0 25.0 57.5 Ⅲ

思考・判断・表現 44.0 68.5 47.7 37.0 22.7 45.8

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別
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【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

平均正答率は、昨年度調査の５１.７％から５３.８％へ 

２.１ポイント上昇しています。また、Ａ層は６.７ポイント、B

層は４.３ポイント上昇が見られる一方で、Ｃ層は０.７ポイ

ントの上昇、Ｄ層は３.２ポイントの低下がみられることから

C－Ｄ層への支援が必要であると考えられます。 

天気図を時間経過順に正しく並べる設問では、正答率

は８２.６％でＡからＣ層のいずれも８５％を超える結果で

した。Ｄ層においても５２.０％となっており、昨年度調査の

７０％を超える正答率の問題からも観察力が身に付いて

いることがわかります。 

一方で、「蒸散」を答える設問では、A－Ｄ層の差が 

８３.５ポイントで、Ｄ層の約半数が無回答でした。誤答とし

ては「蒸散」と「蒸発」を取り違えているなどの可能性が考

えられます。また、電流を計算して答える設問、「電磁誘

導」と答える設問については、A－Ｄ層の差が６０ポイント

を超えると同時に A－Ｂ層の差が４０ポイントを超えてい

ます。理科用語を正しく用いながら、概念的な理解を深め

る授業づくりを目指していく必要があります。 
 

 

思考・判断・表現について 

石灰水が白くにごらなかった理由を正しく選ぶ設問で

は、正答率は７７.５％で、光合成の実験に関して条件制御

が思考や判断に結び付けられていると考えられます。また

昨年度調査の結果からも、実験に関する問題で約７０％の

正答率であることから、仮説を立て、現象を観察し、結果

をレポ‐トにまとめるなどの取組が成果につながっている

と考えられます。 

一方で、２つの電熱線を直列につないだ回路のグラフ

をかく設問では、正答率は１８.１％で A－Ｂ層の差が 

５３.０ポイントでした。Ａ層の特定の生徒だけが、この設問

を理解していることがわかります。また、同類の情報を読

み取る問題で、昨年度調査の地層に関してある地点の河

口からの距離の変化を説明する設問では、正答率は 

１８.７％で無回答は４１.５％でした。今年度の無回答が 

２９.５％に低下したものの、情報を正確に読み取り、分析

し、判断して表現することに課題がみられます。既習の内

容を基に、根拠のある予想や仮説、解決する方法を発想

し、考察を通してより妥当な考えをつくりだす場面を充実

させることが大切です。 
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【授業づくりのアイデア例】 

設問内容：電流を計算して答える(知識・技能)                  ＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

＜実際の設問＞ 

 

  
＜正答率と４層分析データと分析結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元の導入は、豆電球の明るさの違いから、電流や電圧などの規

則を探究することから始まります。教科書は、回路を川に見立て、並列

回路や直列回路において水流の量や落差を事例として挙げています。

しかし、これらの概念を生徒が確立するためには、自発的に考え表現

して個別最適な学びを実現していくことが大切です。 

左図は、電流を人

数、電圧を所持

しているお金、

それらをかけあ

わせたものを

電力として表現

している生徒の

事例です。自分

なりに電流や

電圧や電力を

概念的に理解

しています。 

 上記のような概念的な理解のためには、教師が実験を通して、電流

の性質を「途中で減らないもの」、「枝分かれすると足し算が成り立

つもの」といったように、ポイントをおさえ生徒に指導する必要があ

ります。また、生徒の表現については、十分ではないものであって

もそれを価値付け、その後、自ら考えを調整できるように生徒の理

解に応じた授業展開や言葉がけをすることが大切です。 

４層分析から、A－Ｄ層の差

は約７０ポイント離れているこ

とがわかります。さらに、Ａ－

とＢ層の差についても、約５０

ポイント離れていることから、

Ａ層だけがこの設問を理解し

ている状況であることが分か

ります。  
また、電流計のつなぎ方の設問では正答率は５３％、グラフを記述

する設問で正答率１８％で、数的処理やグラフ処理という課題の理解

につなげるためにも、まずは、「電流は回路が枝分かれするとその値

も分かれる」ということや「電圧は抵抗がある区間に加わる」などの

本内容の基礎・基本的な概念の理解が大切です。また、昨年度の概念

的な理解を要する設問についてもＤ層にかけて正答率が低下してお

り、概念的な理解が育まれる授業づくりが大切です。 
 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

川崎市 A層 B層 C層 D層

〈正答率と４層分析データの経年変化〉

令和5年度・中２ 令和６年度・中３
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 【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

 

 

 

 

 

 

「今日の実験や観察の仮説を自分で立ててから実験や観察に取り組むようにしている」では、どの層も昨年度調査に比べ肯定群回答の

割合が上昇し、A－Ｄ層の差は昨年度よりも２．１ポイント縮んでいます。一方で、「学習の成果や今後の課題を振り返って明らかにしてい

る」では、A 層は肯定群回答の割合が上昇していますが、A－Ｄ層の差が昨年度調査よりも３.１ポイント開いています。仮説を自分で立てて

から観察、実験を行い、結果をレポートに書くなどの学習活動を継続的に充実していくことが大切です。さらに、学習後に自らの学習や学

習方法を振り返ったり、生徒同士で話し合ったり議論したりするなど、異なる視点からの意見を参考にしながら、自らの学びを調整した

り、具体的な課題を見つけて今後の課題を明らかにしたりする場面を設定することが大切です。 

よくあて
はまる

ややあて
はまる

あまりあ
てはまら

ない

まったく
あてはま
らない

その他
無回答

A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

令和６年度・中３ 55.7 17.9 37.5 32.7 11.4 0.5 61.8 58.1 52.7 50.0 11.8

令和５年度・中２ 58.1 19.3 38.3 31.8 9.9 0.7 61.6 59.1 55.9 55.5 6.1

令和６年度・中３ 72.6 18.5 53.7 23.5 3.8 0.5 86.0 77.5 69.7 56.9 29.1

令和５年度・中２ 72.7 18.4 53.8 23.8 3.3 0.7 85.6 77.4 69.2 58.6 27.0

令和６年度・中３ 71.7 21.8 49.6 23.7 4.4 0.5 85.9 75.8 67.6 57.5 28.4

令和５年度・中２ 71.2 21.8 48.8 24.8 3.8 0.7 82.9 76.6 67.5 57.6 25.3

令和６年度・中３ 66.7 20.3 46.0 27.3 5.8 0.5 75.1 70.3 65.7 55.7 19.4

令和５年度・中２ 66.4 20.1 45.8 28.2 5.1 0.8 74.1 69.3 66.0 56.1 18.0

令和６年度・中３ 76.8 27.8 48.6 19.3 3.8 0.5 86.8 82.2 75.7 62.4 24.4

令和５年度・中２ 74.3 26.1 47.6 21.6 3.8 0.8 86.6 78.7 71.8 60.1 26.5

令和６年度・中３ 77.5 32.2 44.9 17.6 4.8 0.5 88.1 82.8 76.1 63.0 25.1

令和５年度・中２ 71.6 27.3 43.7 22.8 5.4 0.8 81.4 75.2 70.6 59.0 22.4

令和６年度・中３ 70.9 22.5 48.0 23.5 5.4 0.6 85.6 76.9 67.0 54.9 29.7

令和５年度・中２ 67.6 20.9 46.1 26.4 5.7 0.9 80.8 72.5 63.7 53.1 27.7

3
学習の成果や今後の課題を振り返って明
らかにしている。

7
実験や観察の結果を踏まえて、主体的に
仮説の検証をしている。

4
今日の学習課題を、できる限り自分で考
えて設定しようとしている。

5
今日の実験や観察の仮説を自分で立てて
から実験や観察に取り組むようにしてい
る。

6
実験や観察、調査の結果をまとめてレ
ポートに書いている。

質問
番号

質問内容

2
どうやって問題を解決したらいいかと見
通しを持って取り組もうとしている。

1
自ら進んで、自然の様子を観察したり実
験したりしようとしている。

川
崎
市

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

母
集
団

肯定群
回答割合

（％）
年度・学年



113 
 

【学習意識調査から】 

 ＜                ＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

 

 

 

 

 

 

＜肯定的な回答割合・４層分析＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜分析結果＞ 

 

Ⅶ 今後 の各 種 事業 の取 組について 

 

 

昨年度の結果から、理科の授業で探究的にグループ活動を行う際

に、特定の生徒が中心とならないよう、役割分担やローテーションな

ど、教師が適切な働きかけを行うことや、事後の活動で、わかったこと

を挙げさせる指導にとどめず、わからなかったことや、それをどのよ

うに解決しようとしたか等の振り返りを行い、活動の質を高めていく

ことを目指してきました。今年度の分析結果から、これらの課題につ

いて授業改善を行ってきた成果が少しずつ現れており、今後も引き続

き主体的・対話的で深い学びの質を高めていくことが必要です。 
グループ活動では、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的

な充実を図った授業改善が必要です。分担表を作成し、実験を計画的

に実施する上での役割や順番を明確にすることで、学習が苦手な生徒

でも見通しをもって活動に取り組めるよう留意した指導や、分担をロ

ーテーションさせることで、一人ひとりの生徒が様々な役割に対して

より主体的に取り組むことができるように留意した指導などが考えら

れます。また、事後の振り返りの時間もしっかりと確保し、グループの

中で個人が果たした役割や、それが実験成果にどのように関わったの

かをより具体的に振り返らせることで、一人ひとりの生徒が、自己有

用感や自己肯定感を高め、その後の学習活動により主体的に取り組

むことができるようにしていくことが大切です。 

このように、グループ活動においても、主体的・対話的で深い学び

の質を高めていくことが、一人ひとりの生徒の「わかる」と自己有用感

や自己肯定感の高まりにつながり、かわさき教育プランの基本目標の

「共生・協働の精神」を育むことにつながります。 

質問番号：【97】 

理科の授業で、実験や調査に取り組む前に、仮説を立てたり

結果を予想したりしている。 

質問番号：【9９】 

理科の授業で、実験や調査が終わったあとに、気づいたことや

新しい疑問などについて、話し合ったりまとめたりしてい

る。 

質問９７と比べて９９の肯定的回答の割合が低い傾向が見ら

れます。前年度よりＤ層の肯定的回答の割合が高まり、A－D

の差が縮小していることから、対話を通して自らの学びを振り

返り、次の学びにつなごうとする姿がみられる傾向が現れてい

ます。探究の過程を通して、９７と９９の学習活動を一体的に充

実させ、科学的に探究する力を育んでいくことが課題です。 
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６ 中 学 校 英 語  

    【第１学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 89.8 100.0 95.2 90.3 71.5 28.5

知識・技能 89.6 100.0 93.4 90.1 71.8 28.2

思考・判断・表現 90.3 100.0 98.9 90.9 70.9 29.1

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

大問
A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D
層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 1 「インド」を聞き取る 基礎 選択式 ● 94.4 100.0 96.3 94.6 85.0 15.0

1 2 「12」を聞き取る 基礎 選択式 ● 81.7 100.0 87.4 80.6 53.1 46.9

1 3 「獣医」を聞き取る 基礎 選択式 ● 88.6 100.0 95.5 91.3 65.7 34.3

1 4 「7時30分」を聞き取る 基礎 選択式 ● 68.2 100.0 65.9 57.0 34.6 65.4 Ⅰ

1 5 「あなたは料理ができますか」への答えを聞き取る 基礎 選択式 ● 96.9 100.0 100.0 98.2 89.6 10.4

1 6 「宿題をする」を聞き取る 基礎 選択式 ● 86.9 100.0 95.3 88.9 61.1 38.9

2 1 「花火を見ることができる」を聞き取る 基礎 選択式 ● 86.8 100.0 90.0 86.3 66.2 33.8

2 2 「修学旅行」を聞き取る 基礎 選択式 ● 90.4 100.0 88.6 89.4 78.5

2 3 「ステーキ」を聞き取る 基礎 選択式 ● 98.6 100.0 100.0 98.6 95.9 4.1

2 4 「12月」を聞き取る 基礎 選択式 ● 83.5 100.0 88.9 83.4 56.7 43.3

3 1 「お腹がすいていますか」への答えを聞き取る 基礎 選択式 ● 93.3 100.0 100.0 94.8 78.2 21.8

3 2 「レストランはどこですか」への答えを聞き取る 基礎 選択式 ● 93.7 100.0 100.0 94.4 80.3 19.7

3 3 「ハンバーガーはいくらですか」への答えを聞き取る 基礎 選択式 ● 76.1 100.0 100.0 69.7 34.0 66.0 Ⅲ

4 1 「トムが好きなスポーツ」を聞き取る 応用 選択式 ● 91.1 100.0 95.5 93.9 73.0 27.0

4 2 「英語を勉強する」を聞き取る 応用 選択式 ● 96.6 100.0 100.0 99.4 86.7 13.3

4 3 「ヒナのしたいこと」を聞き取る 応用 選択式 ● 91.9 100.0 96.6 95.5 73.7 26.3

4 4 「トムの月曜日の時間割」を聞き取る 応用 選択式 ● 89.8 100.0 100.0 88.4 70.4 29.6

5 1 「I can run fast.」を聞いて選ぶ 応用 選択式 ● 93.8 100.0 100.0 99.0 76.1 23.9

5 2 「I enjoyed hiking.」を聞いて選ぶ 応用 選択式 ● 96.2 100.0 100.0 98.3 86.7 13.3

6 1 bagを書く 基礎 短答式 ● 93.6 100.0 100.0 96.7 77.6 22.4

6 2 Mayを書く 基礎 短答式 ● 94.2 100.0 100.0 98.7 78.0 22.0

川
崎
市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・

表
現
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    【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

単語の読み取り問題や文字の記述問題では正答率が高

く、小学校での指導の成果がみられます。特に“can”が使

用される大問 1 小問 5 では、Ｄ層の生徒も正答率が

89.6％と他の問題よりも高く、小学校から繰り返し学習し

てきたことがわかります。また、具体的な情報の聞き取り問

題や必要な情報の聞き取り問題も同様に高い正答率でし

た。 

ただし、身近な情報の聞き取りに関する問題では、大問 1

小問 4 の「7 時 30 分」を聞き取ることができない生徒が

多くみられました。正答率は、B 層が 65.9％、Ｃ層が

57.0％、Ｄ層が 34.6％と、数字の「１３」と「３０」の音声の

区別がついていないことがわかります。数字の「12」を聞き

取る大問 1 小問 2 でも同様に、Ｄ層の正答率は低いです。 

昨年度の結果でも、曜日や日付、時間を聞き取る問題で

はＡ層とＤ層では大きな差があり、同様の困難さを感じて

いることがわかります。身近な内容ではあっても、発音が似

た単語は繰り返し使用することにより定着を図る必要があ

ると考えられます。 

思考・判断・表現について 

全体の平均正答率は 90.4％でした。昨年度の分析結果

が６８.7％だったことを考慮すると正答率は上昇傾向にあ

ります。さらに、A－Ｄ層の差においても、29.1 ポイントと

昨年度に比べ差が縮まっています。 

しかし、大問３小問３においては、Ａ層の正答率が 100％

なのに対し、Ｄ層の正答率は 34.0％となりました。質問が

聞きとれなかったり、意味がわからなかったりした可能性

が考えられます。さらに、質問に使用された“How”の表現

がその後に続く語によって聞かれている意味が変わるこ

と、またその意味についての理解の差が、A－Ｄ層の差を生

んでいることが考えられます。小学校で“How”の表現を使

用した言語活動を行っているものの、“How much”や

“How many”等の表現に何度も触れていく必要がありま

す。 

また、質問の意味を捉えることができなくとも、前後の会

話から内容を推測できるような指導も大切です。ダイアロ

グ等を使用して、会話の流れから内容を掴む学習も重要だ

と考えます。 
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       【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

全質問項目において、肯定群回答割合が昨年度を上回る結果になりました。ただし、昨年度同様質問番号３では A－Ｄ層の差が 22.1

ポイント、質問番号 4 では 23.6 ポイントとそれぞれ開きがみられました。しかし、昨年度の結果と比べると、A－Ｄ層の差が小さくなっ

ていることから、相手に自分の意見や考えを英語で伝えたいと思い学習に取り組んできている生徒が増えてきています。今後も、小学校

での英語の学習指導内容を踏まえて、自分の思いを相手に伝えようとする態度の育成とコミュニケーションの目的や場面、状況に合わ

せた表現を継続的に指導していく必要があると考えられます。 
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【授業づくりのアイデア例】（例） 

《実際の設問》 

 

 

 

 

《正答率と４層分析データと分析結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

(1)F: Are you hungry, Bob? 

   M: 1. I like sushi.    2. I go to school. 

      3. Yes. I want to eat lunch.   4. Thank you. 

(2)F: Where is Green Restaurant, Sakura? 

   M: 1. I eat bananas.  2. I speak English. 

      3. You’re welcome. 4. Go straight. And turn right 

(3)F: How much is the hamburger, Sakura? 

   M: 1. It is delicious.   2. It’s 600 yen. 

      3. I like hamburgers.  4. Let’s eat lunch. 

どの問題も平均正答率が７０％を超えるものの、小問３に関し

ては、Ａ層とＣ層の差が 30.3 ポイント、A－Ｄ層の差が 66.0 ポ

イントとなりました。“How”を使った表現として、“How are 

you?”に比べ、“How much～?”の使用頻度が比較的低く、質

問に対する適切な解答を正しく判断できなったことが考えられま

す。そのため、“How”を使用した様々な表現を活用する機会の

設定が必要だと考えられます。 

 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

川崎市 A層 B層 C層 D層

〈正答率と４層分析データの経年変化〉

令和５年度・中１ 令和６年度・中１
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《実態に応じた授業づくりの工夫》 

中学校学習指導要領解説外国語編では、「日常的な話題につい

て，必要な情報を聞き取ることができるようになる」と述べられて

います。 

 

今回は聞き取りの問題でしたが、質問に対して答えたり、聞い

たことから状況を判断して答えたりすることは、やり取りを行う場

面でもみられます。授業づくりの工夫として、適切な場面設定の

中で、日常的によく登場する表現を取り入れながら活動すること

ができると考えます。 

 “How”を使用した“How are you?”の表現は、授業の中で

頻繁に登場する表現です。しかし、同じ“How”を使用したその他

の表現は小学校での外国語活動でも使用する場面が限定されま

す。そのため、授業の中で“How much～?”や“How many

～?”等のその他の表現に触れ、生徒同士でやり取りをする機会を

設けることが大切です。具体的には、教科書『Daily Life Scene 

3』のように、買い物やカフェでの注文の場面を設定し、ダイアロ

グを使用することで自然な形で“How much～?”の表現を使

用することができます。 

このように、適切な場面設定の中で、ねらいとする英語表現を

使用する活動を行うことが大切です。 

日常的に使用する表現に触れ、 

適切な場面設定の中で活用する 
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   【第２学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 58.2 90.6 69.5 46.6 26.2 64.4 Ⅱ

知識・技能 67.4 94.8 81.0 59.8 34.0 60.8 Ⅲ

思考・判断・表現 50.6 87.2 59.9 35.6 19.7 67.5 Ⅰ

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

大問
A

層

B

層

C

層

D

層

A
l

D
層

の

差

パ
タ
ー

ン

判

定

1 A 1 「リンゴ」と「テーブルの上に」を聞き取る 基礎 選択式 ● 87.0 97.1 93.3 86.5 71.0 26.1

1 A 2 曜日と活動を聞き取る 基礎 選択式 ● 92.9 99.9 97.8 94.5 79.6 20.3

1 A 3 「10時15分」を聞き取る 基礎 選択式 ● 49.3 71.9 51.4 36.9 37.0

1 B 1 「あなたは～ですか」への答えを聞き取る 基礎 選択式 ● 83.7 98.9 95.0 82.3 58.5 40.4

1 B 2 「これは誰の鉛筆ですか」への答えを聞き取る 基礎 選択式 ● 79.5 99.8 97.5 81.8 39.0 60.8 Ⅲ

1 B 3 「いつ～しましたか」への答えを聞き取る 基礎 選択式 ● 61.5 95.2 73.4 45.6 31.9 63.3 Ⅱ

1 C 1 「サリーは午後どこに行きたいか」を聞き取る 基礎 選択式 ● 59.4 97.4 79.4 45.9 14.9 82.5 Ⅱ

1 C 2 「トオルはお祭りで何をしたか」を聞き取る 基礎 選択式 ● 62.6 86.2 67.1 54.5 42.9 43.3

1 D 1 ミドリ公園に毎日行く生徒の数を聞き取る 基礎 選択式 ● 63.5 95.3 79.0 54.2 25.5 69.8 Ⅲ

1 D 2 「Bに何が入るか」を聞き取る 応用 選択式 ● 68.1 91.1 76.2 60.9 44.2 46.9

2 A 1 「冬」を英語で書く 基礎 短答式 ● 64.0 97.1 87.9 59.0 12.0 85.1 Ⅲ

2 A 2 「食べた」を英語で書く 基礎 短答式 ● 63.2 98.4 89.2 56.8 8.5 89.9 Ⅲ

2 B 1 Doを選ぶ 基礎 選択式 ● 53.1 90.3 60.0 38.4 23.8 66.5 Ⅰ

2 B 2 be動詞の過去形wasを選ぶ。 基礎 選択式 ● 66.3 96.5 86.4 58.8 23.3 73.2 Ⅲ

2 B 3 現在進行形になるようlisteningを選ぶ 基礎 選択式 ● 53.7 86.8 54.3 38.2 35.7 51.1 Ⅰ

3 1 命令文を正しい語順で表す 基礎 短答式 ● 63.2 99.1 88.8 51.4 13.6 85.5 Ⅲ

3 2 代名詞を使った文を正しい語順で表す 基礎 短答式 ● 84.1 99.4 96.0 86.6 54.3 45.1

3 3 How manyで始まる疑問文を正しい語順で表す。 基礎 短答式 ● 46.6 92.7 63.1 26.2 4.2 88.5 Ⅱ

3 4 What+名詞で始まる疑問文を正しい語順で表す 基礎 短答式 ● 62.8 98.1 81.3 53.9 18.0 80.1 Ⅲ

4 1 対話の文脈に合う、時刻を尋ねる文を書く 応用 記述式 ● 51.7 96.4 78.5 30.0 1.8 94.6 Ⅱ

4 2 対話の文脈に合う、提案等の文を書く 応用 記述式 ● 35.2 72.4 45.1 19.7 3.6 68.8 Ⅰ

5 1 メッセージのやり取りを読み、質問に合う答えを書く 基礎 記述式 ● 41.8 89.3 57.2 20.0 0.7 88.6 Ⅱ

5 2 メッセージのやり取りを読み、質問に合う答えを書く 基礎 記述式 ● 48.0 93.3 70.6 26.5 1.4 91.9 Ⅱ

6 1 ホームページを読み、講習の開催日を選ぶ 応用 選択式 ● 81.3 98.4 95.0 81.6 50.3 48.1

6 2 ホームページを読み、正しい内容を選ぶ 応用 選択式 ● 51.9 89.8 55.0 36.8 26.1 63.7 Ⅰ

7 ブログを読み、正しいタイトルを選ぶ 応用 選択式 ● 27.2 54.6 21.4 14.4 18.2

8 1 アンケートの結果と会話を読み、空欄に適する語を選ぶ 基礎 選択式 ● 39.3 81.6 39.3 20.4 15.7 65.9 Ⅰ

8 2 アンケートの結果と会話を読み、内容に合う英文を選ぶ 基礎 選択式 ● 53.2 95.9 67.7 33.7 15.4 80.5 Ⅱ

9 1 英文を読み、itが表すものを選ぶ 応用 選択式 ● 66.8 94.8 80.6 58.7 32.9 61.9 Ⅲ

9 2 英文を読み、内容に合う英文を選ぶ 応用 選択式 ● 42.2 82.3 40.2 24.9 21.3 61.0 Ⅰ

9 3 A 英文を読み、英語の要約文に適する語句を選ぶ 応用 選択式 ● 43.9 77.4 47.5 28.9 21.5 55.9 Ⅰ

9 3 B 英文を読み、英語の要約文に適する語句を選ぶ 応用 選択式 ● 41.5 82.1 40.4 25.8 17.8 64.3 Ⅰ

9 4 英文を読み、質問に対して英文で答える 応用 記述式 ● 33.3 90.7 38.0 4.7 0.0 90.7 Ⅰ

川

崎
市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎

応
用

出
題

形
式

知
識

・
技

能

思

考
・

判
断
・

表

現
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    【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

聞くことの領域において、大問 1 小問Ａ2、3 では A－

Ｄ層の差が 20 ポイント程度となっており前回調査の課題

であった“Thursday”と“Tuesday”、“㉀fty”と

“㉀fteen”の聞き取りの混同に改善がみられました。これ

は言語活動を通した繰り返しの指導など昨年度の手立て

による成果だと考えられます。 

大問 2 小問Ａ1、2 の単語を英語で書く問題では、A 層

とＤ層の間に 85 ポイント以上の差が見られました。音声

はわかるものの、ローマ字にしてしまったり、不規則動詞

の語尾に“-ed”をつけてしまったりしたことが要因と考え

られます。そのため、音と綴りの関係の指導や不規則動詞

の過去形の定着が必要だと考えます。また大問 3 の並べ

替え問題では、“What”を用いた文の語順は理解できて

おり、日頃の言語活動で使用する場面や頻度が多いため、

定着していると考えられます。しかし、“Ｈｏｗ many”を

用いた文の語順の理解に課題が見られます。そのため、コ

ミュニケーションの目的や場面、状況に応じた言語活動の

設定をすることが大切になります。 

 

 

思考・判断・表現について 

全体の平均正答率は 50.6%で、A－Ｄ層の差は 67.5

ポイントと昨年度よりもさらに開きがみられました。選択

式問題の無回答率は昨年度同様低く、聞くことの領域の

平均正答率も全ての問題が５０％を超える結果となりまし

た。 

しかし、大問 4、5 のような記述式の問題に関しては、A

－Ｄ層の差も大きく開き、全体の無回答率は７０％を超え

ていました。対話文あるいはメッセージがどのようなコミ

ュニケーションの目的や場面、状況であるかを判断できな

いこと、英語で聞かれている内容や答え方がわからなかっ

たことが要因として考えられます。これは、昨年度の課題

であった、習った表現を活用できていないことが今年度も

課題であると考えられます。聞くことの領域の大問 1 小問

C1 においても、“What does Sally want to do 

after lunch?”と聞かれていますが、質問の中の印象に

残った単語に着目してしまい、安易に答えを選んでしまっ

ていることが考えられます。日頃のリスニング活動の中

で、必要な情報は何かを精査するための活動が大切で

す。 
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     【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よくあては
まる

ややあては
まる

あまりあて
はまらない

まったく
あてはま
らない

その他
無回答

A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

令和６年度・中2 66.9 24.8 41.6 25.9 6.9 0.8 76.8 71.7 63.6 55.4 21.4

令和５年度・中１ 75.2 33.1 41.8 20.1 4.5 0.4 84.6 78.7 71.8 65.7 18.9

令和６年度・中2 77.2 29.8 46.8 18.8 3.8 0.9 86.3 82.2 75.5 64.7 21.6

令和５年度・中１ 84.5 41.0 43.1 12.8 2.6 0.4 91.3 88.6 83.1 74.8 16.5

令和６年度・中2 72.8 26.7 45.5 21.4 5.5 0.9 87.0 80.9 69.5 53.7 33.3

令和５年度・中１ 76.4 33.3 42.8 19.4 4.1 0.4 87.5 80.7 73.7 63.7 23.8

令和６年度・中2 63.5 21.2 41.7 28.0 8.2 0.9 78.5 71.1 58.7 45.4 33.1

令和５年度・中１ 65.3 25.6 39.4 27.7 6.9 0.4 78.8 68.1 61.2 52.8 26.0

令和６年度・中2 77.5 31.2 45.6 18.2 4.0 1.0 91.0 86.0 74.5 58.1 32.9

令和５年度・中１ 84.9 47.3 37.2 12.3 2.7 0.5 93.6 88.7 83.5 73.9 19.7

令和６年度・中2 81.2 36.0 44.3 15.5 3.2 1.0 91.4 87.3 79.9 65.8 25.6

令和５年度・中１ 84.9 45.8 38.6 12.8 2.3 0.5 92.0 88.1 84.2 75.0 17.0

令和６年度・中2 60.6 16.8 43.1 31.9 7.0 1.2 72.0 67.5 57.3 45.3 26.7

令和５年度・中１ 65.2 20.5 44.2 28.6 5.9 0.7 72.2 68.9 63.7 55.8 16.4

2
日本と外国との生活や習慣、行事などの
違いを知り、外国の文化に対する理解を
深めようとしている。

川
崎
市

質問
番号

質問内容

母
集
団

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

1
外国の人々との交流などを通して、外国
の異なる文化に対する理解を深めようと
している。

川
崎
市

年度・学年
肯定群

回答割合
（％）

3
関心のある事柄について、相手からの質
問に対し、相手に伝わるよう英語で話すよ
うにしている。

川
崎
市

4
日常的な話題について、事実や自分の考
え、気持ちなどをまとめ、相手に伝わるよ
う英語で話すようにしている。

川
崎
市

5
趣味や好き嫌いなど、自分に関する基本
的な情報を相手が読んでわかりやすいよ
う英語の文で書くようにしている。

川
崎
市

6
話し手の立場に立って相手の意見や考え
を理解するために、英語で聞いたり、質問
したり、意見を言ったりしようとしている。

川
崎
市

7

書き手の立場に立って、読んだことにつ
いて英語で質問や意見を言ったり、書き
手が望む情報を提供するために交流した
りしている。

川
崎
市

全質問項目のうち、質問番号５、７の質問内容で前回調査との間に１０ポイント以上の差がみられました。質問番号５の「趣味や好き嫌い

など、自分に関する基本的な情報を相手が読んでわかりやすいよう英語の文で書くようにしている。」においては、Ａ層とＤ層の間で昨年

度調査との差が１３．２ポイントと最も大きな差がみられ、Ｄ層は肯定群回答割合が１５．８ポイントも下がっています。これは小学校では例

文を参考に英語の文を書く活動に留まっているために生じた結果と考えられます。そのため、中学校では自分のことについて英語の文

で書いて表現する活動を行っていく必要があると考えられます。 
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【授業づくりのアイデア例】 

設問内容：「サリーは午後どこに行きたいか」を聞き取る(思考・判断・表現)         

＜実際の設問＞                                        ＜正答率と４層分析データと分析結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度と比較すると、川崎市全体とＡ層からＣ層までの平均正

答率が上がっており、必要な情報を聞き取った上で、質問に対し

て適切な答えを選ぶことができたと考えられます。しかし、Ｄ層に

関しては、平均正答率が 14.9%と昨年度よりも 12.1 ポイント

下がったことに加え、A－Ｄ層の差も 82.5 ポイントとさらに差

が広がる結果となりました。Ｄ層の生徒は、質問に対して答えよ

うとした際に、知っている単語のみに着目をしてしまったことが

考えられます。今回で言えば、lunch のみに着目してしまったた

め、Ｄ層の生徒はご飯を食べている絵を使用している選択肢３を

選び、誤答となった生徒が多くいました。授業でリスニング活動

をする際に、疑問詞等に着目したり、どのような会話がされる

か、会話に出てくる表現は何かなどを予想したりしながら、音声

を聞くように促すことが大切であると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)Hi, Ryuto.  It’s Sally.  Are you playing basketball 

now?  I’m reading a book in the park.  I want to go 

shopping after lunch.  Do you want to go with me? 

 

Q: What does Sally want to do after lunch? 



123 
 

＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

 

 

  

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

    【第２学年】 

 

中学校学習指導要領解説外国語編では、「はっきりと話

されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き取る

ことができるようにする」と述べられています。 

 

 

  

授業づくりの工夫として、疑問詞や答えにつながる表現

に着目して聞くよう、日頃から指導することができると考

えます。繰り返し行うことで、生徒も印象に残った表現に着

目するのではなく、必要な情報を意識しながら聞くことが

できるようになると考えます。加えて、どのような場面や状

況なのかを予想させながら、音声を聞かせることもできる

と考えます。教科書に記載されているリスニング問題は、コ

ミュニケーションの目的や場面、状況が明確なため、どのよ

うな会話になりそうか想像しやすく、また、絵や写真が選択

肢であることも多いため、それらがどのような表現で表さ

れるかも予想が可能です。予想をしながら聞くことで、見通

しをもった状態で聞くことができ、必要な情報を聞きとるこ

とにつながります。 

今回の問題の場合では、「どのようなメッセージを残して

いるか」という内容の予想と、絵を見て、どのような表現で

表されるかの予想ができます。その上でメッセージを聞く

と、最後の質問である「サリーが昼食後に何をしたいのか」

に対しても、印象に残った単語に引っ張られることなく、答

えることができると考えます。 

疑問詞等に着目したり、 

予想しながら聞くように促す 
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   【第３学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ

層
の
差

パ
タ
ー

ン
判
定

教科総合 65.5 94.2 80.5 58.1 29.4 64.8 Ⅲ

知識・技能 68.9 94.9 82.7 64.1 33.8 61.1 Ⅲ

思考・判断・表現 62.6 93.5 78.5 52.8 25.5 68.0 Ⅲ

集計項目
川
崎
市

川崎市学力層別

大問
A
層

B
層

C
層

D
層

A
l
D
層

の
差

パ
タ
ー

ン

判
定

1 A 1 絵に合う状態（数と位置）を表す英文を聞き取る 基礎 選択式 ● 86.8 99.4 97.8 89.7 60.2 39.2

1 A 2 絵に合う状態（身長の比較）を表す英文を聞き取る 基礎 選択式 ● 92.3 99.9 99.6 96.7 73.0 26.9

1 A 3 表に合う状態（人数と予定）を表す英文を聞き取る 基礎 選択式 ● 93.5 99.2 97.0 95.3 82.4 16.8

1 B 1 質問(How about)を聞いて適切な答えを選ぶ 基礎 選択式 ● 81.7 98.7 92.7 80.8 54.6 44.1

1 B 2 質問(Who)を聞いて適切な答えを選ぶ 基礎 選択式 ● 43.4 83.4 48.3 26.1 15.6 67.8 Ⅰ

1 B 3 質問(How many)を聞いて適切な答えを選ぶ 基礎 選択式 ● 82.6 99.8 97.3 86.5 46.7 53.1 Ⅲ

1 C 1 会話と質問を聞いて適切な答えの絵（動作）を選ぶ 基礎 選択式 ● 83.6 98.1 93.5 84.7 57.9 40.2

1 C 2 会話と質問を聞いて適切な答えの絵（動作）を選ぶ 応用 選択式 ● 68.8 95.9 82.7 64.1 32.4 63.5 Ⅲ

1 D 1 英文と質問を聞いて適切な答えの選択肢（時刻）を選ぶ 基礎 選択式 ● 80.3 97.4 90.5 80.2 53.0 44.4

1 D 2 英文と質問を聞いて適切な答えの選択肢（場所）を選ぶ 応用 選択式 ● 68.9 95.5 84.8 62.1 33.1 62.4 Ⅲ

2 1 英文に合う単語（dinner）を書く 基礎 短答式 ● 61.5 95.3 81.8 55.5 13.3 82.0 Ⅲ

2 2 英文に合う単語（popular）を書く 基礎 短答式 ● 52.2 94.4 67.6 38.8 8.1 86.3 Ⅲ

2 3 英文に合う単語（hundred）を書く 基礎 短答式 ● 34.1 68.6 42.5 21.5 3.8 64.8 Ⅰ

3 1 文脈から判断して適切な動詞の形を選ぶ 基礎 選択式 ● 51.4 90.6 63.5 27.9 23.7 66.9 Ⅱ

3 2 文脈から判断して適切な疑問詞を選ぶ 基礎 選択式 ● 79.1 99.8 98.3 84.7 33.6 66.2 Ⅲ

3 3 文脈から判断して適切な比較級を選ぶ 基礎 選択式 ● 75.8 99.4 93.2 73.3 37.4 62.0 Ⅲ

3 4 文脈から判断して適切な動詞の形を選ぶ 基礎 選択式 ● 69.1 98.9 89.4 63.5 24.5 74.4 Ⅲ

4 1 SVOOの文を正しい語順で表す 基礎 短答式 ● 64.3 97.2 86.1 59.9 14.0 83.2 Ⅲ

4 2 接続詞ifを含む文を正しい語順で表す 基礎 短答式 ● 75.7 99.2 94.9 77.6 30.9 68.3 Ⅲ

4 3 be going toを含む文を正しい語順で表す 基礎 短答式 ● 58.7 94.3 73.8 47.2 19.3 75.0 Ⅲ

5 A 1 何か飲みたいことを伝える英文を書く 応用 記述式 ● 46.0 88.3 61.3 32.3 1.9 86.4 Ⅲ

5 A 2 相手が飲むことができる飲み物を伝える英文を書く 応用 記述式 ● 45.3 91.0 65.9 23.2 1.1 89.9 Ⅱ

5 B 1 寺へ行くべきだと伝える英文を書く 応用 記述式 ● 60.6 98.8 88.5 49.4 5.8 93.0 Ⅲ

5 B 2 寺へ行くべき理由を説明する英文を書く 応用 記述式 ● 47.9 96.2 71.1 23.3 1.1 95.1 Ⅱ

6 1 英語の資料を読み、質問の内容に合うものを選ぶ 基礎 選択式 ● 67.2 98.4 91.3 54.4 24.7 73.7 Ⅱ

6 2 英語の資料を読み、質問の内容に合うものを選ぶ 基礎 選択式 ● 61.8 85.0 70.3 56.6 35.2 49.8

7 1 英文を読み、代名詞(they)が指すものを選ぶ 基礎 選択式 ● 69.1 97.8 89.2 62.8 26.6 71.2 Ⅲ

7 2 英文を読み、下線部の理由を表しているものを選ぶ 基礎 選択式 ● 46.3 81.7 50.9 29.5 23.0 58.7 Ⅰ

7 3 英文を読み、英文の題名として合うものを選ぶ 応用 選択式 ● 67.8 90.8 73.8 62.9 43.7 47.1

8 1 英文を読み、質問内容に合うものを選ぶ 応用 選択式 ● 75.5 99.5 96.7 75.2 30.5 69.0 Ⅲ

8 2 英文を読み、文中の空所に入る英文を選ぶ 応用 選択式 ● 59.7 82.3 70.5 54.2 31.5 50.8 Ⅲ

8 3 英文を読み、内容が一致する英文を選ぶ 応用 選択式 ● 63.6 97.8 78.9 47.9 29.7 68.1 Ⅱ

9 1 英文をまとめた表の空所に入る英文を選ぶ 応用 選択式 ● 60.2 97.8 81.0 43.1 19.0 78.8 Ⅱ

9 2 英文を読み、質問に英語で答える 応用 記述式 ● 54.1 90.8 72.5 44.8 8.2 82.6 Ⅲ

川
崎
市

川崎市学力層別

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・

表
現
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    【観点別分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能について 

聞くことの領域において大問１小問 B2 ではＤ層の正

答率は 15.6％でした。また A 層も他のリスニング問題で

はすべて９０％以上の正答率ですが、この小問 B2 だけは

正答率 83.4％と他の問題と大きく差がついています。

“Who gave it to you?”を聞いて適切な答えを選ぶ問

題ですが、選択肢３の“My brother was.”を選択した生

徒が多くいました。Ａ層においても、この形式の疑問文に

慣れていないことや、be 動詞、一般動詞の使い分けに課

題があることが分かります。中１段階から様々なパターン

のインプットとアウトプットの繰り返しが求められます。 

A－D 層の差が 62 ポイントと最も小さいのが大問３小

問３の適切な比較級を選ぶ問題です。同様に大問 3 小問

2“Which do you like, summer or winter?”の 

“Which”を選ばせる問題も A－Ｄ層の差が 66.2 ポイ

ントとなっており、正答率が他の問題と比べても高くなっ

ています。日頃のスピーキング活動やリスニング活動で、

生徒になじみがあり、定着している表現のため正答率が

上がったと考えられます。日常的に帯活動等で生徒に

様々な英語に触れさせる必要があります。 

思考・判断・表現について 

聞くことの領域の大問 1 小問 C1、D1 については、A

層で 90％以上、Ｄ層で 50％以上と昨年度同様、高い正

答率となっており、聞き取った会話や英文を正しく理解

し、適切な答えを選択できていることがわかります。一方

で大問 1 小問 C2、D2 においてＤ層のみ正答率が

32.4％、33．1％と低くなっているのは、選択肢の英文

を理解できていないことが影響していると考えられます。 

書くことの領域において、大問 5 では全設問において

Ａ層とＤ層の間に 90 ポイント前後の差が開いており、昨

年度同様、記述式の問題の正答率が低く、英文を書くこと

への難しさを感じている生徒が多くいることがわかりま

す。ただし、大問 5 小問 B1「絵の場所（寺）に行くべきだ

と相手に伝える英文を書く」のように使用する言語材料の

条件が明確だとＡ層からＤ層までの正答率が全体的に上

がる傾向がみられました。このことから、中学校３年間を

通して継続的かつ日常的に行う帯活動等でコミュニケー

ションの目的や場面、状況を意識した言語活動を行う必

要があります。 
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     【主体的に学習に取り組む態度 質問別回答状況一覧】 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全質問項目のうち、3、4、5 の質問内容でＡ層とＤ層の間に 30 ポイント以上の差がみられました。これは昨年度と同様の傾向で、3

つの質問内容に共通することは、自分自身のことについて英語で表現するということです。質問番号 5 の「趣味や好き嫌いなど、自分に

関する基本的な情報を相手が読んでわかりやすいよう英語の文を書くようにしている。」においては、Ａ層とＤ層の間で 39.9 ポイントと

全項目のうちで最も大きな差がみられ、昨年度の 36.2 ポイントより差が開いています。生徒が取り組みやすいコミュニケーションの目

的や場面、状況を設定により、「書くこと」における A－Ｄ層の差を小さくしていくことが今後の課題となります。 

よくあて
はまる

ややあて
はまる

あまりあ
てはまら

ない

まったく
あてはま
らない

その他
無回答

A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

令和６年度・中３ 65.9 24.6 40.7 26.7 7.2 0.8 74.5 70.6 63.4 54.9 19.6

令和５年度・中２ 66.8 24.2 41.9 25.9 7.0 0.9 77.0 70.6 63.0 56.3 20.7

令和６年度・中３ 77.7 30.3 46.8 18.0 4.2 0.7 86.2 82.3 75.8 66.4 19.8

令和５年度・中２ 77.4 30.1 46.5 18.7 3.7 0.9 86.3 82.2 75.0 65.9 20.4

令和６年度・中３ 73.5 27.2 45.8 20.9 5.4 0.7 87.2 81.5 70.3 54.6 32.6

令和５年度・中２ 71.5 26.2 44.6 22.9 5.4 1.0 86.5 78.5 67.7 52.9 33.6

令和６年度・中３ 63.2 21.6 41.1 27.8 8.7 0.7 77.8 70.7 59.5 44.6 33.2

令和５年度・中２ 61.3 20.9 39.8 29.8 8.5 1.0 75.8 68.3 56.4 44.3 31.5

令和６年度・中３ 77.0 32.1 44.3 18.5 4.3 0.8 92.9 86.7 75.2 53.0 39.9

令和５年度・中２ 77.1 31.9 44.4 18.7 4.0 1.1 92.3 85.8 73.7 56.1 36.2

令和６年度・中３ 82.4 37.5 44.3 14.1 3.4 0.8 92.1 88.7 82.6 66.1 26.0

令和５年度・中２ 81.1 37.1 43.0 15.7 3.0 1.1 91.6 86.7 79.5 66.2 25.4

令和６年度・中３ 59.5 16.8 42.1 31.6 8.6 0.9 70.9 65.5 58.1 43.1 27.8

令和５年度・中２ 58.9 15.5 42.7 32.5 8.1 1.3 69.2 63.4 57.9 44.9 24.3

3
関心のある事柄について、相手からの質
問に対し、相手に伝わるよう英語で話すよ
うにしている。

7

書き手の立場に立って、読んだことにつ
いて英語で質問や意見を言ったり、書き
手が望む情報を提供するために交流した
りしている。

4
日常的な話題について、事実や自分の考
え、気持ちなどをまとめ、相手に伝わるよ
う英語で話すようにしている。

5
趣味や好き嫌いなど、自分に関する基本
的な情報を相手が読んでわかりやすいよ
う英語の文で書くようにしている。

6
話し手の立場に立って相手の意見や考え
を理解するために、英語で聞いたり、質問
したり、意見を言ったりしようとしている。

質問
番号

質問内容

2
日本と外国との生活や習慣、行事などの
違いを知り、外国の文化に対する理解を
深めようとしている。

1
外国の人々との交流などを通して、外国
の異なる文化に対する理解を深めようと
している。

川
崎
市

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

川
崎
市

母
集
団

肯定群
回答割合

（％）
年度・学年
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【授業づくりのアイデア例】                              ＜分析結果＞ 

設問内容：寺へ行くべき理由を説明する英文を書く (思考・判断・表現)    

＜実際の設問＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜正答率と 4 層分析データ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この設問のＣ層において小問 1 では 49．4％が正答しているの

に対し、小問 2 では 23．3％と正答率に 20 ポイント以上の差が

あることが分かります。 

経年変化に着目すると、Ｃ層の小問 1 の正答率が７２．０％から４

９．４％となっています。昨年度の小問 1 は“What subject do 

you like?”という自分に関することを答える問題で、聞きなじみ

のある表現であることもあり、７０％以上の正答率となっていたと

考えられます。一方で今年度は、「絵の場所（寺）に行くべきだと相

手に伝える英文を書く」という条件の問題でした。誤答に着目する

と、“You should going to temple.”と場面設定は理解してい

るようですが、英語の特徴やきまりがわからずに正答にたどり着け

ないと分析することができます。 

小問 2 では、理由を述べる自由度の高い問題になっていること

で、場面に応じた表現方法が分からずに正答を導き出せなかったこ

とが考えられます。 

これらのことから、コミュニケーションの目的や場面、状況を判断

し、適切な表現活動を継続的に行う必要があると考えられます。 

A層 B層 C層 D層
AーD層

の差
パターン

判定

令和６年度・中３（小問１） 60.6 98.8 88.5 49.4 5.8 93 Ⅲ

令和６年度・中３（小問２） 47.9 96.2 71.1 23.3 1.1 95.1 Ⅱ

令和5年度・中２（小問１） 68.9 98.1 94.2 72.0 11.5 86.6 Ⅲ

令和5年度・中２（小問２） 47.3 96.5 71.1 20.9 0.7 95.8 Ⅱ

川崎市
川崎市学力層別

年度・学年

0.0

50.0

100.0

川崎市 A層 B層 C層 D層

〈正答率と４層分析データの経年変化〉 小

問１

令和５年度・中２ 令和６年度・中３
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＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校学習指導要領解説外国語編では、 「日常的な話題や

社会的な話題について，伝える内容を整理し，英語で話したり

書いたりして互いに事実や自分の考え，気持ちなどを伝え合

うこと」とあり、さらに「言語の使用場面に応じて具体的な言語

の働きを取り上げ，言語活動を行うことが必要である。」と述

べられています。 

 

 

 

授業づくりの工夫として、テーマに沿ったやり取りを行う活

動や、状況を表す絵やいろいろな形式の英文の情報について

自分の考えを伝え合う活動が考えられます。特にやり取りの活

動は、質問に対して答えるだけの一問一答形式になりがちで

すが、理由を述べることなども意識できるよう指導する必要

があります。さらに、活動の最後に、話した内容について英文

で書く活動につなげることで、より言語材料の使用場面に着

目することができます。 

今回の問題の場合では、小問 B1 で「絵の場所（寺）に行くべ

きだと相手に伝える英文を書く」と言語材料が明確なのに対

し、小問 B2 では、「その理由を述べる」と表現の幅があること

がわかります。日常的に行う帯活動等の中で上記のような

様々な場面が設定されたやり取りの活動を行うことで、多様

な表現をコミュニケーションの目的や場面、状況に応じて使い

分ける機会を設けることができると考えられます。 

様々な場面でのやり取りで、 

自分の考えを伝え合う。 
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【学習意識調査から】 

 

 

 

 

＜肯定的な回答割合・４層分析＞ 

 

 

＜分析結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度・学年 川崎市 A層 B層 C層 D層
A-D
の差

令和６年度・中１ 54.1 65.4 57.9 49.4 43.6 21.8

令和５年度・小６ 55.6 69.1 58.4 51.2 43.8 25.3
令和６年度・中２ 50.1 62.1 55.9 45.7 37.1 25
令和５年度・中１ 57.7 66.4 60.4 56.2 47.8 18.6
令和６年度・中３ 55.7 70.4 62.2 50.9 39.5 30.9
令和５年度・中２ 51.6 65.7 55.5 47.6 37.8 27.9

＜実態に応じた授業づくりの工夫＞ 

聞いたり読んだりした話題について、感想や意見を話したり書いた

りする活動が設定されています。したがって、学習した内容に繰り返

し触れ、活用できるように指導していくことで定着を図っていくこと

が大切です。 

例えば、授業中にコミュニケーション活動を行う際、生徒はその時に

学習している表現を使う傾向があります。会話を広げる要素として既

習事項を振り返ってみたり、教員が実際に使って生徒に質問をして見

せたりします。生徒が自ら英語を使ってみることが大切ですが、教員

が聞かせることによって、既習事項を繰り返し使うことにもつながり

ます。 

また、生徒の様子から、同じようなつまずきが見られたら、間違えに

気付かず学習している可能性が考えられます。その場合、一度活動を

止めて中間指導を行うことで、修正を入れるのも１つの方法です。表

現するまでに理解が深まっていないようであれば、必要に応じて知

識・技能の定着を図った上で表現に再度挑戦していくことが大切で

す。遠回りに感じるかもしれませんが、既習事項の定着を目指すため

にも、教員が既習事項を聞かせたり、使って見せたりすることによっ

て、生徒が繰り返し練習することの大切さを体感し、自ら練習できる

ような活動を増やしていくことができます。 

このように、日頃のコミュニケーション活動の中で、生徒が既習事項

を結び付けながら、自分の気持ちや考えなどを伝え合うような言語

活動の場を増やしていくことが大切です。 

質問番号：【３０】 

質問内容：新しく習ったことは、何度もくり返して練習している。 

「新しく習ったことは、何度も繰り返して練習する」ことは、

英語の学習においても大切です。調査結果では、どの学年で

も学年が上がるにつれて A－Ｄ層の差が大きく開いていま

す。小学生では繰り返しの練習よりも使ってみる活動が多い

ことから差の開きが小さいと考えられます。学年が上がるに

つれて差が大きくなることから、既習事項とのつながりに気

付かず、新しい学びの連続として捉えられている傾向は変わ

りません。学習の積み重ねが課題として考えられます。 

生徒がつながりに気付き、繰り返し練習できるような環境

を作っていく必要があります。 
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  ７ 中 学 校 全 般 を通 して～観 点 別 分 析 ～ 

 【知 識 ・技 能 について】 

      各 教 科 の特 徴  

     ＝国 語 ＝ 

各 学 年 の平 均 正 答 率 は 1 学 年 ６６．８％、2 学 年 ７３.９％、３学 年 ６１．６％です。課 題 として、漢 字 の書 きに関 して

４層 分 析 を見 てみるとＡ－Ｄ層 の差 が 1 学 年 ６２．９ポイント、2 学 年 ４９．３ポイント、３学 年 ７０．３ポイントで、Ｄ層 の

生 徒 の平 均 正 答 率 が 1 学 年 １７．８％、2 学 年 ３１.５％、３学 年 １６．９％となっています。漢 字 を書 く練 習 をただ繰 り

返 すのではなく、漢 字 の意 味 や用 法 を実 生 活 とつながりのある言 葉 として活 用 できるよう日 頃 から工 夫 することが

必 要 です。 
 

＝社 会 ＝ 

各 学 年 の平 均 正 答 率 は 1 学 年 ５４．１％、2 学 年 ５４．９％、3 学 年 5５.９％です。４層 分 析 について、Ａ－Ｄ層 の差

を学 年 別 に見 ると、1 学 年 4６.８ポイント、2 学 年 ５４．１ポイント、3 学 年 5１.１ポイントであり、２学 年 、３学 年 は５０

ポイント以 上 の差 があります。同 一 母 集 団 の経 年 変 化 で見 ると、３学 年 では２．２ポイント上 昇 しましたが、２学 年 では

６．１ポイント下 回 っています。このことから、今 後 も取 り上 げた社 会 的 事 象 について、資 料 から適 切 に情 報 を読 み取

ったり、読 み取 った情 報 を整 理 したりまとめたりする活 動 を、個 に応 じてきめ細 かく指 導 する必 要 があります。 
 

＝数 学 ＝ 

各 学 年 の平 均 正 答 率 は１学 年 68.6％、2 学 年 58.6％、３学 年 47.1％です。４層 分 析 を見 てみるとパターン判

定 においては、全 学 年 ともパターンⅢと示 されています。また学 年 が上 がるにつれ、他 の層 と比 べ、Ｄ層 の生 徒 の正 答

率 が大 きく下 がっており、Ｄ層 の生 徒 へのアプローチをしっかりと行 うことが求 められます。小 学 校 での学 びを含 めた

既 習 である基 本 的 な概 念 や原 理 ・法 則 などを確 認 しながら授 業 を進 めること、それと合 わせて、Ｄ層 の生 徒 の疑 問 が

何 かを把 握 して、協 働 的 な学 びを通 して解 決 し、1 つでも多 く「わかった」と実 感 できるようにすることが大 切 です。学

習 の過 程 を丁 寧 に確 認 し基 礎 ・基 本 の定 着 を図 り「個 に応 じた指 導 」を進 めていくことが必 要 です。 
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＝理 科 ＝ 

各 学 年 の平 均 正 答 率 は１学 年 61.9％、２学 年 50.1％、３学 年 53.8％です。４層 分 析 について、A－Ｄ層 の差 は、

１学 年 48.0 ポイント、２学 年 49.4 ポイント、３学 年 57.5 ポイントで、学 年 があがるにつれて差 が広 がる傾 向 が見

られます。昨 年 度 に引 き続 き、全 学 年 に共 通 して、理 科 用 語 の習 得 と概 念 的 な理 解 に課 題 がみられます。問 題 解 決 ・

探 究 の過 程 を通 して資 質 ・能 力 を育 成 する中 で、理 科 用 語 を使 って科 学 的 に議 論 したり、説 明 したりする学 習 活 動

を充 実 させることが大 切 です。 

 

＝英 語 ＝ 

各 学 年 の平 均 正 答 率 は１学 年 89.6％、2 学 年 67.4％、3 学 年 68.9％となっており、2、３学 年 についてはパタ

ーンⅢと示 されております。また学 年 が上 がるにつれて、Ｄ層 の平 均 正 答 率 が下 がっています。また、書 くことの領 域

に関 して、２学 年 の大 問 ２のＡの（２）、３学 年 の大 問 ２の（２）での与 えられた場 面 にふさわしい単 語 を正 しく書 く設 問

においては、Ａ－Ｄ層 の差 が 80 ポイントを超 えています。目 的 ・場 面 ・状 況 設 定 のあるコミュニケーション活 動 を行 い

ながら、内 容 面 だけでなく言 語 の正 確 さの面 でもＤ層 の生 徒 へのアプローチをしっかりと行 うことが求 められます。 

 

授 業 改 善 の手 立 てについて 

      ＝国 語 ＝ 

○得 た知 識 を活 用 する場 面 を想 定 し、言 葉 の特 徴 や使 い方 を体 験 的 に学 ぶ機 会 を設 定 すること。 

○漢 字 を読 む力 を高 めながら、書 く力 を向 上 させていけるような工 夫 を日 頃 から行 っていくこと。 

○単 元 の中 で得 た知 識 を次 の単 元 で活 用 するための場 面 を設 定 したり、学 習 した言 語 を日 常 生 活 に生 かせるよう

に、身 近 な教 材 の中 で知 識 を活 用 する場 面 を設 定 したりすること。 

 

＝社 会 ＝ 

○社 会 的 事 象 について、地 図 や年 表 、調 査 や諸 資 料 から様 々な情 報 を効 果 的 に収 集 し、読 み取 る学 習 活 動 や作 業 的

で具 体 的 な体 験 を伴 う学 習 活 動 の充 実 を図 ったりすること。 
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○学 習 課 題 について、分 かったことを図 、白 地 図 、年 表 、文 章 などを使 って整 理 したり、まとめたりする学 習 活 動 を充

実 させること。 

 

＝数 学 ＝ 

○具 体 的 で生 徒 に身 近 な教 材 や日 常 につながる教 材 で問 題 を解 決 したり、ＧＩＧＡ端 末 のドリルパークなどの学 習 ソ

フト等 に取 り組 んだりする際 、既 習 の知 識 や技 能 が活 用 できる場 面 を繰 り返 し設 定 すること。 

○ルールや決 まり、公 式 などを含 めた知 識 や技 能 について、形 式 的 に覚 えるのではなく、その理 由 や考 え方 も対 話 的

な活 動 等 を通 して身 に付 けるようにすること。 

○一 つ一 つの知 識 や技 能 が新 たな学 習 内 容 とつながるように手 立 てを講 じること。 

 

＝理 科 ＝ 

○問 題 解 決 ・探 究 の過 程 を通 して資 質 ・能 力 を育 成 する中 で、例 えば、理 科 用 語 を使 って議 論 したり、説 明 したりす

る学 習 活 動 を充 実 し、科 学 的 な概 念 としての理 解 につながるよう手 立 てを講 じること。 

○ペアやグループで説 明 する学 習 場 面 を設 定 する中 で、学 習 した理 科 用 語 を入 れているか、適 切 に使 っているか等

の視 点 から生 徒 同 士 が議 論 し、科 学 的 な概 念 に更 新 していく学 習 活 動 を充 実 すること。 

 

      ＝英 語 ＝ 

○目 的 ・場 面 ・状 況 に応 じて自 分 の考 えや気 持 ちを伝 え合 う言 語 活 動 を行 う際 に、「話 したことを書 く」などのように

技 能 を統 合 した活 動 や、適 切 なタイミングでの言 語 面 の正 確 さについての指 導 を充 実 させること。 

○個 別 の知 識 や技 能 が習 得 できるようにするために、具 体 的 で身 近 な教 材 を工 夫 したり、既 習 の知 識 や技 能 を繰 り

返 し活 用 したりできるようにすること。 
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 〈授 業 改 善 のポイント〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇概念的な理解に向けて、言語や数量、図形、事象などの見方・考え方を働かせた言語活動の充実を図ります。 

〇単元をデザインする際は、身に付けさせたい知識・技能を明確にすることが重要です。また、生徒が主体的に知識・技能を獲得し

ていく学習場面を設定することが大切です。 

〇知識・技能を確実に習得できるようにするために、一人一人の生徒がＧＩＧＡ端末のドリルパークなど学習教材等に取り組むな

ど、個別最適な学びを教師が支援することが大切です。 

〇知識・技能の定着を促すには理解することだけに留めず、学習したことを日常生活や他の学習で活用ですることを通して、わか

る楽しさを実感させることが大切です。 
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 【思 考 ・判 断 ・表 現 について】 

      各 教 科 の特 徴  

＝国 語 ＝ 

思 考 ・判 断 ・表 現 の「話 すこと・聞 くこと」の領 域 において、Ａ－Ｄ層 の差 が１学 年 ３６．３ポイント、２学 年 ３６．２ポイ

ント、３学 年 １８．３ポイントです。いずれの学 年 も４層 の差 が少 ないことから、日 頃 の授 業 でグループワークを通 して意

見 交 流 を行 ったり、発 表 の場 を設 けたりしてきた成 果 と考 えられます。課 題 としては、「書 くこと」「読 むこと」の領 域

において、ほとんどの学 年 でＡ－Ｄ層 の差 が５０ポイントを超 えています。「書 くこと」「読 むこと」の領 域 において授 業

改 善 が必 要 です。 

 

＝社 会 ＝ 

各 学 年 の平 均 正 答 率 は１学 年 ２４．９％、２学 年 3４.８％、３学 年 ４２.９％であり、すべての学 年 が全 国 平 均 を１学

年 が０．５ポイント、２学 年 が０．８ポイント、３学 年 が１．５ポイント上 回 り、同 一 母 集 団 の経 年 変 化 でも、全 国 との差 は

２学 年 が１．４ポイント、３学 年 が２．９ポイント上 昇 しています。Ａ－Ｄ層 の差 を学 年 別 に見 ると、１学 年 4１.4％、２学

年 5３.９％、３学 年 ５８．７％であり、学 年 が上 がるにつれて差 が大 きくなる傾 向 が見 られました。このことから、今 後

も身 に付 けた知 識 や技 能 を比 較 したり関 連 付 けたりする活 動 を取 り入 れ、多 面 的 ・多 角 的 に考 察 、表 現 する活 動 を

繰 り返 し行 うことが大 切 になります。 

 

＝数 学 ＝ 

数 学 における思 考 ・判 断 ・表 現 において、各 学 年 の平 均 正 答 率 は１学 年 55.1％、２学 年 45.2％、３学 年

47.0％でした。１学 年 はパターンⅢ、２、３学 年 はパターンⅠと示 されました。この結 果 からもＤ層 に限 らず、苦 手 に感

じている生 徒が多いことが分かります。また、今回の調査において記述式の正答率をみると１学年 52.4％、２学年

15.8％、３学 年 30.9％と低 く、こちらも１学 年 はパターンⅢ、３学 年 はパターンⅠと示 されています。自 分 の考 えを

書 くこと、伝 えることに課 題 があると考 えられます。学 習 の過 程 で、書 くこと、伝 えることが必 要 な場 面 設 定 をするな

ど授 業 改 善 を進 めながら、今 後 もこの記 述 式 の調 査 結 果 を注 視 していくことが必 要 です。 
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＝理 科 ＝ 

各 学 年 の平 均 正 答 率 は、１学 年 45.8％、２学 年 40.1％、３学 年 44.0％です。４層 分 析 を見 ると、１学 年 ではパ

ターンⅠが示 されており、A－Ｂ層 の間 に 22.7 ポイントの差 が見 られます。特 に１学 年 では記 述 式 の設 問 について、

A－B 層 の差 は 30 ポイント近 く、A－Ｄ層 の差 は 70 ポイント以 上 見 られます。昨 年 度 に引 き続 き、どの学 年 におい

ても、記 述 式 の設 問 は、多 くの生 徒 にとって課 題 であることがわかります。４層 分 析 の結 果 も参 考 にしながら、個 人

で考 え、他 者 と考 えを練 り合 い、より妥 当 な考 えを表 現 する場 面 を設 定 するなど授 業 改 善 を進 めることが大 切 です。 

 

＝英 語 ＝ 

思 考 ・判 断 ・表 現 において、各 学 年 の平 均 正 答 率 は１学 年 90.3％、２学 年 50.6％、３学 年 62.6％となりまし

た。また２、３学 年 の記 述 式 の設 問 では平 均 正 答 率 は２学 年 42.0％、３学 年 50.8％となっており、Ａ－Ｄ層 の差 も

８０ポイントを超 えております。特 にＤ層 においては２学 年 1.5％、３学 年 3.6％となっております。また２学 年 の大 問

４（１）、大 問 ５（２）、３年 の大 問 ５の全 設 問 において、Ａ層 とＤ層 の間 に約 90 ポイントの差 が開 いております。英 語 で

のコミュニケーションの場 面 において自 分 の考 えや気 持 ちを書 くことに課 題 があると考 えられます。 

 

授 業 改 善 の手 立 てについて 

＝国 語 ＝ 

○資 料 を読 み取 り、読 み取 った情 報 を整 理 し、自 分 の意 見 に生 かすことができるようにしたり、読 み取 ったことを自

分 の言 葉 で表 現 する活 動 を行 ったりしていくこと。そのために習 得 した語 彙 や知 識 を、活 用 していくこと。 

○「読 むこと」の領 域 では、登 場 人 物 の発 言 を色 分 けして線 を引 いたり、登 場 人 物 の相 関 図 を作 ったりするなど、複

数 の情 報 を根 拠 として積 み重 ね、内 容 を解 釈 すること。また、読 み取 ったことを根 拠 に交 流 するなど、考 えを広 げ

たり深 めたりしていくこと。 
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＝社 会 ＝ 

○社 会 的 事 象 の意 味 や意 義 、事 象 の特 色 や事 象 間 の関 連 、社 会 に見 られる課 題 などについて、考 察 したことや選

択 ・判 断 したことを論 理 的 に説 明 したり、立 場 や根 拠 を明 確 にして議 論 したりする等 の学 習 を一 層 充 実 すること。 

○調 査 や諸 資 料 から収 集 した情 報 を比 較 したり関 連 付 けたりして、地 域 や時 代 の特 色 を考 察 し、その結 果 を報 告 書

にまとめたり発 表 したりする活 動 や、現 代 社 会 に見 られる課 題 について、様 々な立 場 から根 拠 を明 確 にしてペアや

グループで話 し合 ったり合 意 形 成 を図 ったりすること。 

 

＝数 学 ＝ 

○小 学 校 から合 わせた９年 間 という学 びの系 統 性 を生 徒 にも意 識 させて、既 習 の活 用 を実 感 させること。そのため

に、小 学 校 の内 容 を含 めて、基 礎 的 ・基 本 的 な知 識 及 び技 能 が新 しい学 習 においてどのように役 立 つのか、また、

発 展 したのかを考 えたり表 現 したりする機 会 を設 けること。 

○授 業 において「自 分 の考 えを記 述 したり伝 えたりする活 動 」や「生徒同士が考えを共有できる活動」を意図的、計画

的実施できるよう単元をデザインし、数学的活動の充実を図ること。 

      

＝理 科 ＝ 

○教 科 書 の探 Ｑシートや記 述 式 のワークシートを活 用 し、探 究 の過 程 に沿 って思 考 を文 章 で表 現 する学 習 場 面 を充

実 すること。その際 、スモールステップで思 考 する手 立 てを講 じ、個 人 で考 えた文 を課 題 や設 問 の内 容 と照 らし合

わせ、他 者 参 照 やペアやグループによる学 習 を通 してお互 いに練 り合 う学 習 活 動 を充 実 すること。 

○個 に応 じた指 導 の一 層 の充 実 を図 るため、意 図 的 、計 画 的 な机 間 指 導 やＧＩＧＡ端 末 の活 用 等 の充 実 すること。 

       

＝英 語 ＝ 

○日 常 的 な話 題 について、できるだけ現 実 に近 い場 面 を設 定 するとともに、生 徒 が必 要 とする情 報 を聞 き取 ったり、

読 み取 ったりする活 動 の充 実 を図 ること。その際 、それぞれの場 面 において生 徒 が自 分 の置 かれている状 況 を把

握 できているかどうかと、何 を聞 き取 ればよいかを理 解 しているかどうかを確 認 すること。 
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○言 語 活 動 を行 う際 には、間 違 いを恐 れずに英 語 で表 現 する授 業 づくりを心 掛 けるとことと合 わせて、表 現 した内

容 がコミュニケーションを行 う目 的 や場 面 、状 況 等 に応 じて適 切 な内 容 になっているか、正 確 に書 けているかを振

り返 る時 間 を確 保 すること。 

 

〈授 業 改 善 のポイント〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教員が説明・解説する授業から、生徒がペアやグループ、全体などで考えを伝え合い、課題解決に向かう授業への転換を図りま

す。 

〇習得した知識・技能を活用して課題解決を図る場を設定することが大切です。その際、生徒の「なんでそうなるのだろう」「どう

してなのだろう」という問いを大切にすることが重要です。 

〇生徒自身が自らの学びを振り返って、次の学びに向かうことができるようにする指導の充実を図ることが大切です。単元全体

を見通して、振り返りをさせるタイミングや内容について計画的に位置付けることが大切です。また、その振り返りを教員が確

認し、次の授業に生かしていくことも有効です。 


